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   西アジアで生まれた人工鉄の起源 そしてそこからはるばるユーラシア大陸を東遷して、東端の日本に伝来した 

      製鉄技術。 今 そのたたら製鉄の最大の謎がベールを脱ぎ始めた。 

   また、たたら製鉄ではぐくまれた製鉄技術が根底にある明治の近代化産業遺産が世界遺産に登録された。 

 さらに、鉄器が使われる前 世界でも類例のない約1万年の長きにわたり 永続する社会を作り上げた日本の縄文 

「日本人の心の故郷 縄文の心」が世界の関心を集めています。 

 日本に「鉄」が伝来してから「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたって製鉄法の摸索が続き、 

 さらに磨き高めながら1500年続いてきた日本独自の製鉄技術。その製鉄関連遺跡には製鉄遺構・生産の痕跡と 

 ともに、携わった人々の賑わいや数々のドラマ・歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

 古代から現代に至るまで、日本各地で繰り広げられた鉄に携わる現場で繰り広げられてきた数々のドラマ。  

 その痕跡の風景を少しでも残しておきたいと日本各地をCountry Walk しつつ集めています。  

「鉄は国家なり・産業の米」と「鉄」の力が強調される一方で、文化を育み、そこに住む人たちの生活を豊かにし、 

 現在に至る日本の国造りを推進してきた「鉄」。 

 その根底にはそれを使う人々の力・心であり、日本人の心の故郷といわれる「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  

              By  Mutsuo  Nakanishi 
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  たたら製鉄概説  風来坊 和鉄の道・iron road  製鉄関連遺跡を訪ねて       
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鉄の「まばゆい輝き・閃光」と「黒光り・肌光」 

日本には「たたら製鉄」という鉄鉱石や砂鉄の塊から、 

「硬くてねばい鋼」を直接作り出す日本古来の製鉄法がある。  

ヒッタイトが人工鉄を発明した当初の姿を現代まで残し、  

現在の製鉄法にも負けない高品質の鋼を作り出す技術に高め、 

維持している日本独自の製鉄法である。  

 

 

 

 

 

 

 

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたってたたら製鉄法の摸索が続き、 

その技術をさらに磨き高めながら1500 年続いてきた日本独自の製鉄技

術。 「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」の力が強調されるが、 

一方で文化を育み、 そこに住む人たちの生活を豊かにし、現在に至る日

本の国造りを作ってきた。  

そんな今、急速な社会変革の中で この製鉄にともなう数々のドラマが忘

れ去られ、日本各地の「たたら製鉄」遺跡もろとも消え去ろうとしている。  

  製鉄炉は生産された鉄塊の取り出し毎に壊されるので 製鉄関連遺跡

に残っている遺構はそんな生産設備の残骸。 製鉄関連遺跡にはそんな遺

構・生産の痕跡とともに、それに携わった人々の賑わいや数々のドラマ・

歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

日本で繰り広げられた数々のドラマ そして その痕跡の風景を少しで

も残しておきたいと 「和鉄の道・Iron Road」として日本各地をCountry 

Walk しつつ集めています。  

鉄は「文化」をはぐくむとともに数々の「戦さ」をも生んだといわれる。   

それだけ 鉄の力の大きさの証明であり、そうだろうと思いますが、 

大事なのは それを使う人々の力・心。 

その根底には日本人の心の故郷「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  
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      ◇ 2015年和鉄の道・Iron Road  口絵    15iron00.pdf  

        口絵 1   ２０１５年 クローズアップされた たたら遺跡  

                1.   ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土  アナトリア高原の２０１３年発掘調査で 

                2.  たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化    

                    日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8. 

                3.  ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

                4.  ユーラシア大陸を東西に結ぶ 古代鉄 Metal Roadで   

                       ●自然通風型のスリランカ古代鉄の製鉄炉 ≪ 風炉 ≫   

                      ●中国成都  漢代の橋脚に使われている巨大インゴット 

       口絵2   ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土   

               アナトリア高原 カマン・カレホユック遺跡の２０１３年発掘調査で    

       口絵3   たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化    

               日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8.   . 

       口絵4  ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

       口絵5  ８０００年を超える長きにわたり、平和で豊かな社会を築いた日本の縄文   

              世界が注目する縄文の「他を思いやる 心優しき縄文」 

 

1.  ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫  2015.1.1.                                  15iron01.pdf 

    【資料】 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ  

    「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土  

2. ≪節分の鬼2015≫  生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる   2015.1.25.    .         15iron02.pdf 

3. ≪節分の鬼2015≫  壱岐 鬼伝承・鬼凧の伝承 「百合若大臣の鬼退治 & 鬼凧」                    15iron03.pdf 

4.  第 18回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ                                 15iron04.pdf 

     愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター  2015.2.14 

   青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」  

5. お勧めの博物館「竹中大工道具博物館」新神戸駅横    2015.2.13.                                 15iron05.pdf 

   大工道具の歴史を実物展示する大工道具博物館  素晴らしい和風展示館がオープン  

6. 「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える             15iron06.pdf 

    3月大阪九州大学宮本一夫氏「壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉」についての講演 

    魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉は  

   「くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか  

        1. 鉄の起源を探る 西アジアで出土した世界最古の小鉄塊は銅鉱石の製錬過程の副産物か? 

        2. 魏志倭人伝の時代 1～3世紀 壱岐からかみ遺跡と出土した地上炉まとめ 

        3. 銅と鉄の出会いとその面白い性質が人工鉄の起源を育んだのか? 

        4. 鉄と銅製錬の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 



7.≪現代の鉄 鉄の話題≫                                                                      15iron07.pdf 

   鋼管・鋼矢板の無騒音・無振動杭打ち工法の新たな進展・展開にびっくり  2015.3.27. 

   TV番組「夢の扉＋」3月22日 杭打ち革命 「巨大津波でも、“絶対に壊れない”堤防を作れ！」 

8.雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ                                  15iron08.pdf 

     千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる  2015.5.20.  

9. ≪こんなところにも「鉄」が ≫ 丹波篠山市立杭 兵庫陶芸美術館 「青磁の今」展  2015.5.19.   15iron09.pdf 

   「青磁と鉄」透明な青色の「青磁」も鉄の技  Iron Road の仲間入りに びっくりです   

    こんなにさわやかに澄んだ「青」がある  梅雨の前の蒸し暑いひと時 心地よい   

10. 大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???                          15iron10.pdf 

    「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 2015.5.20.   

     国譲り神話の出雲の大量の埋納銅鐸出土（加茂岩倉・荒神谷遺跡）とそっくり  

    ◆ 関連参考   たたら製鉄関連遺跡を生かした地方創生の成功例 淡路島 五斗長垣内遺跡 

                                         神戸新聞 2015.5.6. 朝刊社説より 転載  

 11.「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】  2015.7.1.                     15iron11.pdf 

    南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸 （弥生時代前期末～中期前半） 

    南淡路 松帆埋納銅鐸 その後の地元紙 神戸新聞報道から 見える弥生時代の淡路島   

    地元紙 神戸新聞に報道されてきた記事転記  . 

      1. ６月１９日 神戸新聞 １８面 南淡路の松帆銅鐸 森岡秀人 芦屋市教委学芸員に聞く 

      2. ６月２７日 神戸新聞 1面 CTで判明した新事実 「銅鐸すべてに『舌』全国初  使用時のまま埋納か」 

      3. ６月２７日 神戸新聞 31面 松帆銅鐸 全てに「舌」 弥生人祭器鳴らし豊作祈願?  「聞く銅鐸」浮かぶ実像 

12.西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群  2015.8.5.             15iron12.pdf 

    日経電子版  「南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事 より        

    喜界島は 重要な交易品として鉄素材を琉球に供給していた鉄の生産加工基地か?     

    ◆ 日経電子版  「南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事  

       2015/7/30 6:00 ライフ>アート&レビュー・歴史 http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15 

13.日本誕生にかかわる古墳前期4世紀の祭祀区画と居住区画を持つ大集落が大和葛城で出土             15iron13.pdf 

     大和葛城 御所市 秋津・中西遺跡の発掘調査現場を訪ねる    2015.8.23. 

14. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫.風の森峠から南郷へ 金剛山東山麓 葛城の道 walk.   2015.8.23.     15iron14.pdf 

     古代葛城氏の生産工房が眠る美しい棚田が広がる田園 さわやかな夏の風を感じたくて  

15. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫京都北山の最北部 三国峠周辺山里の秋を巡る. 2015.9.20.             15iron15.pdf 

      旧鯖街道 根来・針畑越 & 芦生・美山への入口 朽木「生杉 」から 美山茅葺集落へ  

16.  ≪2015再整理改訂版≫   

     日本人のふるさと「縄文」 縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる. 2015.10.10..               15iron16.pdf 

    １万年も続いた世界にも類例のない永続社会日本の縄文  

    平和な永続社会 その原点には何があるのか…  どのように映るでしょうか・・・・  

17.鉄の風景 ・ 鉄のモニュメント  京都 史跡 琵琶湖疎水 蹴上      2015.11.7.                     15iron17.pdf 

   「日本最初の発電所 蹴上発電所 水圧鉄管」と「インクライン」  

18.愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  

     聴講記録 「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 2015.11.7.                          15iron18.pdf 

 



2015 年 和鉄の道 Iron Road【15】口 絵 

 

     口 絵 1  ２０１５年 クローズアップされた たたら遺跡                

    〇 壱岐カラカミ遺跡の他に類例のない 1～3世紀の地上炉(鍛冶炉)    

      日本にも製鉄の黎明期 銑鉄を原料とした製鉄の地上炉(精錬鍛冶炉)が存在した  

      「炉壁・立派な羽口のある地上炉ながら、鉄滓・鍛造剥片も少なく、 

       また出土する鉄が殆ど未完成のくず小鉄。 たたらの先駆け くず銑鉄を原料とした製鉄炉か?  

   

        口絵1 ２０１５年 クローズアップされた たたら遺跡より    

                1. 壱岐カラカミ遺跡の他に類例のない地上炉(鍛冶炉)は たたらの先駆け                          

           くず銑鉄を原料とした製鉄炉か?  

              2. 琉球と日本の狭間 奄美大島の東 喜界が島で12世紀の大規模な製鉄・鍛冶遺跡出土  

              西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群  

           3. 銅と鉄  隣り合いながら 溶融しても互いに混じり合わぬ金属    

              人工鉄のルーツは 銅製錬の副産物として生まれてきたとの見方が提案されている  

            4. ユーラシア大陸を東西に結ぶ 古代鉄 Metal Roadで  

               自然通風型のスリランカ古代鉄の製鉄炉 ≪ 風炉 ≫  

               中国成都  漢代の橋脚に使われている巨大インゴット  

         口絵2 アナトリア高原 カマン・カレホユック遺跡の２０１３年発掘調査で   

          ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土  

         口絵3 たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化   

           日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8.     

         口絵4  ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道  

         口絵5  ８０００年を超える長きにわたり、平和で豊かな社会を築いた日本の縄文  

           世界が注目する縄文の「他を思いやる 心優しき縄文」  
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  〇 西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群 

    琉球と日本の狭間 奄美大島の東となり喜界が島で 12世紀の大規模な製鉄・鍛冶遺跡出土 

 

当時、喜界島は日本本土の南の縁辺。 

サンゴ礁の島で 製鉄原料の砂鉄は産しない

絶海の孤島で、なんのために 

こんな大規模な製鉄施設を設けたのだろう

か? 

喜界島は 重要な交易品として鉄素材を琉球

に供給していた鉄の生産加工基地か?? 

 

 

 

 

 

 

 〇 銅と鉄  隣り合いながら 溶融しても互いに混じり合わぬ金属   

   人工鉄のルーツは 「西アジア 地中沿岸の銅の主要生産地そして銅製錬の副産物として生まれてきた」 

   との見方が提案されている  

 

 



   〇 スリランカ古代鉄の製鉄炉「風炉」と 

     中国成都の橋の橋脚に使われている漢代の巨大インゴット 

    2015.12..6.  国際シンポ「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで-」 より 

 

 

 

    



   口  絵-2 アナトリア高原 カマン・カレホユック遺跡 の ２０１３年発掘調査で    

         ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土  

 

 

 

 愛媛大東アジア古代鉄研究センター関係各国研究連携 

  「鉄の起源・ユーラシア大陸の東西を結ぶ古代メタルロードの探求」 

 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター第 18回アジア歴史講演会 

      「鉄の起源の探究」成果報告   2015.2.14.  

 「青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開 金属器時代の黎明 －価値と技術

- 」    

   より 

 

 

 



   口  絵-3 たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化          

       日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 

   「明治日本の産業革命遺産  製鉄・製鋼、造船、石炭産業」の世界産業遺産登録 2015.7.8.  

 

 

◆ 近代製鉄発祥の洋式高炉建設地「釜石」橋野・大橋を訪ねる. 2014.6.7.    

  http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1407kamaishi00.htm        

 

                       

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1407kamaishi00.htm


  口  絵 4   ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道    

 



    口 絵 5   1万年を超える長きにわたり、平和で豊かな社会を築いた日本の縄文     

            世界にも類例のない平和な永続社会 その原点には何があるのか… 

           世界が注目する縄文の「他を思いやる 心優しき縄文」 

    

 
◆ 心優しき 縄文人 縄文帰りのすすめ  http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1011.pdf  

◆ 縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる   http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm 

 

 

北東北・北海道の縄文遺跡を 

ユネスコ世界遺産に 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010mutsu/fkobe1011.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm


                                                             

 1.  ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫  2015.1.1.                                  15iron01.pdf 

     【資料】 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ  

     「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土  

 2. ≪節分の鬼 2015≫  生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる   2015.1.25.    .         15iron02.pdf 

 3. ≪節分の鬼 2015≫  壱岐 鬼伝承・鬼凧の伝承 「百合若大臣の鬼退治 & 鬼凧」                    15iron03.pdf 

 4.  愛媛大 東アジア古代鉄研第 18回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ       5iron04.pdf    

    青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」  2015.2.14 

 5. お勧めの博物館「竹中大工道具博物館」新神戸駅横    2015.2.13.                                 15iron05.pdf 

    大工道具の歴史を実物展示する大工道具博物館  素晴らしい和風展示館がオープン  

 6. 「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える             15iron06.pdf 

     魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉は  

    くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか  

 7.≪現代の鉄 鉄の話題≫                                                                      15iron07.pdf 

    鋼管・鋼矢板の無騒音・無振動杭打ち工法の新たな進展・展開にびっくり  2015.3.27. 

    TV番組「夢の扉＋」3月 22日 杭打ち革命 「巨大津波でも、“絶対に壊れない”堤防を作れ！」 

 8.雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ                                  15iron08.pdf 

     千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる  2015.5.20.  

 9. ≪こんなところにも「鉄」が ≫ 丹波篠山市立杭 兵庫陶芸美術館 「青磁の今」展  2015.5.19.   15iron09.pdf 

    「青磁と鉄」透明な青色の「青磁」も鉄の技  Iron Road の仲間入りに びっくりです   

 10. 「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 2015.5.20.              15iron10.pdf 

   大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???                         

  11.「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】  2015.7.1.                     15iron11.pdf 

      地元紙 神戸新聞に報道されてきた記事転記   

    南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸 （弥生時代前期末～中期前半） 

      南淡路 松帆埋納銅鐸 その後の地元紙 神戸新聞報道から 見える弥生時代の淡路島   

 12. 西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群  2015.8.5.             15iron12.pdf 

     日経電子版  「南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事 より        

      喜界島は 重要な交易品として鉄素材を琉球に供給していた鉄の生産加工基地か?     

 13. 日本誕生にかかわる古墳前期 4世紀の祭祀区画と居住区画を持つ大集落が大和葛城で出土             15iron13.pdf 

     大和葛城 御所市 秋津・中西遺跡の発掘調査現場を訪ねる    2015.8.23. 

 14. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫.風の森峠から南郷へ 金剛山東山麓 葛城の道 walk.   2015.8.23.     15iron14.pdf 

     古代葛城氏の生産工房が眠る美しい棚田が広がる田園 さわやかな夏の風を感じたくて  

 15. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫京都北山の最北部 三国峠周辺山里の秋を巡る. 2015.9.20.             15iron15.pdf 

      旧鯖街道 根来・針畑越 & 芦生・美山への入口 朽木「生杉 」から 美山茅葺集落へ  

 16.  ≪2015再整理改訂版≫   

      日本人のふるさと「縄文」 縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる. 2015.10.10..               15iron16.pdf 

     １万年も続いた世界にも類例のない永続社会日本の縄文  

     平和な永続社会 その原点には何があるのか…  どのように映るでしょうか・・・・  

 17. 鉄の風景 ・ 鉄のモニュメント  京都 史跡 琵琶湖疎水 蹴上      2015.11.7.                   15iron17.pdf 

     「日本最初の発電所 蹴上発電所 水圧鉄管」と「インクライン」  

 18. 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  

     聴講記録 「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 2015.11.7.                            15iron18.pdf 

      和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1155】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001155      掲掲載載記記事事  目目次次  



            ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫              2015.1.1.  

   「南北市糴」 朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土した 

                 弥生時代中・後期の壱岐の拠点集落 カラカミ遺跡 

   半島交易の主要品は「鉄」 その拠点「壱岐」で初めて 弥生の鍛冶工房が出土した 

 

 

   「弥生の鍛冶工房・鍛冶炉それも日本の製鉄開始ににつながる精錬炉が出土」                     

  日本での製鉄開始が大幅に早まる可能性 

 

 
  からかみ遺跡から出土した鍛冶炉跡と推定される大型竪穴住居床面の焼土跡および石製鍛冶工具・羽口・鉄素材・鉄滓など 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



２０１４年１２月 「壱岐市共催 『古代史ぎっしり壱岐』  壱岐カラカミ遺跡の鉄生産遺構の発見とその意義・・・・・」の文字が新聞の 

カルチャーセンター講座募集の新聞をながめていて、目に留まって、「壱岐で 鉄の生産遺構が見つかったのか・・・・」とびっくり。 

「製鉄炉が出土」との話にインターネットなどで調べると 

２０１３年１２月１４日 「壱岐市の弥生集落カラカミ遺跡で 日本で初めて、鉄生産用の地上炉跡が複数確認された」と壱岐市教育委

員会が明らかにしたとの新聞各紙の報道が掲載され、 

「弥生の鍛冶工房・鍛冶炉それも日本の製鉄開始ににつながる精錬炉が出土  日本での製鉄開始が大幅に早まる可能性 」 

の文字が異口同音に紙面におどっていました。  でも「製鉄の開始」を示すのなら、もっと騒がれるはず。それに、出土遺物の中に

創業で出た大量の高温鉄滓・炉の底や鞴に付着する椀型滓・木炭 それに製鉄原料も・・・・と。 

動も 弥生の鍛冶工房が出土した淡路島の五斗長垣内遺跡や芦屋の会下山遺跡とおなじような鍛冶工房を持つ弥生の高地性集落

なのかもしれない。 

日本で精錬鍛冶の痕跡が見つかるのは、半島交易の本拠地が壱岐から博多湾の博多へ移った後の古墳時代前期４世紀 博多遺

跡である。 また、日本での製鉄の始まりを示す製鉄炉の痕跡は５世紀後半から６世紀である。 

これらに先立って、魏志倭人伝に記された弥生時代の朝鮮半島と北部九州をつなぐ交易路の真っただ中で、それが、鍛冶炉であっ

たにせよ製鉄炉が見つかった意義は大きい。 

２００６年９月 多くの仲間と一緒に 弥生時代の中・後期 朝鮮半島との交易拠点として栄えた原の辻遺跡や古墳群を訪ね、また 

たたら製鉄ルーツの痕跡がないかといろいろ尋ねたことがありました。 

そして カラカミ遺跡にも訪ねたのですが、どの場所でも「壱岐では 鉄器や鉄素材などは原の辻遺跡を含め、数々出るのですが、

不思議なことに製鉄炉は出土しない」との回答に、鉄の交流路の中心の中心に位置するのに・・・・と思いつつ、また「交易路の途中

で製鉄・鍛冶加工を行う必要はなかったのかもしれぬ」と何となくわりきっていたのですが・・・・・・。 

 

「とにかく もっと情報がほしいなぁ・・・・」と 

壱岐市の教育委員会に資料がほしいと問い合わせし、同教育委員会 文化財課の松見裕二氏より、カラカミ遺跡二次調査現地説明

資料並びに原の辻遺跡の資料など 貴重な資料をお送りいただきました。 

また、インターネットで、今回のカラカミ遺跡二次発掘調査のベースとなった 床面に鍛冶炉跡を示す焼土跡を持つ複数の大型竪穴

住居跡発見の 九州大学 宮本一夫教授らの発掘調査（カラカミ ７６５区（F） & 775区（ G ））の講演動画も見ることができました。 

これらの資料から 現在のカラカミ遺跡の調査状況 並びに出土した製鉄炉の出土状況などを知ることができました。 

◆ 資料から眺める 壱岐 カラカミ遺跡の現況と出土した製鉄炉  

  

日本黎明の倭国 弥生時代後半 鉄器時代に入っていたものの、日本には

製鉄技術がなく、鉄素材を求めて各地の国が朝鮮半島交易に奔走した時代。 

その朝鮮半島交易ルートの真ん中にあり、朝鮮半島交易の本拠地として栄

えた「壱岐」。そして その本拠地が弥生時代を通じて、壱岐の拠点集落であ

り、一支国の王都である原の辻遺跡」。 

この原の辻遺跡の北西約５㎞の丘陵地の頂上標高約 80m にあるカラカミ神

社を取り巻いて 弥生時代中期から後期に栄えた環濠のある高地性の弥生

集落遺跡がカラカミ遺跡。  



当時、この丘陵地のすぐ南を西へ流れる刈田院川を通じて奥深くまで入り込んだ２Km先の片苗灣につながる位置にあり、遺跡の直

ぐ傍には貝塚があり、豊富な青銅器や鉄器類、中国大陸や朝鮮半島系の土器、また漁撈に関する遺物が多く出土し、漁業や交易に

従事した人々の集落であったと考えられる。 

また、シカ、イノシシの肩甲骨を利用した占いの道具の「卜骨」も発見され、祭祀にも関係した遺跡ともみられるが、性格がよくわから

ぬが、環濠をめぐらし、漁労・半島交易をしていた人たちの拠点集落といわれてきた。 

   

   カラカミ遺跡 環濠と出土する大量の土器       カラカミ遺跡出土の半島系土器           カラカミ遺跡出土の鏡 

   
   一支国博物館 カラカミ遺跡速報展 展示より  遺跡出土品展示  http://www.iki-haku.jp/news3/news2.cgi?mode=view&no=238  

その後 ２００４年からの九州大学の再調査地点では、大量の土器は出土するもののほとんど稲作の痕跡がなく、以前から大量に

出土するサザエからアワビに特化した貝類の出土へんかがみられると共に、鍛冶炉跡や鍛冶具など鍛冶工房跡とみられる住居跡

も出土し 朝鮮半島との交易に関係する生産工房的性格が強い場所が遺跡内に存在することが次第に明らかになってきた。 

そして、２０１３年の壱岐市教育委員会のカラカミ遺跡の全貌を明らかにする再調査を中心とした第二次発掘調査で 羽口や鍛冶具 

鉄半素材とともに、朝鮮半島南岸の製鉄も行っていた鍛冶工房によく似た焼土面が残る地上炉跡や炉壁片・鉄滓片が出土し、 

一躍 壱岐で 半島交易にかかわる鍛冶工房 そして精錬も行っていたのではないか・・・・」と脚光を浴びることとなった。 

     ≪ カラカミ遺跡二次に先立つ 2004-2008年九州大 カラカミ ７６５区（F） &  775区（ G ） 発掘調査 ≫ 

九州大学 宮本一夫教授講演動画 「カラカミ遺跡から見た壱岐の弥生時代」より整理 https://www.youtube.com/watch?v=1qivxNe62AE#t=157 

  

         765区（F）: 調査区の貝塚周辺のから包含層を剥ぎ取ってゆくと時代とともに出土遺物が大きく変化 

弥生時代中期の貝層からはカキ・アサリなど周辺の海岸環境と同じ貝類が出土するが、弥生後期には干しアワビが集中的 

に出土。同時にアワビおこしの工具が多数出土。 干しアワビの交易に進出していった様子が見て取れる。 

 775区（ G ）: 弥生の中期末から後期にかけて 床面に炉跡と推定される焼土面を有する４棟の竪穴住居が出土  

http://www.iki-haku.jp/news3/news2.cgi?mode=view&no=238
https://www.youtube.com/watch?v=1qivxNe62AE#t=157


≪ 壱岐市教育委員会によるカラカミ遺跡 二次 発掘調査 ≫ 

 

床面に幾つも製鉄炉跡と思われる 焼土跡のある大型竪型住居と製鉄炉と推定される床面焼土のある大型竪穴住居跡と出土した鍛冶遺物 

 

カラカミ遺跡 二次発掘調査で出土した遺物の出土状況 

まだ、カラカミ遺跡の製鉄炉で 本当に製鉄が行われていたのか また カラカミ遺跡の性格についての調査結果はこれから。 

壱岐市文化財調査報告書 第２３集 カラカミ遺跡２次（カラカミⅢ区  Ⅳ区） によれば、現段階でのカラカミ遺跡の製鉄炉・鉄生産

について 次のようにまとめられている。 

「大型の竪穴住居跡が確認され、住居内からはお弥生時代後期中葉～後葉にかけての土器をはしめ、搬入土器、砥石、敲石（たた

きいし）、といった石器・石製品、銅鏃や鉄素材などの金属製品が出土している。これらの出土遺物は大型竪穴住居廃絶後に住居内

に廃棄された遺物と判断できる。また、竪穴住居の中央部床面から炉跡１基が、竪穴住居廃絶後の遺構検出面上から炉跡２基の計

３基が確認され、そのうち、竪穴住居廃絶後の遺構検出面上から検出された炉跡は地上式であったことを裏付ける炉壁の一部が残

っていたことはカラカミ集落の様相を解明するうえで貴重な発見となった。 



弥生時代後期において鉄器・鉄製品の生産は西日本を中心に各地で行われていたが、地面を掘って炉を作る地下式もしくは半地下

式を採用している。 

カラカミⅣ区[カラカミ 775 区]における鍛冶関連遺構をみる

と、弥生時代中期後葉段階においては円形竪穴住居内で

鍛冶作業が行われ、弥生時代後期前葉～後期中葉にかけ

ては大型竪穴住居内と屋外の両方で鍛冶が行われていた

可能性が考えられる。 弥生時代後期後葉にかけては 屋

外のみで鍛冶作業が行われていたものと思われる。 

鍛冶作業の場所については屋内から屋外へと変化が見られる

が、集落の形成段階から終焉を迎えるまで、継続的に鉄生産が

行われていたことが判る。 

【鉄生産の可能性】 

検出された地上炉をどのように使用し、何を製作していたかとい

うもんだいであるが、現段階の調査成果では、この問題解決す

るに至っていない。これまでの発掘調査において、カラカミⅣ区

内でせ検出された炉跡の存在、鉄器・鉄製品を製作するための

道具[砥石や敲石（たたきいし）など]、 未完成品や加工前の棒

状鉄素材や板状鉄素材などを見るとカラカミ遺跡で積極的に鉄

生産を行っていたことは想像できるが、これだけの調査成果で

はどのステ-ジから鉄生産を行っていたかを特定することはむつ

かしい。 

現段階の調査成果からカラカミ遺跡の鉄生産を想像すると、「完

成した鉄器・鉄製品だけでなく、鉄素材も積極的に大陸や半島か

ら入手し、地上式炉用いて再加工[二次加工]をしていた」のでは

ないかと考える。 

製品以外にも、地上式炉を用いて 鉄素材を溶かし、製品に加工しやすいように、棒状や板状の鉄素材を作っていたことも考えられ

る。 当時の弥生社会において鉄器や鉄製品が基調だったことを考えると、棒状や板状の鉄素材であっても立派な交易品として取

引されていたことが想像できる。 

  地上式炉や鉄生産の可能性については 今後も調査研究が必要であるが、最先端の鍛冶技術と鍛冶設備が整った鉄器生産工

房がカラカミ遺跡に存在していたことは今回の発掘調査で明らかになった。」 

 

上記報告によれば、製鉄原料から製鉄を行う「製鉄」には触れられておらず、当初発表の新聞報道のニュアンスとは随分異なってい

るようにみえる。 これは「鉄生産」という紛らわしい言葉の混用により、「製鉄」と「鍛冶加工」が混同されているのが、原因と思える。

調査報告書でも 「鉄生産」という言葉で 大半が鍛冶加工について述べられているが、一部混用も見られるようだ。 

二次カラカミ遺跡の調査資料を読む限り、現状 カラカミ遺跡では 実際には 鉄を作り出す製鉄は行われていないが、 

鉄素材を鍛冶加工して鉄製品にする生産工房があった。 

カラカミ遺跡のこの生産工房で行われていた鉄生産（鉄素材の鍛冶加工）技術はどの程度のレベルだったのだろうか???  

 

鍛冶加工の内容と製鉄炉[鍛冶炉]の温度の間には密接な関係にあり、鉄素材を十分な温度に上げることができなければ、目的の

加工ができない。 まだ 高温保持の技術が十分でない弥生時代当時を考えると鍛冶加工内容の検討には十分に考慮しておく必要

がある。  

比較的低温での金切加工のステージ さらに高温での素材変形加工を行なう高温鍛冶  

そして、素材を合わせ鍛造したり、鉄素材の脱炭・浸炭させるなど素材の溶融精錬を伴う鍛冶加工等  

加工温度フェイズに応じた鍛冶加工があり、製鉄炉そして羽口などの送風技術が それぞれに重要な影響を及ぼし、 

操業に使用する鉄素材や加工で発生する副次遺物である鉄滓・鉄剥離片など種類・量も 鍛冶加工に応じて大きく変化する。  



特に地上炉だとすると高温はえにくいだろうなぁ・・・・朝鮮半島にある上吹だろうか・・・・などと。 

今回の調査では 鉄滓など操業で発生する副次遺物がまだ、ほとんど触れられていない。また、集落を取り囲む環濠の全貌もまだ

これから。さらに調査が進むだろう。  

カラカミ遺跡の性格 そして鍛冶生産工房が交易に果たした役割等々を論ずる上で まだ未解決な課題がまだ 数多くある。 

しかし、大和の勢力の進出もあって、朝鮮半島交易の拠点が壱岐 原の辻・カラカミ遺跡から博多湾沿岸[ 博多遺跡・比恵遺跡]など

に移る古墳時代の４世紀 新たな半島交易の拠点となった博多遺跡では鍛冶炉に椀型滓を伴う鉄素材溶融による精錬鍛冶・高温鍛

冶が始まり、それがさらに日本での製鉄開始へとつながってゆく。 日本での製鉄技術伝来目前である。 

 

この朝鮮半島から壱岐そして北部九州への半島交易のメインルートであり、日本の製鉄技術伝来のルートの一つに違いない。 

今まで 製鉄炉が見つからなかった壱岐で弥生の鉄生産工房が見つかったことはそんな重要な意味付けを持つと考えます。 

たたら製鉄の謎の一つが一つ見えてきたのでしょうか・・・・ 

また、壱岐の弥生の高地性集落に鍛冶生産工房があったことを知って、弥生の鍛冶工房が出土した淡路島の五斗長垣内遺跡 そし

て芦屋の会下山遺跡も弥生の高地性集落など 周囲の拠点集落に加工品を供給する生産工房村が高地性集落として存在したので

はないか??  そして、そのメインは戦争の備え そして 農耕具・武器の生産を含めた鉄の鍛冶加工生産工房を結び゛つけたくなっ

ています。 

壱岐の弥生時代の朝鮮半島交易の拠点として存在したカラカミ遺跡  発掘調査が進むにつれ、また 時代が進むにつれ、その姿

役割を変化させてきた壱岐の拠点集落遺跡。 こんごどんな展開を見せてゆくのか 興味津々。 

資料をすぐにお送りいただいた 壱岐市の教育委員会 文化財課の松見裕二氏に感謝。 本当にありがとうございました。 

更なる展開を期待するとともに、３月大阪での講演会に出席するのを楽しみにしています。 

 

2014.12.29. by Mutsu Nakanishi 

 

 

     【 検討・図面・写真等 一部整理転記させていただいた資料 】  

      1. 二次カラカミ遺跡 現地調査概要    

      2. 考古学協会 第６回公開講座゛「一支国から発信する」 2010.12.4. 一支国博物館 

      3. 壱岐市文化財調査報告書 第２３集 カラカミ遺跡２次（カラカミⅢ区  Ⅳ区）  2014 壱岐市教育委員会 

   4. 九州大学 宮本一夫教授講演動画 「カラカミ遺跡から見た壱岐の弥生時代」 

    2010年12月 4日長崎県壱岐市立一支国博物館にて講演 

    https://www.youtube.com/watch?v=1qivxNe62AE#t=157 

5 インターネット[ 壱岐 カラカミ遺跡 ] google 検索 

  朝日新聞デジタル「国内初、鉄生産の地上炉跡  長崎・壱岐のカラカミ遺跡」 

http://www.asahi.com/articles/SEB201312130065.html 

      ほか 

 

  「壱岐」関連の「和鉄の道・Iron Road 」 

       1.   水田耕作・鉄・倭国 弥生の時代を 作った渡来人たち   

              北部九 州 魏志倭人伝の世界 壱岐・ 筑前・筑後の遺跡を訪ねて   

               http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron13.pdf 

      2.     南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」     2011.9.1.    

.            魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄との交易品は何か・・・・ 

                http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron08.pdf 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=1qivxNe62AE#t=157
http://www.asahi.com/articles/SEB201312130065.html
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron13.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron08.pdf


 

   

 

弥生の中期から後期                                        

半島交易の生産工房拠点の役割を果たした カラカミ遺跡  

 

 

 



≪スライド集≫ ≪たたら製鉄の謎たたら製鉄のルーツに迫る≫ 2015.1.1.  

 「南北市糴」 朝鮮半島との交易で栄えた「壱岐」で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土した 

               弥生時代中・後期の壱岐の拠点集落 カラカミ遺跡 

半島交易の主要品は「鉄」 その拠点「壱岐」で初めて 弥生の鍛冶工房が出土した  
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カラカミ遺跡 二次発掘調以前 2004-2008年 九州大学による発掘調査   
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生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる    2015.1.25.2015.1.25.2015.1.25.2015.1.25. 

生駒山上生駒山上生駒山上生駒山上のののの暗峠暗峠暗峠暗峠をはさむをはさむをはさむをはさむ大阪側大阪側大阪側大阪側    東大阪市髪切東大阪市髪切東大阪市髪切東大阪市髪切    奈良側生駒鬼取奈良側生駒鬼取奈良側生駒鬼取奈良側生駒鬼取    

2222 月月月月がががが近近近近づくとづくとづくとづくと気気気気になるになるになるになる節分節分節分節分のののの鬼鬼鬼鬼    「「「「大阪大阪大阪大阪にはにはにはには鬼鬼鬼鬼のののの伝承伝承伝承伝承    聞聞聞聞かないなぁかないなぁかないなぁかないなぁ    ????????」」」」とととと仲間仲間仲間仲間がががが言言言言うううう        

                                            大阪大阪大阪大阪にはにはにはには    鬼伝承鬼伝承鬼伝承鬼伝承がないのでしょうか・・・・・・・がないのでしょうか・・・・・・・がないのでしょうか・・・・・・・がないのでしょうか・・・・・・・        

        

大阪河内と奈良の境を南北に連なる生駒山とその険しい山を越えてゆく国道 308・古道暗峠越（写真は合成です）    

大阪のシンボル「生駒山」山塊は古来からの霊峰・修験の山。そして古代からの鉱物資

源帯で、その山麓には数多くの渡来の技術集団が住む。 花園ラクビー場でのラクビー

観戦時、背後にいつも眺める生駒連山。 その背後正面が国道308号線 古道奈良街道

の暗峠越である。  

ふっと気になってチェックすると「この生駒山の暗峠周辺に役行者の鬼退治の鬼伝承が

ある」という。そして、鬼伝説ゆかりの鬼取山・鬼取町 髪切山・髪切集落の地名がす

ぐに見つかりました  

大阪河内と奈良の境を形成して南北に連なる生駒山塊は高さこそ低いが、険しい山。古くから修験・霊場の山 

として信仰を集め、山中には今も数多くの霊場・行場がある山としてよく知られる大坂のシンボルの山である。  

その生駒山山頂のすぐ南側を越えてゆく国道 308 号線（古道 奈良街道 暗峠越）の暗峠周辺の山腹には「修験 

道の開祖 役行者が改心させ、従者にした赤鬼・青鬼」の鬼伝承が今も残る郷がある 

「大阪にも生駒山に鬼伝承を伝える郷がある」 

2 月が近づき「節分の鬼」の時節 大坂から奈良への最短ルート国道308号線が生駒山を越えてゆく古道・奈良街道暗

闇峠越の古い家並みが残る暗峠並びに周辺の鬼の伝承地を訪ねました  

        2015.1.25. by Mutsu Nakanishi  

 

鬼の伝承地を訪ねて生駒山暗峠越 行程マップ  2015.1.25. 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



1.1.1.1. 生駒山生駒山生駒山生駒山    役行者役行者役行者役行者のののの鬼伝承鬼伝承鬼伝承鬼伝承        生駒山暗峠周辺生駒山暗峠周辺生駒山暗峠周辺生駒山暗峠周辺    東大阪市髪切東大阪市髪切東大阪市髪切東大阪市髪切・・・・生駒市鬼取生駒市鬼取生駒市鬼取生駒市鬼取のののの郷郷郷郷    

    

            

 髪切山慈光寺の赤鬼・青鬼                  鬼取町から見る生駒山上・鬼取山周辺                     

大阪と奈良の境、生駒山域に鬼取山というところがあり、そこに人喰い鬼の話がある。  

昔、赤目、黄目という夫婦鬼がおり、始はおとなしかったが、やがて人の子供を食べることをおぼえ、村々を荒ら

しまわった。 村人がこの鬼退治を計画しましたが、髪切山まで行くと、雨が降り、風が吹いて近寄れない。 

どうしても鬼退治ができず困っていました。  

そこへ、役行者が来て、鬼の子供をとらえ隠したところ、鬼が一生懸命鬼の子を探したので、役行者がその鬼に、

自分の困ることは人の困ることだと説教。  

鬼は非を悔いて、髪を切り行者に従ったという。この 2 匹の鬼が前鬼・後鬼である。    

 

鬼が髪を切った地が生駒山の東大阪側 暗峠を北西に少し下った山中にある髪切集落で、そこにある髪切山慈光寺

は役行者が開祖といい、春の「戸開式」には、青鬼と赤鬼に扮装した二人と修験者が石段を駆け上って開山堂の鍵

を開け、役行者尊像のご開帳される。また、秋の「戸閉式」 では開山堂の扉を閉ざすという。 

また、鬼が役行者に捕らえられた鬼取山は暗峠を東に少し下った現在頂上にテレビ塔の立っているあたりの生駒谷

側北方山腹で、境内に「薬師の滝」がある元鶴林寺跡と言われている。  

その谷筋を少し下ったところ 山腹の傾斜地に広がる鬼取町地名を持つ鬼取集落があり、鬼取山から後に移された

鶴林寺が今もこの鬼取集落内にある。 

  また、鬼取山元鶴林寺境内にある「薬師の滝」からは黄金が出ると言う伝承もある。 

  

 生駒山 髪切山慈光寺の3月開山堂「戸開式」の鬼  慈光寺案内板掲示写真より 
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2.2.2.2.    鬼鬼鬼鬼のののの伝承地伝承地伝承地伝承地をををを訪訪訪訪ねてねてねてねて生駒山暗峠越生駒山暗峠越生駒山暗峠越生駒山暗峠越            2015.2015.2015.2015.1.25.1.25.1.25.1.25.    

近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅    ----    国道国道国道国道 308 308 308 308 ----    髪切・慈光寺髪切・慈光寺髪切・慈光寺髪切・慈光寺    ----    暗峠暗峠暗峠暗峠    ----    国道国道国道国道 308 308 308 308 ----    鬼取町鬼取町鬼取町鬼取町    ----    生駒駅生駒駅生駒駅生駒駅    

    

東大阪市花園ラグビー場より眺める生駒山 正面が生駒山山上 その右側が暗峠 2015.1.24. 

  

 

       東大阪市側 近鉄奈良線枚岡駅から国道308号・古道 奈良街道暗峠越 walking Map 

 

1.1.1.1. 国道国道国道国道 308308308308 号を登って号を登って号を登って号を登って    鬼伝承の髪切集落から暗峠へ鬼伝承の髪切集落から暗峠へ鬼伝承の髪切集落から暗峠へ鬼伝承の髪切集落から暗峠へ 

12:00 近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅→枚岡神社・椋ケ根橋→国道国道国道国道 308308308308・古道・古道・古道・古道    奈良街道奈良街道奈良街道奈良街道→12:30 髪切集落・慈光寺へ分岐 

    → 奈良街道旧道→ 12:50 髪切集落・慈光寺髪切集落・慈光寺髪切集落・慈光寺髪切集落・慈光寺→13:17奈良街道旧道を暗峠へ→13:30    暗峠暗峠暗峠暗峠    

2.2.2.2. 暗峠から奈良側へ下って鬼取町を訪ねて暗峠から奈良側へ下って鬼取町を訪ねて暗峠から奈良側へ下って鬼取町を訪ねて暗峠から奈良側へ下って鬼取町を訪ねて    近鉄生駒駅へ近鉄生駒駅へ近鉄生駒駅へ近鉄生駒駅へ    

    14:05 暗峠から生駒側へ暗峠から生駒側へ暗峠から生駒側へ暗峠から生駒側へ    →→→→国道308→14:25 西畑町入口から鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越 

    →15:00 鬼取町鬼取町鬼取町鬼取町    鬼の茶屋鬼の茶屋鬼の茶屋鬼の茶屋    →→→→15:10 鬼取町鶴林寺鬼取町鶴林寺鬼取町鶴林寺鬼取町鶴林寺 → 生駒山山腹を北へ近鉄生駒駅へ →16:10 生駒駅生駒駅生駒駅生駒駅    
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2.1.2.1.2.1.2.1. 国道国道国道国道 308308308308 号を登って号を登って号を登って号を登って    鬼伝承鬼伝承鬼伝承鬼伝承の髪切集落から暗峠への髪切集落から暗峠への髪切集落から暗峠への髪切集落から暗峠へ    

12:00 近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅近鉄枚岡駅→枚岡神社・椋ケ根橋→国道国道国道国道 308308308308・古道・古道・古道・古道    奈良街道奈良街道奈良街道奈良街道→12:30 髪切集落・慈光寺へ分岐 

    → 奈良街道旧道→ 12:50 髪切集落・慈光寺髪切集落・慈光寺髪切集落・慈光寺髪切集落・慈光寺→13:17奈良街道旧道を暗峠へ→13:30    暗峠暗峠暗峠暗峠    

            

酷道とよばれる国道308・奈良街道暗峠越   生駒山山頂直下髪切集落    暗峠 

1 月 25 日晴天の日曜日 大坂難波からまっすぐ東へ生駒山へ向か

う近鉄電車。神戸からダイレクトに奈良行の快速急行に乗り、途

中鶴橋で乗り換えて、約 1 時間ほどで生駒山の山腹を少し登った

所 枚岡駅で下車する。 

いつもなら、 ここは電車で通過して、石切駅から生駒山をトン

ネルを抜けて生駒駅 そして奈良へ向かう。 

毎度 花園ラグビー場から眺め、梅で有名な枚岡神社があり、こ

こから暗峠への道があるのは知っていましたが、この地に降り立

つのは初めてです。時間はちょうど12時。駅で暗峠へのハイキン

グマップをもらって暗峠へ 

   

         河内一宮 枚岡神社とその北側を登る暗峠越の入口椋ケ根橋  2015.1.25.2 

国道 308号・古道 奈良街道暗峠越の道は古来から大坂・奈良を結ぶ最

短コースであるが、狭い谷筋をほぼ直登で生駒山上南側を越える厳しい

道。 国道とはいえ、東大阪市枚岡駅近くの東豊浦町にある勧成院の海

抜が100mで、暗峠の海抜は450mと高低差の大きい山中を平均斜度20%、

最大斜度は37%と、自動車通行可能な国道としては日本一の急勾配をよ

く整備はされているとはいえ、途中平坦地は一箇所もなく、ほぼ一車線

の道が暗峠へ登ってゆく。下りとなるとまるで山を転げ落ちる感覚の酷

道と呼ばれる国道。すぐ北側を第二阪奈道路がトンネルで生駒山を抜け

ていく事もあって、まず大型車は通れず、小さな車が通る周辺集落の生

活道路化していて、生駒山の自然の中を山深く分け入るハイキング道路にもなっている。 

       

椋ケ根橋から上は暗峠まで集落はなく すべり止めが施された急坂が上へ上へと続く 2015.1.25. 



また、静かな森のなか 谷を登る道筋のところどころで 古い霊場・行場・寺院が現れ、崖際の厳しい坂道とともに、

この生駒山が修行の山・霊山であるとの痕跡を色濃く残している。 

    

緑に覆われたきつい崖道のところどころに行場・霊場などがみられ、この山が修行の山と 2015.1.25. 

 

                  谷筋の道から左へ急坂がカーブして暗峠へ更に登ってゆく 

  

この左手崖のところに道標が見え、「左 ほととぎすの名所 髪切山慈光寺 

 右くらがり峠」と書かれている。 

ここから谷筋へ下りてゆけば、髪切集落。 左手に見えているのが髪切山。  

人の気配のない山中に鬼伝説の「髪切」集落が埋もれている。 

道はもっと先からもあるようですが、ここから谷筋へ下りてゆく。 

 

谷筋の緑の中をよく整備された坂

道をぶらぶら登って、約30分ほど。 

谷道のドン突きから左へ坂道が急

に大きくターンして、左に深い谷が

現れ、視界がひらけ、生駒山の頂上

稜線が視界に。 

稜線の切れ目が暗峠のようだ。 

暗峠はもうすぐそこ。 



しっかりとした細い道が小さな谷に沿って続く。人の気配のない山道。道がしっかりしているので不安はない。 

谷底へ下りきったところに、鐘堂があるが、廃屋となった寺跡が見える。この道は古道だとほっとする。 

このお寺は白蓮寺という名前のようだ。また、ここにお寺があることも含め、かつて この道が、髪切集落を通って 

暗峠への街道筋だったようだ。 

    

       髪切集落への旧道 谷筋を歩く 中央の写真が白蓮寺跡  2015.1.25.  

道はこのお寺跡の横からから、山腹を少し登ってゆくと池の横に道がそう。 この池が地図にある髪切集落の一番下に

ある池。 ブッシュで両側が見えぬ狭い谷筋を登り切るとぱっと山腹の斜面に切り開かれた段々畑が見えてくる。 

国道 308の道標から 15分ほどで髪切集落の下の入口に飛び出した。 

 

 

 

     国道 308髪切集落への道 暗峠とは 本のすぐそば  右に曲がりくねって登ってゆく国道が見える 

  

 



役行者の鬼伝承が残る髪切集落  東大阪市街地から見えていた生駒山の山上を東西にわたってゆく鉄塔がすぐそこ 

振り返ると 遠く眼下に東大阪の市街地が霞んでいました。棚田の上に 10軒にも満たない髪切集落 この一本道が街

道筋?? かと。地図によれば、鬼伝説の慈光寺は斜面の一番奥の高いところで、集落の一番奥だ。 

集落の左手の山が髪切山。集落内を歩く数人の観光客以外に人影のない。 

ふと気づくと姿は見えないが、猿の鳴き声が響き渡る。山中に埋没した限界集落との感じがつよい。 

今回は旧道を歩いてきましたが、集落の中央まで細いが暗峠からの車道も入り、枝尾根を一つ越えれば暗峠の街道。 

心配はいらないのだろう。 都会人にとっては 車とは無縁の静かな空間がひろがる山里がこんな近くにあると。 

 ほととぎすなど野鳥の名所だそうだ。  

  

    綺麗に整備された石垣に囲まれた段々畑が続く鬼切りの郷 振り返ると遠く東大阪の市街地が見える 

集落の中に入っても、全く人の気配がない。でも 綺麗に整った集落で、日曜日で人影がないだけなのかもしれない。 

静まり返った髪切集落の中を抜けて 一番奥の慈光寺へ。家並みはなくなっているが、道筋には立派な石垣が続き、  

道の奥に屋根が見えているのが慈光寺のようだ。集落の一番奥だ。 

    

     よく整備された集落の中を一番奥の慈光寺に向かってゆく  20154.1.25. 

 

                  

                 髪切山 慈光寺 門前 と 門前から眺めた東大阪の市街地  



13:04  髪切山慈光寺に到着。髪切伝説に惹かれてここまでやって来ましたが、門前にも人影はなし。 

結局集落で見かけたのは数人のハイカーのみ。  

役行者と言うとみんな吉野金峰山寺 そして大峰山を思い浮かべるのですが、それよりも古い霊場がこの生駒山。 

それを伝えるのが、この髪切山慈光寺の鬼伝説です。 

いまから1300年前 この地で役行者が悪さをする夫婦鬼を捉えて改心させて、従者となった夫婦鬼が 

有名な前鬼と後鬼。 

慈光寺では この開祖役行者をまつる開山堂の戸開式・戸閉式に赤鬼・青鬼が修験者と一緒に、扉の鍵を 

持って石段を駆け上がり、開山堂の戸開式・戸閉式を行うという。 

各地で節分には改心して仏に仕える鬼のユーモラスな姿が見られるが、そのルーツがこの伝説なのかも 

知れない。 

山門をくぐると山門脇に鐘楼そして河内三十三ヶ所観音霊場の札所・寺務所があり、本堂と開山堂は一段上に上がった

山裾にありました。寺の中にも人はおられませんでしたが、お接待のお茶が置いてあり、鬼伝説の由来や鬼の儀式の写

真と一緒にこの慈光寺の由来を記した書が掲示板に貼られていました。お寺の心配りが嬉しい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慈光寺の山門をくぐった札所の横に掲げられた慈光寺の案内写真・絵図より 

石段を上がって 一段高い境内の木立の中の東正面に役行者開山堂があり、北正面に本堂がありました。 

開山堂の扉はまだ 春の戸開式の前で閉められていました。  

  

役行者開山堂                 慈光寺本堂 

 



いや～ぁ 鬼が出そうとは思いませんが、この髪切集落への暗峠への街道は想像とは違って本当に他所では見られぬ道。 

本当に古道にはいろいろな人達が行き来し、いろんなことが詰まっていると。 

詳しくは知らなかった生駒山の鬼伝説を今回はじめて知りました。 

 

13:15  この慈光寺の境内からそのまま寺の裏側を回

りこんで寺の東側に出ると一軒新しい家があり、庭先

で仕事をするおばさん。この集落で初めて出会う住人

で、「このままこの道を行って南へ折れれば暗峠に出

る」と教えてもらいました。 

 

広い道はこの家の庭先でおしまいで、そこからは山裾

を東へ山道が伸びていて、「奈良街道 暗峠石畳道」と

書かれた案内板があり、そこを少し登った T 字路の角

に「暗峠・旧奈良街道 暗峠まで０．４キロ」と書か

れた分岐道標が立っていて、 この道がかつての暗峠

越の山道とし知れました。 

  
 慈光寺の東側を奥へ伸びる旧奈良街道 の古道  2015.1.25. 

この道標に従って 右側へ折れて 杉木立の中を南へ 約 15分ほどで 国道 308号線暗峠に出ました。 

   

奈良街道暗闇峠越 暗 峠  2015.1.25.  中央左:生駒市 右:東大阪市 

歩いてきた道は生駒山の稜線の道で、正面の

東西に並ぶ家並みは奈良街道国道 308 号線 

暗峠の家並み。 

国道に出ると何度か写真で見た暗峠の石畳

道でした。でも石畳道は峠部のほんの数十メ

ートルだけ。あとは両側ともすべり止めのつ

いた舗装道路に整備されていました。 



 

   

峠から少し大阪側へ下りたところで カワセミ? が電線に  2015.1.25.  

髪切の集落では野猿の声が響き渡り、街でみかけぬ野鳥が幾つか・・・ 

生駒山は険しい分だけ 自然が残されている。 

暗峠 すぐ生駒側に右手に峠の茶屋 時間を見ると13:45  

生駒側の鬼が捕まったという鬼取山・元鶴林寺周辺の情報を

教えてもらうことも兼ねて遅い昼食に 。 

 

国道 308 号の急坂から、暗峠のすぐ下で、鬼伝承の残る髪切

集落へトラバースする旧道を通って、髪切集落へ。 

役行者によって改心した赤鬼・青鬼の伝承の慈光寺に立ち寄

り、暗峠へ。約1時間 30分の行程。 

一度登ってみたいと思っていた国道308 暗峠 

国道を歩くのだと思って登ると予想外。ちょっとキツイが、

楽しいハイキング。食事後は奈良側へ。 



2.2.2.2. 2222    暗峠暗峠暗峠暗峠からからからから奈良側奈良側奈良側奈良側へへへへ下下下下ってってってって鬼取町鬼取町鬼取町鬼取町をををを訪訪訪訪ねてねてねてねて    近鉄生駒駅近鉄生駒駅近鉄生駒駅近鉄生駒駅へへへへ    

   14:05 暗峠から生駒側へ暗峠から生駒側へ暗峠から生駒側へ暗峠から生駒側へ    →→→→国道308→14:25西畑町入口から鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越鬼取山への道を探しながら鬼取町へ峠越 

   →15:00 鬼取町鬼取町鬼取町鬼取町    鬼の茶屋鬼の茶屋鬼の茶屋鬼の茶屋    →→→→15:10 鬼取町鶴林寺鬼取町鶴林寺鬼取町鶴林寺鬼取町鶴林寺 → 生駒山山腹を北へ近鉄生駒駅へ →16:10 生駒駅生駒駅生駒駅生駒駅    

        

                 生駒側の国道308号線              鬼取町から眺める鬼取山・生駒山上 

14:05 生駒側 鬼が捉えられたという伝承の鬼取山・鬼取町周辺

へ 暗峠から奈良・生駒側へ下る。 

峠の茶屋で遅い昼食を取りながら、生駒山山頂部から生駒側へ少

し下った山中という「鬼が捉えられたという鬼取山の元鶴林寺

跡・薬師の滝」へ行く道を尋ねるが、どうも道がはっきりしない。 

 15000分の 1の地図で、地形と場所はわかるのですが、道が記さ

れていない。生駒山頂上側からの道は確かなようですが、鬼取町

へ下れるかどうかがはっきりせず。  

鬼取町からの道も今ははっきりしないと聞き、今回は鬼取町

まで下りて、時間があれば元鶴林寺跡を探すことにして、鬼取町

にある「鬼の茶店」を教えてもらって出発する。 

    

生駒山の鬼伝承地生駒山の鬼伝承地生駒山の鬼伝承地生駒山の鬼伝承地    鬼取山鬼取山鬼取山鬼取山    鬼取町周辺鬼取町周辺鬼取町周辺鬼取町周辺     

役行者が鬼の髪を切って改心させた地が生駒山の

東大阪側 暗峠を北西に少し下った髪切山慈光寺。 

鬼が役行者に捕らえられた鬼取山は暗峠を東に少

し下った生駒谷側の北方山腹の鬼取(現在は生駒

市鬼取町)で、鬼取町の鶴林寺の元の寺のあった場

所（元鶴林寺跡）だという。 

生駒山頂の東斜面に深く刻まれた谷奥で、いかに

も鬼の住処伝承が誕生しそうな「薬師の滝」ある

いは「八大竜王の滝」附近の霊場附近が、旧鶴林

寺跡といわれている。                

また、鬼取集落の鶴林寺は山号は鬼取山といい、

近世に谷奥から移ってきたと言われている。 

 

峠の茶屋から、生駒山上の稜線部を南北に貫く、信貴生駒

スカイラインをくぐって生駒側へ下りてゆく。 

国道は大阪側と変わって、2車線の展望のきく広い道路で車

の往来が多い道。谷筋に沿って、急坂が下へ下へと続く。 

道脇の崖の下の谷には棚田がひろがり、遠く生駒市の街が

遠望できる。 

  



  

        

         暗峠から奈良側の下り 急坂が続くが広い道路に視界が開けて快適 2015.1.25. 

14:20  国道を下って15分あまり、山側の尾根を一つ回りこ

むと西畑町の集落の入口で、集落の奥に生駒山のパラボラが

見え、鬼取り山周辺だ。高さから見ると随分下った。地図を

開けて、鬼取山への道を考える。 

西畑町の上から北へ山腹を道があるかどうかわからないが、

左へ折れて集落の中を山腹を奥へトラバースすれば、鬼取町

から谷筋をまっすぐ登ってくる道に合流できると気楽に道を

折れたのですが、西畑町の集落の奥にある道願寺のところで

行き止まり。 奥へは道はなく国道へ戻らないと鬼取町へも

行けないと聞いて逆戻り。 

ちょっとロスでしたが、西畑町の道にはロウバイが満開 そして棚田の美しいも見られました。 

        

                               国道 308 暗峠越 生駒谷の景色 西畑町で  2015.1.25. 

 30 分ほどロスして、国道に出て、すぐ下に国道と別れて斜面を斜

めに登ってゆく道があり、その入口に「鬼取町」の標識がありまし

た。 この道が西畑町から鬼取町へ山腹を斜めに北へトラバースし

て、峠越で鬼取町の「上」へ出る道でした。 

峠越えの道を少し歩いて、尾根をひとつ隔てた東のなだらかな谷筋

生駒山東斜面にひろがる鬼取町に出ました。 



    

 

鬼取町の東正面には遮るものなく、眼下には生駒の街が展望。 鬼取町というから、もっと森に包まれた中に街が広が

っているのかと思いましたが、緩やかな谷筋の生駒山山腹の傾斜地 ほとんど平地がありませんが、鬼取山の斜面を切

り開いて坂に沿って家並みや段々畑がつづき、太陽がサンサンと降り注ぐ街でした。15:00ちょうど鬼の茶屋前到着。 

  

    

見上げる生駒・鬼取山  2015.1.25. 鬼取町 鬼の茶屋前より  2015.1.25.           

この谷筋の奥 山中で役行者が赤鬼・青鬼を捕まえ、改心させた それが前鬼・後鬼  

生駒山が日本最古の霊場・行場であることを示す伝承でもある  



暗峠の茶屋で教えてもらった「鬼の茶屋」のご主人から元鶴林寺への道を教えてもらいに峠の茶屋へ 

「 鬼が捕まったという元鶴林寺・薬師の滝へはここから谷筋を登ってゆく山道がある。 

健脚で上り約45分 下り 20分 今からだと行けん事ないが、日が暮れると山中 真っ暗になるので、 

ちょっとキツイよ。 この谷筋登ればいいよ でも ここから眺める鬼取山が一番」と。 

ちょっと手前で聞いた村の人も同じ事を言っていました。 

 

往復 1.5時間 程度でしょうが、冬の日暮れは早い。まして、山の東斜面の谷筋での初めての場所。踏跡を間違うと山

中迷う恐れあり山中で写真撮ったり、ウロウロしていたら日が暮れる。 

下の鬼取町へ下る道が残っていることまた、下の鬼取集落が予想より明るい斜面上とわかったので、次回生駒山山頂か

ら下ろう。 今日はこのまま 谷奥の鬼取山から移ってきたという鉄鶴林寺を経て、近鉄生駒の駅へ降りると決める。 

 10分ほど下って、鶴林寺の前に出て、そこから生駒山の山腹に沿って東にトラバース。 

鬼取街から約1時間弱で近鉄生駒の駅に帰りつきました。 

 

  

 

 



 

 
 

「大阪には鬼の伝承 聞かないなぁ ??」  仲間からと問われ、 

よく眺める大阪のシンボル生駒山は古来からの霊峰 修験の山。そして古代 生駒山は鉱物資源帯であり、 

その山麓には数多くの渡来の技術集団が住み、数々の伝承があるときく。 

それらと関係して 修験の鬼の伝説があったのでは・・・・・・と。 

大阪の人は知っておられたのでしょうが、この生駒の鬼が 修験の前鬼・後鬼などとは知りませんでした。 

そして その伝説の地が よく見上げる暗峠の周辺とは・・・・ 

この鬼伝承と一緒に一度は越えたいと思っていた暗峠越での道をたどることが出来ました。 

 

枚岡駅から 暗峠越して生駒駅まで 約 9km  距離的には大したことないのですが、生駒の駅についた時には 

足が棒のようでした。 国道 308 奈良街道暗峠越 国道歩きと気楽に思っていましたが、いまさらながらきつい。 

今まで見たこともない平坦道のない坂だけの道。酷道の所以。  

それが逆に生駒の自然 そして修験の道 古道の道筋をそっくりそのまま残し、鬼伝承の集落も残していると。 

本当に面白い古道歩きでした。また、野猿の声が響き渡り、野鳥が飛び交う森 生駒の知らなかった一面も 

うれしい鬼walk  大阪の鬼 Walk でした 

 2015.1.25. 夕 心地よい疲れを感じながら 

山越えした生駒の山を今度はトンネルでくぐり抜けています 

             Mutsu Nakanishi 



     生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる  2015.1.25.  

              【 スライド原画集 】 

   2月 節分が近づくと気になる鬼のこと 大阪のシンボル「生駒山」山塊は古来からの霊峰 修験の山   

   そして 古代 生駒山は鉱物資源帯で その山麓には数多くの渡来の技術集団が住む  

   ふっと気になってチェックすると鬼取山・鬼取町 髪切山・髪切集落の地名がすぐに見つかり・、 

   生駒山山頂部 暗峠周辺には役行者の鬼伝説が有るという。 大阪にも 生駒山に鬼伝承が残っている   

   2月節分の鬼の時節 古道 旧伊勢街道・奈良街道暗闇峠越の生駒山の暗闇峠の古い家並みが残る暗峠 

   並びに鬼の伝承地を訪ねました               2015.1.25. by Mutsu Nakanishi 
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有名な暗峠越えの国道であるが、道は

まっすぐ生駒山稜線の暗峠へ急坂を

登る日本一急勾配の自動車道。阪奈道

路ができて 自動車はもう ほとん

どこの狭い急坂を登らず、旧伊勢街道

の生駒越え。 古道に残る行場を覗き

ながらのハイキング  



 

  

  



  

  

  

  

            役の行者の鬼退治の伝承が残る髪切り集落 周囲を山に閉ざされた隠れ里の雰囲気である 



  

 



   

  

 

 



 

 

 

 

 



   

  

 



 

  

  



  

鬼が退治された生駒奈良県側 鬼取山の山腹の下に広がる鬼取集落 まだ かなり高所の山腹に広がる街である 

 



 

 

  

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 



   壱岐 鬼伝承・鬼凧の伝承 「百合若大臣の鬼退治 & 鬼凧」  

 

       壱岐は朝鮮半島と九州との間 玄界灘の中央にあり、古代から半島交易の中心地 

  数々の渡来集団がはいりこんで、施政者・土着集団と数々の抗争があったと推察 

  され、数多くの鬼伝承を産んできた。 

 

       

 
昔々、壱岐は、“鬼”がたくさん住んでいた鬼ヶ島だったそうな。 

鬼は、島を我が物顔で荒らしまくり、島に住む人を苦しめていたらしい。 

その鬼の悪行を見かねた豊後国（＝ぶんごこく 現大分県）の若武者百合若大臣（ゆりわかだいじん）が 

壱岐に鬼退治にやってきた。 

百合若大臣は、壱岐に着くやいなや、次々と鬼に切りかかり、鬼をやっつけていった。 

最後に残った鬼の大将である「悪毒王（あくどくおう）」と相対した。 

悪毒王との激戦の末、百合若大臣は刀を振り下ろし、悪毒王の首を斬り落としました。 

斬り落とされた鬼の首は空中に舞い上がり、百合若大臣の兜（かぶと）に噛み付いたがそのまま、死んでしま

った。 

その勇士の姿を描いたのが“鬼凧（おんだこ）”です。 

また、百合若大臣によって退治された鬼たちは、天空から、壱岐にもどる機会をうかがっていたそうな。 

その鬼が、再び壱岐の島に降りてこないように、壱岐に住む人たちは、悪毒王の首が百合若大臣の兜に取り付

いた様子を描いた鬼凧を天に向けて揚げたらしい。 

それを天空から見た鬼たちは、怖気（おじけ）づいて、二度と壱岐の島には降りてこなかったとさ。 

 

鬼凧の背には弓状に張った弦（つる）を取り付け、空中では、「ビューン ビューン」と音がするのが特徴で

す。今日では、凧揚げの目的以外に、家の魔よけとして飾られています。 

                  ［ 鬼 凧 ］ 
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第 18 回アジア歴史講演会 「鉄の起源の探究」成果報告   

    青銅器時代青銅器時代青銅器時代青銅器時代のののの西西西西アジアアジアアジアアジア    鉄鉄鉄鉄のののの起源起源起源起源とととと展開展開展開展開「「「「金属器時代金属器時代金属器時代金属器時代のののの黎明黎明黎明黎明－価値と技術－価値と技術－価値と技術－価値と技術----」」」」    

        愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター  松山・愛媛大 2015.2.14. 

    

 
BC１２世紀頃 西アジア トルコ アナトリア高原のヒッタイトは塊錬鉄法で製鉄を行っていたことから、人工鉄の

起源はヒッタイトというのが定説。鉄の起源の探究を求めて、ユーラシア大陸各地で共同発掘調査を進める愛媛大学

の村上恭通教授らの発掘調査で、1昨年 そのアナトリア高原

のカマン・カレホユック遺跡のヒッタイト以前の地層から鉄滓

や小鉄塊が出土し、世界最古の鉄として大きな話題となった。

(中近東文化センターのアナトリア考古学研究所などとの共同

調査)  そして、昨年7月 村上教授らは「古代ユーラシア

大陸のアイアン・ロード」研究報告会で「カマン・カレホユッ

ク遺跡のヒッタイト以前の地層から出土した小鉄塊は含鉄銅

鉱石の鉱滓から抽出されたものではないか?」との説が有力と

報告。 

 溶接冶金のフィールドにいた私には 鋼溶接の凝固過程で

の割れ(高温割れ・凝固割れ)の第一原因として 鉄とは溶け合

わぬ低融点元素「銅と硫黄」が頭にこびりついて、鉄の時代の

前にある青銅器時代に「銅製錬の過程で 人工鉄が副次的に造

られた」との説には「極めて説得力がある」と興味深々。 

「銅」と「鉄」は溶融状態でも互いに溶け合わない(固溶しな

い)「水と油」でありながら、含鉄銅鉱石など銅鉱石と鉄鉱石

はいつも近くにある存在であり、また、温度こそ異なるが、炭

素による同じ還元製錬プロセスが用いられる銅・鉄の製錬。そ

して、比較的低い温度で溶ける銅に対し、高温でないと溶けな

い鉄の性質も含め、この鉄と銅は比較的容易に2相に分離しや 

すく、銅の製錬過程で鉄が分離されて見つかる可能性は極めて 

高いと思われる。たたら製鉄の源流に何らかの影響があたえた 

のではないか?と以前から気になっていた銅製錬である。 

２０１３年カマン・カレホユック遺跡の発掘調査で出

土した ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓 

「古代ユーラシア大陸のアイアン ロード」研究報告
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 昨年７月に話を聞いたカマン・カレホユック遺跡から出土した

世界最古の人工鉄をはじめ、西アジア周辺で実施されている「鉄

の起源とその展開」の共同調査研究成果を中心とした愛媛大東ア

ジア古代鉄文化研究センターのアジア歴史研究会「金属時代の黎

明－価値と技術-」が２月１４日開催されるとの案内をいただい

た。 

「西アジアで発掘調査研究が進むヒッタイト以前の鉄塊が    

どんな新しい展開を見せるのか?  銅製錬とのさらなる 

具体的関係が見えてくるのか??」 

興味深々で２月14日 松山の愛媛大学で開催された講演会に出

かけました。 久しぶりの松山 路面電車に乗って 松山城を眺めながら、愛媛大学のキャンパスへ 

来るたびに愛媛大学のキャンパスがきれいに整備されてゆくのがうれしい。 

ちょうど卒業式前 キャンパスには 卒論発表会の案内が張られていて、学生たちの張りつめた気が伝わってくる。

いつもとはちょっと違った雰囲気。 私にも こんな時があったと思いだしながら会場へ 

 

  第 18 回アジア歴史講演会 「鉄の起源の探究」成果報告   

鉄鉄鉄鉄のののの起源起源起源起源とととと展開展開展開展開「「「「金属器時代金属器時代金属器時代金属器時代のののの黎明黎明黎明黎明－価値と技術－価値と技術－価値と技術－価値と技術----」」」」    

                                        ≪≪≪≪    聴講内容聴講内容聴講内容聴講内容のののの要旨要旨要旨要旨≫≫≫≫    

◎講演 1 古代オリエント博物館 研究員 津本英利氏「西アジアにおける初期鉄器研究史」 

◎講演 2 愛媛大非常勤講師 畑守泰子氏「古代オリエント世界における金属利用と交易」 

◎講演 3 愛媛大教授・東アジア古代鉄文化研究センタ長 村上恭通氏「銅・鉄の出現と初期拡散」 

予稿集 金属時代の黎明-価値と技術- 2015.2.14  愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センタ－ 

今回の講演会はトルコ カマンカレホユック遺跡でヒッタイト以前の世界最古と思われる小鉄塊・鉄滓が出土したこ

とを踏まえ、 

1. ヒッタイト以前の金属器黎明の青銅器が中心だった時代に この西アジアで鉄器がどのような形で 

出現してきたのか?  トルコ カマンカレホユック遺跡以外で続々発掘調査が進むヒッタイト以前 

の鉄器の分布とその用途。 それらに基づく青銅や他の金属(金・銀)と鉄の相対価値変遷 

2. トルコ カマンカレホユック遺跡でのヒッタイト以前の小鉄塊・鉄滓の出土をベースに 

愛媛大村上恭通教授ら・提唱する「この西アジアで銅製錬の副産物としての人工鉄起源説」 

3. この金属器黎明の時代 青銅器から鉄器への移行をもたらしたインパクトは何か 

そして この西アジアから東への伝播経路 ユーラシア大陸メタルロードの形成 

  等々  

最近の西アジアの遺跡発掘の調査研究をベースに、短い時間ですが、今までの定説「ヒッタイト鉄起源説」が大きく

変わろうとする鉄の起源からユーラシア大陸東遷の道にまつわる多くの話題が 3 人の講演者により報告された。 

本当に興味深いことばかり。 特に 人工鉄の初期出現が銅の生産地とこんなに密接に関わって出土したことや鉄器

の価値がヒッタイト滅亡の後実用鉄器の出現とともに大幅に変化し、四方へ急速に伝播してゆくことにも興味をひか

れました。 

今回の講演会の報告概要を 3 氏講演や予稿集より 図面等を使わせていただき概要を以下に紹介します。 

中西睦夫
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紹介紹介紹介紹介 1111        トルコトルコトルコトルコ    アナトリア・アナトリア・アナトリア・アナトリア・西西西西アジアのアジアのアジアのアジアの製鉄技術年史製鉄技術年史製鉄技術年史製鉄技術年史    

定説として「人工鉄の起源はヒッタイト」云われてきたヒッタイトの滅亡は紀元前 12 世紀末  

その時でも西アジアは青銅器が中心利器の時代であり、ヒッタイト滅亡後 急速に鉄器文化が展開されてゆく。 

 

 

 

 



    2.2.2.2.    地中地中地中地中海沿岸海沿岸海沿岸海沿岸・・・・西西西西アジアでのヒッタイトアジアでのヒッタイトアジアでのヒッタイトアジアでのヒッタイト滅亡滅亡滅亡滅亡よりよりよりより古古古古いいいい初期鉄器初期鉄器初期鉄器初期鉄器のののの出現出現出現出現    

◎ 一番先に鉄器が現れたのは約紀元前 5000年頃 銅器は紀元前9000～8000年。  

鉄器の成分やウイッドマンステッテン急冷凝固組織から韻鉄だった。そして この硬い鉄塊を磨いて加工し 

て刀剣や装身具などに仕上げている。 

◎ 下図に示した西アジアで出土した初期鉄器の分布によると注目すべき点として 

アナトリアのみならず イスラエルやキプロスからは出土鉄器が韻鉄なのか人工鉄なのか明確ではないが、      

ヒッタイト滅亡以前から鉄器が出土し、人工鉄が主要になるヒッタイト滅亡後も鉄器が出土。 

そして、これらの地が、古くからの銅の交易・生産地であるという。 

銅製錬と鉄との出会い 銅生産と鉄との関連性が注目される。 

 ◎ ヒッタイト滅亡後 アッシリアの時代になると鉄器が利器として拡散してゆく時代を迎え、イスラエルやヨル 

ダンで製鉄跡も出土するとともに、鉄器のユーラシア大陸当遷の先進地とみられる西アジア北部 黒海東岸の 

グルジア地方でも鉄器が出土。また、ヒッタイト滅亡後成立したアッシリアがイスラエルやキプロスを含む地 

中海沿岸諸国から鉄を献納させてきたという。 

 

  



 

3.3.3.3.    西西西西アジアのアジアのアジアのアジアの青銅器文化青銅器文化青銅器文化青銅器文化からからからから鉄器文化鉄器文化鉄器文化鉄器文化へのへのへのへの移行移行移行移行のののの引引引引きききき金金金金はなにかはなにかはなにかはなにか????????????    未解決未解決未解決未解決のののの課題課題課題課題であるであるであるである    

     ◎ ヒッタイト以前から銅の交易・生産地で鉄器が出現していたことから、定説として云われてきたヒッタイト 

の鉄製錬技術独占し、ヒッタイト滅亡によって世界各地に鉄器が拡散したという構図が崩れる。 

では 何が青銅器から鉄器文化への移行の引き金になったのか・・・・・ 

現状 まだ この答えは不明であるが、鉄器の事情と云うより、むしろ銅器の生産事情に何らかの問題が生 

じたからではないかという。 この問題はまだ未解決だと聞く。 

私の知見ですが、すぐ頭に浮かんだのは日本での銅生産の問題。 

日本では鎌倉から室町時代にかけ、日本の銅資源が枯渇し、中国等から銅銭を輸入する時代がある。 

古代の銅製錬は自然銅や銅酸化物鉱石の炭素による還元製錬。 

それが使いつくされると銅の酸化物鉱石から地中にある大量の硫黄を含む硫化物鉱石となり、製錬しても銅 

中には大量の硫黄を含み、脆くて使い物にならぬ時代に突入する。この鉱石還元の製錬から脱硫製錬の確立 

に数百年を要したのである。また 鎌倉大仏が中国の銅銭を素材にしていることや鎌倉時代多数の鉄の仏像 

が数多く作られたことは よく知られた事実である。 

利器の中心だった銅が脆くて形にならぬとなると利器の中心素材ではいられない。 

西アジアでも自然銅の枯渇がこの問題に火をつけたのではないか??  そんなイメージがすぐ頭に…。 

西アジアでも 日本と同じく銅の空白がおきようとしていたのだ・・・・と。 

        4.4.4.4.    銅銅銅銅製錬製錬製錬製錬のののの過程過程過程過程でのでのでのでの鉄塊鉄塊鉄塊鉄塊誕生誕生誕生誕生についてについてについてについて    

愛媛大村上恭通教授は銅製錬過程での鉄塊の誕生について  

青銅器時代の西アジアの銅生産の過程での副次的な鉄誕生につ 

いての調査報告で述べた文献記述を紹介。 

そして、2014年11月岡山県新見市で地元のたたら伝承会の 

協力で、復元した原始銅製錬炉での鉄鉱石の添加による副次効果 

の実証実験を行った結果について紹介した。 

    

    



≪≪≪≪青銅器時代青銅器時代青銅器時代青銅器時代西西西西アジアのアジアのアジアのアジアの銅生産銅生産銅生産銅生産のののの過程過程過程過程でのでのでのでの副次的副次的副次的副次的なななな鉄鉄鉄鉄誕生誕生誕生誕生についてについてについてについて述述述述べたべたべたべた文献文献文献文献記述記述記述記述≫≫≫≫    

 1. Gale, et al   1990,  Craddock 1995 

「銅製錬の際、生産を高めるために融点を下げる目的で投入されたフラックスが鉄鉱石であり、 

その鉄分が銅塊の中に含まれたり、銅滓の中に含まれたりする。」 

  2.  Rothenberg 1990 

     「南イスラエルのティムナ渓谷には紀元前 5000年紀以降の銅製錬遺跡が多数発見され、 

その報告書は銅生産研究を大きく推進した。」そして Gale,et al は「このティムナで生産された 

金属鉄はまさしく銅製錬炉で生まれたものであった。」と記し、Malkel  1990 は「ティムナ・チ 

ームの復元実験成果もそれを証明している」と記している。 

≪≪≪≪村上教授村上教授村上教授村上教授らによるらによるらによるらによる復元復元復元復元ししししたたたた原原原原始始始始銅銅銅銅製錬製錬製錬製錬炉炉炉炉でのでのでのでの鉄鉱鉄鉱鉄鉱鉄鉱石石石石のののの添加添加添加添加によるによるによるによる副次副次副次副次効果効果効果効果のののの実証実証実証実証実験実験実験実験≫≫≫≫    

       銅鉱石のみを原料とする炉と銅鉱石・鉄鉱石の混合原料での炉の比較実験を実施。 

       これにより圧倒的に銅の生産量が向上した。 

   これらの結果を踏まえ、鉄鉱石を投入することにより、銅製錬の生産性が上がり、銅塊が誕生すると同時に、 

鉄もわずかながら生まれた。その投入比率を変えるなど、数々の工夫により鉄を目的的に生産できるように 

なったのであろう。 

 

以上今回の講演会の報告概要を 3 氏講演や予稿集より 図面等を使わせていただき概要を紹介。  

今回の講演会で青銅器時代の銅生産と鉄滓・小鉄塊出現とが、密接に関係していることが見えてきました。 

また、鉄製錬のスタートが 仮に高温を得ることが難しかったにしろ、鉄鉱石の製錬が溶解反応でなく固相反応であ

った点にも常々不思議に思ってきましたが、銅製錬の過程の副次反応として鉄の固相還元で鉄製錬が始まったとする

と理解できる。また、製錬・製鋼の鉄冶金を勉強し、溶接冶金の技術屋だった私には何度も聞いた近くにありながら

「水と油」で互いにひっつかない「銅と鉄」。昨年7月 大阪での村上教授の講演で初めて知った鉄の起源への銅の

かかわりに、今回聞いた話を重ねています。 

この「銅と鉄」の二相分離の特徴が鉄の製錬技術を生み出したのかと予想もしなかった展開に本当にびっくり。  

昨年7月話を伺ったときにまとめた鉄と銅の二相分離反応についてまとめたものを下記に。 

 

大門武彦
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また、本当かどうかわかりませんが、銅製錬について、かつて日本であったのと同様の自然銅の枯渇が西アジアでの

青銅器から鉄器への移行を促したのか・・・・・ 

「自然銅や銅鉱石などの銅原料の還元反応による銅製錬。その資源枯渇に伴い、含硫黄鉱石しか得られなくなり、 

脆い銅しかできず、銅の利器が造れなくなった時代があったのでは・・・・と。 

 この銅の脱硫反応克服への時代が西アジアでもあり、そして それが青銅器から鉄器への移行を促した」とのイメ

ージがふっと頭に湧いてきた。妄想か それとも一理あるのか 鉄のロマン イメージを膨らませています。 

鉄の起源とユーラシア大陸を東西に繋ぐメタルロード 今年はさらにどんな展開があるのか 期待一杯。 

次々とイメージを膨らましながら 真っ暗な四国路の高速道路を 松山から神戸へ帰ってきました。 

毎度 新しい知見があるうれしい講演会  今回も満足いっぱいで帰ってきました。 

 

                     2015.2.14.  Mutsu Nakanishi 

【【【【資資資資    料料料料】】】】    

    【【【【整理整理整理整理にににに使使使使わせていたわせていたわせていたわせていただいただいただいただいた資料資料資料資料】】】】        

            1.1.1.1.    第第第第 18181818 回回回回    アジアアジアアジアアジア歴史歴史歴史歴史研究会研究会研究会研究会        金属時代金属時代金属時代金属時代のののの黎明黎明黎明黎明----価値価値価値価値とととと技術技術技術技術----    予稿予稿予稿予稿集集集集    

      2015.2.14  愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センタ－ 

  【【【【和鉄和鉄和鉄和鉄のののの道道道道・・・・Iron RoadIron RoadIron RoadIron Road】】】】    

          1111....    金属金属金属金属にもにもにもにも「「「「水水水水」」」」とととと「「「「油油油油」」」」があるがあるがあるがある        ----「「「「銅銅銅銅」」」」とととと「「「「鉄鉄鉄鉄」」」」のののの二相分離二相分離二相分離二相分離    ----      2014.8.1. 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf 

       2.2.2.2.    国際シンポジュウム    「「「「鉄鉄鉄鉄とととと匈奴匈奴匈奴匈奴」」」」聴講記録聴講記録聴講記録聴講記録                                              2013.11.19. 

愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター    

東西東西東西東西ユーラシアユーラシアユーラシアユーラシア大陸大陸大陸大陸をををを結結結結ぶぶぶぶ金属器金属器金属器金属器・・・・鉄器文化鉄器文化鉄器文化鉄器文化のののの道道道道    《《《《Metal Road & Iron RoadMetal Road & Iron RoadMetal Road & Iron RoadMetal Road & Iron Road》》》》探求探求探求探求    

http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

       3333....    国際シンポジューム 「「「「鉄鉄鉄鉄    とととと帝国帝国帝国帝国のののの歴史歴史歴史歴史｣｣｣｣        聴講記録聴講記録聴講記録聴講記録                2008.11.29.     

愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター    

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0812ehime00.htm 

       4444....    参考資料参考資料参考資料参考資料「「「「ヒッタイトのヒッタイトのヒッタイトのヒッタイトの鉄鉄鉄鉄のののの謎謎謎謎にににに挑挑挑挑むむむむ」」」」 朝日新聞朝刊朝日新聞朝刊朝日新聞朝刊朝日新聞朝刊にににに掲載掲載掲載掲載されたされたされたされた記事記事記事記事        2010.8.7.    

                        http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1009hittites00.htm 

       5555....    日本最古日本最古日本最古日本最古のののの銅山銅山銅山銅山    奈良奈良奈良奈良のののの大仏大仏大仏大仏のののの銅銅銅銅をををを    産出産出産出産出したしたしたした「「「「長登銅山長登銅山長登銅山長登銅山」」」」をををを訪訪訪訪ねてねてねてねて                        

                        特特特特にににに    4.4.4.4.     長登銅山長登銅山長登銅山長登銅山のののの銅鉱床銅鉱床銅鉱床銅鉱床・・・・銅鉱石銅鉱石銅鉱石銅鉱石のののの変遷変遷変遷変遷とととと銅製錬技術銅製錬技術銅製錬技術銅製錬技術        

                     http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0808naga00.htm 
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【【【【写真写真写真写真アルバムアルバムアルバムアルバム】】】】    大工道具大工道具大工道具大工道具のののの歴史歴史歴史歴史をををを実物展示実物展示実物展示実物展示するするするする大工道具博物館大工道具博物館大工道具博物館大工道具博物館  

                    おおおお勧勧勧勧めのめのめのめの博物館博物館博物館博物館「「「「竹中大工道具館竹中大工道具館竹中大工道具館竹中大工道具館」」」」新館新館新館新館        神戸布引神戸布引神戸布引神戸布引    2015.2.13.2015.2.13.2015.2.13.2015.2.13.  

昨秋新神戸駅横昨秋新神戸駅横昨秋新神戸駅横昨秋新神戸駅横にににに素晴素晴素晴素晴らしいらしいらしいらしい和風展示館和風展示館和風展示館和風展示館がオープンがオープンがオープンがオープン    

 

 

2 月 13 日の午後 ぽかぽか陽気に久しぶりに三宮へゆこう・・・と。 前々から訪れたくて気になっていた日本で唯一の 

大工道具の専門博物館「竹中大工道具館」へいって、ゆったりと大工道具の数々と

その技を眺めてきました。  

神戸市中山手にあった日本で唯一の大工道具の専門博物館「竹中大工道具館」。  

施設の老朽化や展示・収蔵スペースの不足等を解消するため、昨年 10 月、新神戸

駅のすぐ南東 六甲・布引の緑豊かな地に新神戸駅前の緑豊かな地に移転オープ

ンした。  

これまで展示しきれなかった収集品の中から、選りすぐった約１千点の大工道具実

物の展示を中心に、 大工道具の歴史と巨木から建築木材加工への匠の技を実物

と映像で解りやすく展示する。  

六甲連山の緑をバックにした広い日本庭園の中、 大手ゼネコン竹中の現代技術の粋を集めた日本風建築の展示館が周囲

に調和して建っている。 木の香りが漂う落ち着いた空間の中で ゆっくりと展示を楽しめるのもうれしい。 

 

縄文の巨木が石斧で切り倒される技 それが板や柱に切り分けられる技に継ぎ手・木組

み加工 そして鉋で削られた透き通るほど薄いカンナくずや鋸も面白い。  

吹き抜け空間には最近修復された高さ７メートルを超える原寸大の唐招提寺金堂の復

元柱と組物など現代の匠たちの手による最高の職人技を詰め込んだ模型も展示され、

大工道具を駆使した匠の技がそっくりそのまま見られる。 また、縄文から現代に至るま

での木材加工の大工道具とそれを使った匠の数々の木材加工の技が実寸展示され、そ

れらを駆使する実際の加工映像が目の前のモニターに映し出され、実におもしろい。 
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 鑿や鉋の素材はたたら製鉄の玉鋼と地鉄の組合わせが可能にしてもあの薄い鋸歯は無理か?  ふと頭に思い浮かべました

が、やっぱり玉鋼と地鉄の古来の鍛冶技術。現在はほぼ「安来鋼」に置き換わっていと聞く。 これも伝統の製鉄技術。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪≪≪≪ 竹中大工道具館竹中大工道具館竹中大工道具館竹中大工道具館        2015.1.13.2015.1.13.2015.1.13.2015.1.13. ≫≫≫≫    

 

和風の門をくぐり、展示館１階の広い空間の椅子に座って 

 ゆっくり周囲を眺めているだけでも楽しい。  

  大きくはないが、我々にはうれしいお勧めの大工道具博物館。  

2015.2.13. by Mutsu  Nakanishi  

 



 
縄文から引き継がれてきた技 石斧で巨木を切り倒し、それを割って板材に加工する   

今更ながら大変な技だと  鋸無しで板材ができるなど 想像もつかない
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鋭い刃を持つ強靭な工具 たたらの匠の技が光る鍛冶場 

 

日本日本日本日本でででで唯一唯一唯一唯一のののの大工道具大工道具大工道具大工道具のののの博物館博物館博物館博物館「「「「竹中大工道具館竹中大工道具館竹中大工道具館竹中大工道具館」」」」    

消消消消ええええゆくゆくゆくゆく「「「「大工道具大工道具大工道具大工道具」」」」をををを収集収集収集収集・・・・保存保存保存保存しししし、、、、研究研究研究研究・・・・展示展示展示展示をををを通通通通じてじてじてじて後世後世後世後世にににに伝伝伝伝えていくえていくえていくえていく    

緑の中に 木の香りが漂う ゆったりとした空間 お勧めの博物館です    2015.2.13   by Mutsu Nakanishi 

 

 



   鉄と銅製錬・鋳鉄くずの出会いから  鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 

たたら製鉄の起源にせまるのか?  壱岐からかみ遺跡の製鉄炉 

             くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った?  1～3世紀の地上炉 

         3月大阪 九州大学宮本一夫氏講演「壱岐カラカミ遺跡と倭国の大乱」を聞く 

               2015.3.15.  by  Mutsu Nakanishi 

 

   

 

最近鉄の起源・たたら製鉄の謎に迫る新しい発掘調査研究が次々と報告されている。 

ユーラシア大陸のメタルロード探究を進める愛媛大学の村上恭通教授らは西アジアでの共同発掘調査から人工鉄を

発明したと定説のヒッタイトの時代以前 世界最古の小鉄塊・鉄滓を発掘するとともに、                       

「人工鉄の起源は西アジア地中海沿岸の銅製錬の副産物として 小鉄塊が銅製錬錬の過程で生まれ、 

それがさらに鉄製錬へと展開されていった」との研究成果を発表。 

               2015年 2月 14日 松山 愛媛大学アジア歴史研究会で  村上教授講演より 

また、九州大学宮本一夫教授らは倭国魏志倭人伝の時代 朝鮮半島交易の中心地として栄えた壱岐のからかみ遺跡の

鍛冶工房遺構から出土した他に類例のない地上炉について、                                        

「炉壁・立派な羽口のある地上炉でありながら、鉄滓・鍛造剥片も少なく、また出土する鉄が殆ど未完成のくず小鉄  

片という特異な特徴をもつ地上炉で、朝鮮半島の対岸の勅島周辺から出土する地上炉の特徴がある。         

これらのことから、この地上炉は鉄精練・鉄器加工の鍛冶炉とは考えにくく、 

朝鮮半島などから集めた融点の低いくず銑鉄を製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉(鍛冶炉)であろう」という。  

                          2015.3.1. 大阪中之島 壱岐公開講座で  宮本教授講演より 

 

そういえば、銅製錬から出た銅滓(からみ)には磁石にひっつくものがある。 鉄と銅は昔から隣り合わせの金属だ。 

また、2つの発表の時代は大きく異なってはいるが、製鉄技術の萌芽期にあって、多くの炭素を含んで溶融点の低い

銑鉄小塊を集めて鉄素材を作り、鉄器へと展開する。 これはまさに塊錬鉄製鉄法のプロセスの萌芽を思わせる。                             
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製鉄技術展開のアプローチとして従来は鉄素材をつくる製鉄原料として (韻鉄)・鉄鉱石・砂鉄で、これらを原料と

すると 1400～1500℃に近い高温を安定保持する技術が不可欠。それが 銑鉄塊を製鉄原料に想定すると 一機に

1100～1200℃に下がり、製鉄技術の展開のハードルは越えやすくなる。 

また、この製鉄原料 小銑鉄塊採取に銅製錬があったとすると、大陸に近い交易中心の壱岐ばかりでなく、産地にも

ひろがる。 もっとも 銅製錬から銑鉄塊の採取もまた容易とは思えないが・・・・・ 

いよいよ 鉄の起源・たたらの謎が解き明かされる日が近いと思わせる展開になってきたと・・・・ 

 

               【 関連 和鉄の道・Iron Road  】 

1. 聴講まとめ  第 18回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告  2015.2.14 

青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター   

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 

2. 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ   2015.1.1.  

           ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫ 

「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm 

 

すでに 聴講したり、資料を調べた結果を一部をご紹介してきましたが、たたら製鉄の謎 そのルーツに迫る視点か

ら 要点を取りまとめました。 

                                  2015.3.15. by  Mutsu Nakanishi 

                               【 内   容 】 

    1. 鉄の起源を探る  世界最古の小鉄塊は銅鉱石の製錬過程の副産物か? 

    2. 魏志倭人伝の時代 1～3世紀 壱岐からかみ遺跡と出土した地上炉まとめ 

    3. 銅と鉄の出会いと面白い性質が 人工鉄の起源を育んだのか? 

    4. 鉄と銅製錬の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 

 

1. 鉄の起源を探る  世界最古の小鉄塊は銅鉱石の製錬過程の副産物か? 

  松山 愛媛大学 第 18回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告 2015.2.14 より  

2月14日 ユーラシア大陸のメタルロード探究を

進める愛媛大学の村上恭通教授らは「鉄の起源探

究」成果報告の愛媛大学第 18回アジア歴史講演

会で、トルコ カマンカレホユック遺跡の共同発

掘調査で出土したヒッタイトの時代以前の世界最

古の小鉄塊・鉄滓について、共同研究者たちの報

告ふくめ、その後の調査研究から    

「人工鉄の起源は西アジア地中海沿岸の 

銅製錬の副産物として 銅製錬錬の過 

程で生まれ、それがさらに鉄製錬へと展開されて

いった 」との研究成果報告。 

 

さらにこの鉄の起源研究の共同調査で、トルコ カマンカレホユック遺跡

ばかりでなく 西アジアの ヒッタイト以前の遺跡゛から鉄器並びに鉄遺

物が出土。 特に それらの遺跡は西アジア地中海沿岸のイスラエルやキ

プロスなど銅交易銅生産で栄えた都市から出土し、文書にもそんな記録が

数多く残っているという。 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm
中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



  

            ヒッタイト王国の時代前後 西アジアの初期鉄器の分布   

ヒッタイト王国の前後を通じて、銅交易の中心だったイスラエル・キプロスからの鉄器出土が多い 

       

        銅生産の中心地での銅製錬の過程での鉄鉱石投入や鉄の生成の文献記述 

 

また、村上教授らは復元原始銅製錬炉での 鉄鉱石の添加による銅製錬の副次効果の実証実験として、銅鉱石のみを

原料とする炉と銅鉱石・鉄鉱石の混合原料での炉で銅製錬比較実験を実施。  

鉄鉱石添加により、誕生した銅塊増すとともに鉄もわずかながら生まれたという。 

そして 鉄鉱石の投入比率を変えるなど、数々の工夫により鉄を目的的に生産できるようになったのであろうという。 

 

余談であるが、銅の英語名 copper は「キプロスの銅」という意味であり、特にキプロス島は かつて海底であっ

た熱水鉱床がいくつも走っており、鉄を多量に含む黄銅鉱の有名な産地でもある。 

青銅時代など銅製錬初期その原料は自然銅が主であるが、黄銅鉱など硫化銅鉱石には鉄が大量に含有されており、自

然銅がとりつくされると銅製錬の原料は地中にあるこの硫化鉱に移ってゆくことになり、銅製錬の現場に鉄と銅は隣

り合って存在していたともいえるだろう。 

また、冶金屋にとっては 銅と鉄は溶融状態でも相互に混じり合わないことが常識としてよく知られており、銅製錬

の過程で溶融銅とその上部に浮く銅滓に分離させ、その銅滓中に部分的に還元された鉄が混じって存在することを知

り、それを集めて小塊にしたことは十分ありうるだろう。 

 

       

自然銅     孔雀石・炭酸水酸化銅  黄銅鉱(鉄・銅の硫化鉱)・ 

主要な銅鉱物と銅鉱石   

 



2. 魏志倭人伝の時代 1～3世紀 壱岐からかみ遺跡と出土した地上炉まとめ 

「くず銑鉄片を製鉄原料として鉄素材を作る鍛冶炉 これがカラカミ遺跡の地上炉ではないか」 

2015.3.1. 大阪中之島 壱岐公開講座で 宮本教授講演より 

  

2015.3.1. 大阪中之島 壱岐公開講座で、

九州大学宮本一夫教授らは倭国魏志倭人

伝の時代 朝鮮半島交易の中心地として

栄えた壱岐のからかみ遺跡の鍛冶工房遺

構から出土した他に類例のない地上炉に

ついて、                

「炉壁・立派な羽口のある地上炉でありな

がら、鉄滓・鍛造剥片も少なく、また出土

する鉄が殆ど未完成のくず小鉄片という

特徴をもち、朝鮮半島の対岸の勅島周辺か

ら出土する地上炉の特徴がある。          

これらのことから、この地上炉は鉄精練・

鉄器加工の鍛冶炉とは考えにくく、朝鮮半

額島などから集めたくず銑鉄を製鉄原料とし      くず銑鉄片を製鉄原料として鉄素材を作る鍛冶炉 

て鉄素材を作った製鉄炉(鍛冶炉)であろう」         これがカラカミ遺跡の地上炉ではないか 

という。                        壱岐からかみ遺跡の地上炉と出土鍛冶遺物 

 

壱岐からかみ遺跡の概要および出土した地上炉の遺構・鍛冶遺物をもとにこの地上炉を「くず銑鉄片を製鉄原料とし

て鉄素材を作る鍛冶炉 これがカラカミ遺跡の地上炉ではないか」と提案する九州大学宮本教授説を紹介するため、

2012年九州大学 100周年記念祭 九州大学考古学研究室活動紹介のラカミ遺跡発掘調査ポスターより、 

カラカミ遺跡の発掘現場・出土遺物などカラカミ遺跡の概要を整理して示す。 

カラカミ遺跡 第一地点の遺構     

ここから６基の炉跡遺構が出土した 
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◆◆ 壱岐ラカミ遺跡の発掘調査 概要 2012.5.13 九州大学 考古学研究室資料より ◆◆ 

九州大学 100周年記念祭 九州大学考古学研究室活動紹介ラカミ遺跡発掘調査ポスターより 

http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~kouko/100shuunenkarakami1.pdf 

       

◆ カラカミ遺跡とは  

長崎県壱岐市勝本町立石東触他に所在。  

壱岐島の中央部やや西側に位置する玄武岩丘陵上に立地。→刈田院川が近く、海岸への往来が容易。  

壱岐最大の弥生遺跡である原の辻遺跡とほぼ同時期であるが、漁撈具の多さから漁撈的性格が窺われ、 

原の辻遺跡の農耕的性格と古くより対比されてきた。  

◆ カラカミ遺跡調査経過と目的  

1952年、東亜考古学会によるはじめての本格的な調査。 1977年、九州大学考古学研究室による調査。 

 →いずれも、正式な報告書は刊行されなかった。 

（長崎県教育委員会の発掘調査も行われたが、遺跡の全体像は不透明。） 

  ⇒遺跡の実態を解明することにより、壱岐の弥生時代の解明だけでなく当時の対外交流の実態をも理解可能に。 

 →過去の調査資料の再評価のために、カラカミ遺跡の再調査（2004〜2008年・2011年）を実施。  

◆ 調査結果  

● 集落の存続期間は、弥生中期後葉（紀元前１世紀）から後期後半（紀元後２世紀）の環濠に囲まれた弥生の高

地性集落である。環濠は少なくとも南北200m以上に及び、環濠の東北部に半島系土器の出土が集中している。 

これは、韓半島と交流した人々、あるいは韓半島系の人々が、集落のこの地区に暮らしていた可能性を物語っ 

ている。  

                              

                                                         

 土器出土状況（2011年度、環濠発掘時） １号住居址出土土器 （2007年） カラカミ遺跡出土 半島系土器           

 

カラカミ遺跡 環濠検出

状況 

http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~kouko/100shuunenkarakami1.pdf
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● 半島系土器とともに、遠賀川以東の土器など外来系の土器が豊富であり、原の辻遺跡と同じ傾向を示し、 

西日本内の多元的な地域間交流が窺える。  

弥生中期の貝層からは、カキやアサリなど周辺の 

海岸環境と同じ貝種が確認されたが、弥生後期に 

はアワビが集中的に発見され、干しアワビを交易 

品としていた可能性がある。  

土壌のフローテーションからは多量のコムギが発見されたのに対し、コメはごく僅かであった。

 

弥生中期後葉の第１地点２号住居址、あるいは弥生後期前半の鍛冶炉などとともに、鉄素材や鞴などが 

発見されており、鉄加工をもとに交易を行っていた可能性がある。 

そして、鍛冶などの生産地は第１地点という集落の一部の地域に限られていた可能性が考えられる

  

                             ２号住居址および出土炉壁 

               

                              鍛冶炉遺構(炉壁の出土や焼土跡等から地上炉) および 出土炉壁 

         

出土鞴羽口                    出土鉄素材および鉄滓 

 

 

からかみ遺跡の地上炉の性格を示す製鉄炉跡と出土鍛冶遺物 



イエネコや大型ニワトリの出土など、動物骨においても外来系要素が確認された。  

また、鯨骨製のアワビオコシや卜骨の出土により、遺跡の漁撈的、祭祀的性格が明らかになった。           

   
カラカミ遺跡出土イノシシ頭骨     鯨骨製アワビオコシ         カラカミ遺跡出土 卜骨                       

◆ 壱岐 環濠を有する弥生の高地性集落 からかみ遺跡まとめ  

弥生中期後葉に突然に出現したカラカミ集落は、勒島交易に代わる壱岐島での交易拠点として造成された 

海人集落であり、鉄生産や干しアワビなどの交易品を用いた交易拠点として、弥生後期後半まで存続した特 

異な環濠集落であった。 カラカミ遺跡の始まりは楽浪郡設置（紀元前108年）以降であり、 

その終末は、史書に言う倭国の大乱（紀元後２世紀後半）に相当する。  

  

  

◆ からかみ遺跡から出土した他に類例のない地上炉 まとめ 

日本にまだ製鉄技術がなかった時代 倭国魏志倭人伝の時代に このカラカミ遺跡から出土した炉壁を持つ地上炉は 立派

な羽口が出土する一方、鉄滓・鍛冶剥片が少ないことや、出土する鉄器は未完成の小鉄片ばかりという当時他に類例のない

製鉄炉。 

その後の発掘調査の成果もふまえ、発掘調査を行った九州大学 宮本一夫教授は このカラカミ遺跡出土の地上炉は 

「くず銑鉄(炭素量が多く、融点が低い鋳物銑鉄の小塊)を製鉄原料として、鉄素材を作った鍛冶炉ではないか」と 

日本への製鉄技術伝来・たたら製鉄の源流に 砂鉄・鉄鉱石とともに第3の製鉄原料くず銑鉄を原料とした製鉄技術 

がこの半島交易の中心壱岐にあったのではないかと提案している。 

 

九州大学 100周年記念祭 九州大学考古学研究室活動紹介ラカミ遺跡発掘調査ポスターを整理 

.www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~kouko/100shuunenkarakami1.pdf  byM.Nakanishi  
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3. 銅と鉄の出会いと面白い性質が 人工鉄の起源を育んだのか? 

最初の銅は銅鉱脈が地表表面に顔を出した露頭にある自然銅。表面が酸化した銅がそのまま顔を出しているので、銅

製錬の溶解で、比重の重い銅を底にしてその上に浮遊するスラグとして自然銅に附随する鉱石成分を分離して、銅を

取り出す。また、自然銅はそのまま冷間鍛造で加工することも行われていた。 

しかし、露頭にある自然銅は限られており、通常は地中にある銅鉱石から製錬して銅を取り出す。 

銅鉱石は黄銅鉱を主とする硫化銅鉱が主体で、多くの場合黄鉄鉱を主とする硫化鉄鉱を伴ったものであっあり、銅製

錬では まず、硫黄を除去するとともに鉄をも分離して製錬することが重要な技術である。 

このように 銅製錬においては いつも隣に鉄がいるのである。 

 

   

            自然銅           黄銅鉱 (鉄・銅の硫化鉱)      班銅鉱石(鉄・銅の硫化鉱) 

銅製錬では まず、焙焼を繰り返して、鉱石を酸化させて硫黄を

除いた後 炉中で炭と一緒に高温還元溶融の熔錬を行い酸化鉄

をスラグとして排除する。また、銅と鉄は両者が溶けている状態

でも混じり合わず、この工程で部分還元した鉄もまた、比重差で

溶けた銅の上のスラグ中に浮上する。 

 (十分焙焼で酸化分離されなかった鉄は次の熔錬の工程で酸化

還元の高温熔錬され、溶融した銅が下層に落ちてゆく過程で、他

の鉱石成分と一緒に上層スラグとして分離される。 

また 一部部分還元された鉄は 炭素を取り込み銑鉄となって、

融点が低下して、溶融鉄(銑鉄)となっても「銅と鉄は溶融しても、

互いに混じり合わぬ性質があり、比重差で鉄層が上層 銅層が下

部の 2層に分離する。このため、還元された鉄もスラグ下層中に

分離される。） 

これらの工程で、最終的に鉄は還元された鉄(銑鉄)や酸化鉄となって残存鉱石分・酸化銅などと一緒にスラグ層の中

にとりこまれて分離する。 このスラグ(銅滓)中に、小さな鉄塊・鉄粒を見つけ、銅鉱石原料や製錬条件の変更など

の工夫で 製銅・製鉄の技術が大きく育んでいったとみられる。 

鉄の還元には必要な高温が得られぬ時代であっても銅鉱石の銅製錬で 副次的に塊錬鉄が得られる可能性は十分に

あり、 これが鉄の起源との説には本当に魅力がある。 

若い頃  厚い鋼板のサブマージ(潜弧)溶接中に 溶接ビードの表面を覆うスラグの中に、 

幾つか 小さな鉄粒を見つけることがあり、ちょうどこんな風に鉄の小塊が取り込まれていたのか・・・・・と。 

溶けた状態でも相互に混じり合わぬ水と油 

「銅」と「鉄」 
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下に 冶金屋がよく知る鉄と銅の二元状態図 鉄－炭素の二元状態図を示しているが、銅鉱石の製錬過程ではこの二

つの反応が同時に進行していたのだろう。 

 

                 銅 製 錬 の 概 要  

 掘り出された銅鉱石は銅の品位を高めるため、精鉱され、銅製錬所へ運ばれ、銅に製錬される  

   

以上 銅と鉄が銅鉱石中の銅と鉄

として出会い、銅製錬の過程を経

て 銅と鉄に分離され、一方は素

銅となり、銅素材として銅・青銅器

に用いられてゆく。また、一方のス

ラグ中に分離された鉄もまた、青

銅器時代 韻鉄に代わる高価な鉄

素材として見出され、銅とは別にさ

らに鉄の製錬技術として育まれ、

鉄（塊錬鉄)製錬技術として確立さ

れてゆく。 

鉄の製錬技術のスタートが「な

ぜ 溶融法でなく塊錬鉄法なん

だ?」と思いつつ、「高温を維持

する困難さゆえの技術」と簡単

に考えていましたが、 スター

トが銅製錬の副産物として育まれたと考えると むしろ抵抗がない。 

また、カラカミ遺跡で見つかる小鉄片の加工はまさに上記した塊錬鉄製造法の小鋳鉄塊の鉄素材工程といえるだろう。 

数々の鉄器加工素材として、塊を一定の大きさに集積成形し、同時に脱炭して強靭な性質を付与。 

 

◎  炭素を多量に含有する銑鉄   炭素量で性質が大きく変化する「鉄」  純鉄・鋼・銑鉄  

硬くて脆いが、融点が低く、融かして 鋳物として使われることが多い銑鉄。  

 純鉄の融点は約1500℃ 銑鉄では約1150℃まで下がる  

    また、この炭素の多い銑鉄を高温加熱して表面から脱炭したり、 

溶融銑鉄に酸素を吹き込み脱炭して「鋼」など素材の炭素量をコントロールして 

強さとネバさ(強度と靭性)を兼ね備えた「鋼」を作る。 

中西睦夫
四角形



日本に一番先に大陸から入ってきた鉄器はこの硬くて脆い銑鉄鋳物を磨いて作った斧などの磨製鉄器。 

そして、この磨製鉄器を小さく割ったり、脱炭してネバくする技術を得て、鍛造鍛冶による磨製鉄器の補修や 

工具作成などが始まる。 

また、同時に大陸から硬さ・ネバさの異なる鉄素材「鋼」が入手できるようになり鍛冶鍛造が多いに展開されると 

ともに、実用鉄器の時代が始まり、さらに鉄素材を作る製鉄技術も入ってきて、鉄器時代が展開してゆく。 

鉄にとって炭素は切っても切れない縁があり、現在の製鉄技術においてもこの炭素制御技術は最も重要な技術の 

一つである。 

 

 

参考  古代西アジア &  日本の銅冶金の歴史 レビュー 

1. 「古代西アジアにおける銅冶金術の歴史」 三宅裕 『Journal of MMIJ』 Vol.124 (2008) No.9         

      https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalofmmij/124/9/124_9_554/_pdf 

2. 銅製錬の系統的調査 酒匂幸男  国立科学博物館産業科学史資料情報センター 

          sts.kahaku.go.jp/diversity/document/system/pdf/020.pdf 

3. 冶金の曙 自然銅の利用 & 銅製錬  http://www.geocities.jp/e_kamasai/index.html 

   

 

4. 鉄と銅製錬の出会いから  鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 

            

鉄製錬法として 野だたらの話はあっても 塊錬鉄法の原始プロセスが見えてこず、謎となっていた製鉄プロセスの起源。 

1500℃に迫る鉄の溶融温度近くの高温を還元雰囲気で安定して得るプロセスがなければ、この塊錬鉄製造法の謎は解けな

いと考えていました。 

でも その出発鉄原料を溶融点の低い鋳鉄塊に求め、その出発原料の集積をすでに大量生産されている銅製錬の製造現場

の副産物に求められる。しかも、銅製錬も鉄製錬も同じ酸化還元の同じプロセスである。 

一遍に突破口が開けてゆく感じがする。 

 

金属器時代の幕開けを作りだした銅製錬の現場で発生する大量の銅滓の中に銑鉄の小鉄塊が隠れている。 

同じ銅の鍛冶現場で、この小鉄塊を取り出し、集めて、鍛造成形すれば鉄素材に生まれ変わらせることができた。 

非効率かもしれないが、人工鉄が生まれた。 でも この青銅器時代 鉄は金にもまして まして銅からははるかに高い貴重品

である。 銅の生産現場で鉄素材の開発にも技術を磨いたに違いない。 

西アジア地中海沿岸のキプロスやイスラエルなど銅の生産地・交易地が鉄の生産地になったゆえんである。 

 

また、日本のたたらの源流でいえば、鉄器加工の鍛冶技術や銅の製錬加工技術は習得済み。 大陸から求めた鋳造鉄斧や

大陸の鉄素材を輸入して鉄器に加工することも始まっている。 小鋳鉄塊片が容易に手に入れば、鉄素材を輸入せずとも は

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalofmmij/124/9/124_9_554/_pdf
../■2015和鉄の道　04　鉄の起源/sts.kahaku.go.jp/diversity/document/system/pdf/020.pdf
http://www.geocities.jp/e_kamasai/index.html
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るかに自由度のきく鉄素材を容易に作ることができる。 

そんなビジネスを半島貿易の中心地で交易の中心だった壱岐カラカミ遺跡の人たちは始めた。  

半島南岸に数多くの鉄鍛冶工房があり、交易をやっていたからこそのクズ銑鉄を製鉄原料とした鉄素材作りであろう。 

でも 朝鮮半島の南岸の鍛冶工房を含めれば、これで一連の製鉄がつながる。 

 ここでも既に銅製錬の現場に小鋳鉄塊があることを知っていたのかどうか わからないが・・・・・。 

 また、日本でこの銅製錬の現場に小鋳鉄塊が副産物としてできることを知っていたかどうか不明であるが、野だたらの伝承

の中にある「さなぎ」や「ささら」 の言葉は高師小僧や草木の根に吸い寄せられた褐鉄鉱などの製鉄原料を思い浮かべてい

ましたが、鉄滓の中にあるこの小鉄塊にも可能性がある。 

 

銅製錬の場とのつながりが人工鉄のルーツ それがたたら製鉄の源流にも・・・・ 

興味深々の20154年 和鉄の道  夢のあるうれしい製鉄起源の突破口になれば・・・・・と。 

 

                                         2015.3.15.  by Mutsu Nakanishi 

  

                 【 関連 和鉄の道・Iron Road  】 

1. 聴講まとめ  第 18回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告  2015.2.14 

青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター   

         http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 

2. 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ   2015.1.1.  

           ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫ 

「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm 

3.  金属にも「水」と「油」がある  -「銅」と「鉄」の二相分離 -   2014.8.1.  

 http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/2014iron/14iron09.pdf  

   4.  日本最古の銅山 奈良の大仏の銅を 産出した「長登銅山」を訪ねて 

        「4.長登銅山の銅鉱床・銅鉱石の変遷と銅製錬技術」  

   http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0808naga00.htm 

 

                【 参 考 資 料 】 

1.  第 18回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告 資料 2015.2.14 

青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター   

2.   九州大学 宮本一夫教授 壱岐市立一支国博物館 講演動画    

「カラカミ遺跡から見た壱岐の弥生時代」  

https://www.youtube.com/watch?v=1qivxNe62AE#t=157 

3.  大阪中之島 朝日カルチャーセンター公開講座「古代史ぎっしり壱岐」資料 2015.3.1.  

4.  佐々木稔・赤沼秀男「鉄と銅の生産の歴史―古代から近世初頭にいたる」  

5. 「古代西アジアにおける銅冶金術の歴史」 三宅裕 『Journal of MMIJ』 Vol.124 (2008)  No.9               

https://www.jstage.jst.go.jp/article/journalofmmij/124/9/124_9_554/_pdf 

6.  銅製錬の系統的調査 酒匂幸男  国立科学博物館産業科学史資料情報センター 

       sts.kahaku.go.jp/diversity/document/system/pdf/020.pdf 

7.  冶金の曙 自然銅の利用 & 銅製錬   

http://www.geocities.jp/e_kamasai/index.htm 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1501karakami00.htm
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≪現代の鉄 鉄の話題≫                  2015.3.27. 

鋼管・鋼矢板の無騒音・無振動杭打ち工法の新たな進展・展開にびっくり  

TV番組「夢の扉＋」3月 22日 杭打ち革命 「巨大津波でも、“絶対に壊れない”堤防を作れ！」 

色々な業界・ジャンルで「未来の夢」を目指す人やプロジェクトを紹介する番組「夢の扉+」 

こんな技術があるのか・・・ こんな発想があるのか・・・といつも見ている番組。 

3月 22日「杭打ち革命 『巨大津波でも、“絶対に壊れない”堤防を作れ！』」が放送されていました。 

画面を見ていて、 「そういえば、街で見る杭打ちも無騒音・無振動になったなぁ」とそんな工法の紹介かと思いながら

見始めたのですが、そうではなく、 この無騒音・無振動の杭打ち工法の特徴・メリットを生かして、工法から構造物そのも

のまでも変革し、東日本大震災被災地の早期復興工事の切り札となるばかりか、社会インフラや街の再開発の新しい構造

物の創造構築にまで、その用途の夢はひろがっているという。  びっくりしました。 

 

    
「すでに地中に押し込まれて地球と一体化した杭、その杭打ち装置を載せ、杭をしっかり掴んで反力とし、次の杭

を静荷重で地中に押し込む」との原理で、地中に打ち込んだ杭を複数本を掴む

ことで「地球と一体化」したことになり、大きな力を出すことができる。そし

てその力を利用することで、大きな静荷重で押し込み、を杭を地中にお振動・

騒音のない無公害杭打ができる。そして、これを実現できるコンパクトな無公

害型の油圧式杭圧入引抜機を開発して、現場に投入し、圧入機本体と電源のほ

か、杭材を圧入機本体に建て込むためのクレーンが 1台あれば施工できるとい 

う無騒音・無振動の連続杭打ち圧入工法を完成して実用化し、現実の工法とし

て大きな成果をあげている。                          騒音無振動圧入法 

連続して地中深くまで打ち込んだ杭(鋼管杭・矢板など)を立ち並べて壁を、 

コンパクトな作業空間でスピーディに、無騒音・無振動で作れる工法は場

所・環境を選ばず頑強な構造物の形成にはもってこい。 

構造基礎の荒っぽい杭打ちの工法からの視点変更で、夢の土木建築工法へ。  

そして さらに この工法でしかできぬ新しい構造物・社会インフラへ  

夢の用途が次々と膨らんでゆく。  

 

襲われた巨大津波からも守れた鋼板杭列の壁 

睦夫
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巨大津波に襲われた巨大なコンクリート堤防が、もろくも破壊された中、この地中深く打ち込まれた鋼管杭の壁が

破壊されることなく、この津波の巨大エネルギーをがっちりと受け止めるなど誰も考え得なかった。 

考えてみれば、「強度と靭性」を兼ね備えた「鋼」が大地の奥深くまでがっちり根を生やしているのである。 

そういえば 奈良と大阪の県境の大和川 亀の瀬の大地すべり地帯でも 巨大な杭(鉄筋コンクリート杭)が 10数年

かけて何本も地中深く打ち込む作業が続いている。 同様の耐震・耐津波性を有する構造が短期に連続して、環境を

いとわずにできるとなると夢の技術。  被災地復興の大きな助けになる。 

  
 こんな広い地下空間がこの杭工法でコンパクトに作り出せる       海の上でもコンパクトに杭列が作られている            

また、鋼管杭の先端に刃のつい

たビットを取り付けた鋼管杭

も鉄鋼会社と共同で開発され、

それを使って、既存の硬いコン

クリートや岩盤を貫入してゆ

く工法(ジャイロプレス)も既

にできているという。 

( 本来この圧入工法など 

 鉄鋼会社がやらねばならぬ

鋼管杭・矢板の用途開発と思い

ながら見ていましたが、鉄鋼会社にいる時には 打ち込んだ矢板の上に打ち込み機を載せて移動させていくなど思いもよらず) 

土木工事には欠かせない杭打ち作業 塀に囲まれた工事現場で大きな音と振動を響かせた荒っぽい作業。 

それが今は 広い場所を囲むこともなく、コンパクトな場所で無騒音・無振動で次々と杭打ち作業がすすむ。 

コンパクトで高速施工の連続杭打ち作業が可能となったことで、従来の基礎としての用途から、耐震・耐津波の特徴を 

そのまま構造物として使う用途が広がるととともに、次々とそのメリットが引き出され、 いまや土木建築の先端的工法・

構造物の切り札となっているという。 

今 遅々として進まぬ東日本被災地の復興工事の中で、地中深く打ち込まれた鋼管・鋼板矢板の連続杭の耐震性・耐津

波性が鉄筋コンクリートの巨大構造よりも大きく優っていることが明らかになりつつあり、 場所・環境を選ばぬスピーデ

ィな工事工法と相まって、大堤防・護岸や道路・橋梁工事の切り札にもなっているという。 

土木工事の荒々しい杭打ちが、今や土木建築工事の先端技術に。  

また、その素材 鋼管杭・鋼矢板を提供する鉄鋼業の中でも 花形からは遠い位置にある分野での技術。 

それも、この工法・装置・用途拡大に取り組み、先頭に立って普及を図ってきたのが、高知の地場産業。 

TVや新聞でもてはやされる先端技術だけが、社会を変えてゆく先端技術でない。 

前回 造船業の復活を紹介しましたが、重厚長大 鉄鋼の中でも一番先端性の遠いと見られてきた鋼管杭・矢板の分野

にもかかわらず、社会インフラの先端を担っている。  

とんと厚鋼板の鉄の話が聞けなくなっていたのですが、嬉しくなって ご紹介。  

  なお 本稿ご紹介会社 高知市 技研製作所 http://www.giken.com/ja/ 

  本稿の写真など 上記 Giken home page などインターネットから採取。整理してから使わせていただきました 

                                2015. 3. 27.  by Mutsu  Nakanishi 

http://www.giken.com/ja/


    【 スライド動画 】  

       梅雨に先駆けて 山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ 

  千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる  2015.5.20.  

              2015.6.1. by  Mutsu Nakanishi 

  

     

             奥播磨 たたらの山郷 千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウ  2015.5.20. 

梅雨に先駆けて 山麓の湿地にひっそりと群生して、人知れずピンクのお花畑を作るクリンソウ。 

地面際から大きな葉を放射状に出し、その中心から真っ直ぐ伸ばした細い花茎に数段、 王冠状の輪形にピンクの小さな花

を幾つも咲かせる。お寺の塔の九輪のように見えることから「クリンソウ（九輪草）」と名づけられた。 

花言葉は「幸福をかさねる」。 

  派手さはないが、一つ一つが自立しながらも、相互に群集して自分の居場所をしっかりと守り、 

  幸福をゆっくりと積み重ねてゆく。梅雨前のひととき、緑の中の湿地に立つ愛らしいピンクの姿に惹かれる 

日本原産の花ですが、その群生地が年々減り、兵庫県では絶滅が危惧されている。  

また、六甲山の高山植物園内の湿地で毎年この時期に花を咲かせ、新聞にその可愛らしい姿を届けてくれる。 

 

2013.7 月 久しぶりに訪れた奥播磨 千種 天児屋たたら

跡で、このたたら跡を管理するおばさんと話していて 

「このたたら跡を訪れる人は本当に少ないが、毎年5月末、  

 たたら跡一面に自生するピンクのクリンソウが咲き乱 

 れるクリンソウの時期だけは 多くの人でにぎわう。 

 是非 次はクリンソウが咲く 5 月末にいらっしゃい 」

と勧められた。 もう 通い始めて20年を越えるのですが、

このたたら跡が輝く5月末に 一度 是非訪れたいと。    

 昨年は訪れられなかったのですが、昨年 6 月訪れた近代

製鉄発祥の地 東北釜石の山中にある現存最古の橋野高炉

跡で、周りの新緑に包まれて咲くピンクのクリンソウがと

ても印象的で、「たたら跡にはクリンソウがにあう                

今年は千種のたたら跡に自生するクリンソウを 訪れよう」と。  たたらの郷 奥播磨 千種 概要図 
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「兵庫の群生地のいくつかで、梅雨に先立って初夏を準備するクリンソウが咲き出した」との新聞記事。 

昨日 丹波市妙高山の群生地に咲くクリンソウを訪ねましたが、気になっていた千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウにも

出会いたくて、5月21日 今日の朝 原チャリを奥播磨千種に走らせました。  

 

 

   

      「 谷川が流れおちね川縁に 石垣で整地された段々のたたら跡                        

      幾つも真っ直ぐに直立するピンクのクリンソウに かつてそこで働いたたたら衆を見る 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天児屋たたら跡の素晴らしいクリンソウ 「新緑に包まれたたたら跡には クリンソウが よく似合う」 

たたらの郷に咲くピンクの可愛らしい花 素晴らしい景色にありがとう  

  

知らなかったのですが、高校の親しい仲間の故郷が千種三室と知って、 

すぐ近くの三室の滝にも立ち寄って帰りました。  

今日は出会えませんでしたが、教えてくれた管理のおばさん  

本当にありがとう   

この自生地が年々ひろがり、このたたら跡が地域発信の場所になってゆけば・・・・と  

       

        2015.5.20.  奥播磨 千種 天児屋たたら跡のクリンソウを眺めつつ  



1.  神戸から 播磨の田園地帯・山崎断層を抜けて 千種へ 

  梅雨前の田植に忙しい播磨の田園 ・ 最近めっきり少なくなった蓮華畑に出会えました 

 

朝 神戸を原チャリで出発して西北へ。国道 175 号線から

小野そして 青野ヶ原の丘陵を越えて 加西から福崎へ  

そこから山崎断層の中 切窓峠を越えてゆく。  

西播磨の佐用・千種へ通ういつもの道である。 

播磨の田園風景を楽しみながら新緑の山間へ 神戸から約

3時間ちょっとで佐用・千種にたどり着く自然を満喫できる

楽しいたたら街道を行く。  

今回はたたら跡に咲くピンクのクリンソウとの初めての出

会いが楽しみ。   

帰りはたたら製鉄伝承の岩鍋を通って山崎へ。  

ジキタリスが咲き乱れるたたら跡 野々隅原へも立ち寄り

たいが、無理だろうか。 千種の三室山山麓へも立ち寄り

たい。 この街道はあっちも こっちも 立ち寄ってみたいたたらの痕跡ばかりだ。       2015.5.20.朝に                             

  神戸から東播磨の田園が広がる丘陵地を北西に横切ると福崎。 福崎からは山崎断層の中を行く中国道に沿って山間を抜け

ると神戸から周囲の景色を眺めながら約2時間ほどで、宍粟市の中心山崎の街に入る。 

さらに中国道沿いに山間を走って、切窓峠をこえてゆく。土万の志文川を渡り、北へ山間を越えると千種川の河岸段丘が広が

る佐用町下三河のT字路。南へ下れば佐用 北へ上れば千種川を遡って千種に至る。   

   

切窓峠を西へ下ると千種川が流れ下る佐用町下三河 南へ行けば佐用 北へ上れば千種 2015.5.20. 

中央を千種川が流れ下る山中に周囲を山にかこまれて、ちょっとした平地が広がり、その両側の山裾に田園と集落がある。 

ここでは、なぜか まだ 田植えの準備作業が始まっておらず、蓮華畑が広がって美しいピンクの原に・・・・ 

最近はほとんど見かけられなかった蓮華畑。流れ下る千種川の土手にあがって、蓮華畑と千種川の流れに見とれていました。 

（昨年の集中豪雨による氾濫の傷跡で 休耕を余儀なくされた田圃かもしれぬ） 

     

    蓮華畑が広がる下三河の田園 この中を流れ下る千種川を北に遡って 千種へ  2015.5.20. 
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2. 下三河から千種 天児屋たたら跡のある千種高原へ 
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  千種川の奥に千種の西北県境の山並み  左手 後山 右に笛吹石山  千種の町の手前 七野周辺より 2015.5.20. 

 

  

    千種を越えると千種川沿いの山合い ほどなく 千種高原へ左に折れる川井の分岐  2015.5.20. 



この川井の分岐は真っ直ぐ北から三室川が流れ下る河内の谷筋と左手 西の岡山との県境から西河内の谷筋を流れ下ってく

る千種川本流との合流点。かつて この分岐の河原で砂鉄を採取したことがありましたが、今は護岸が整備され、河川敷はき

れいな公園に。西へ折れて、西河内の谷へ、すぐ山側の段丘の上が 以前資料を貰ったことがある高保木たたら跡との標識。 

丘に登りましたが、今は何もなく廃校になった小学校の門標の下に鉄滓の塊が置かれていました。 

  

       千種で出土した一番古い約800年前のたたら跡 高保木たたら跡  千種西河内で  2015.5.20. 

 高保木たたらからさらに西へ千種川に沿って遡って、西河内の小さな集落をいくつか過ぎ、傾斜がだんだんきつくなって、

左へ蛇行する橋を渡ったその向こうに Ｙ字路の「千種高原」の道路標識。  

ここを右に曲がり、千種川へそそぐ天児屋川沿いを少し登れば天児屋たたら公園である。 

  

   西河内の千種川と天児屋川の合流点  右へ天児屋川沿いの谷筋を少し遡れば天児屋たたら公園 2015.5.20. 

 

集落から杉木立の谷筋を奥に少し登ると左手に

石垣・右手に学習館の建物が見え、天児屋たた

ら前に出る。 石垣の手前にピンクのクリンソ

ウがみえる。  

天児屋川ば道路からよく見えないが、左手の学

習館の裏側を下に流れ下っている。 

何度も来たことがあり、道はよく知っているが、

クリンソウに出会えるのは初めて。 

残念ながら、水曜日で千種のたたら関係の展示

をしている学習館は休みで、以前お会いした管理のおばさんには出会えなかった。 



3. 天児屋たたら跡に自生するクリンソウ群落 

    山の傾斜地に石垣で囲われて区切られたたたら跡のあちこちでピンクのクリンソウが咲いていました 

  
  【 天児屋たたら跡の概要 天児屋たたら跡の案内板より 】 
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   たたらの自然と溶け込みあって咲くクリンソウ  初夏の風をたたら跡に吹き込む可愛らしい花だと 

 

初初夏夏のの風風をを吹吹きき込込むむ可可愛愛ららししいい花花  

花花言言葉葉はは「「幸幸福福ををかかささねねるる」」  

たたたたらら跡跡ににククリリンンソソウウ  

梅梅雨雨前前ののひひとととときき、、緑緑のの中中のの湿湿地地にに、、真真っっ

直直ぐぐにに立立つつ明明るるいいピピンンククのの姿姿にに惹惹かかれれるる  

派派手手ささははなないいがが、、一一株株一一株株自自立立ししななががらら

もも、、群群集集ししてて、、自自分分のの居居場場所所ををししっっかかりり守守りり、、

輪輪ににななっってて  一一段段一一段段  幸幸福福をを積積みみ重重ねね

ててゆゆくく。。    

 

 



 4. 三室山山麓 河内の谷筋へ 

 
 

クリンソウが咲く天児屋たたら跡を後にして、

今回もう一つ是非 今回足を踏み入れたい場

所がある。 

帰りは この三室山から流れ下る三室川沿い

の河内の谷筋に立ち寄りたい。 

最近インターネットをチェックしていて、 

「上流に三室山鉄山があった河内川の大きな  

  滝 [ 燗鍋ノ滝 別名 三室の滝 ] の下

で金糞（鉄滓）を採取した」との記事を眼に

した。この三室川が流れ下る河内の谷筋へは

「そのうちに」と思いつつ、足を踏み入れた

ことがない。入ったことがない。 

この三室川沿いの谷筋河内もたたらの郷で、

江戸時代 河内の谷筋へ入るところに高羅鉄

山 一番奥に三室鉄山があったというが、 

詳細はよく知らずそのままになっていたとこ

ろである。西河内の谷筋 千種川沿いを下り、、千種川と三室川との合流点川井から、北に折れて、三室川が流れ下ってくる

河内の谷筋に入る。この谷筋も田園地帯が広がる明るい三室川の谷筋で、奥の三室山へと続く道筋には田園が広がり、点々と

集落がある。 

川井から10数分遡って、集落か

ら三室山にかかるところに、三室

高原・三室の滝の大きな案内板が

ありました。  

 

 

                       川井から奥へ 三室川の川筋に広がる河 

● 三室鉄山 

天
児
屋
鉄
山 

● 
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川井から 10数分で三室山の入口 三室高原の案内板があり、左手 三室川の崖ぶちに三室の滝の案内板がありました 

                                           google eatth より 

道路の左手 三室川の崖下に三室の滝 そして道路を挟んで右側には素晴らしい新緑の三室山の森が広がっていました。 

時刻は午後2時 50分。 今日はここまでと決め、三室川に下りて、三室の滝 そして新緑の森にも入ってきました。 

   
             三室高原  三室の滝 入口で  2015.5.20. 

   

三室高原  三室の滝   2015.5.20. 

   三室川沿いに集落が点々と並ぶ河内を三室山に向かって遡る    google eatth より 

 



  

三室高原  三室の滝   2015.5.20. 

 

素晴らしい新緑の森 三室高原で  2015.5.20. 

  



5. 古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承地 千種 岩鍋 

 

 

河内から千種へ戻り、今度は千種川沿いを南に下らず、千種の町から東へ 国道492号線で、途中 岩野辺・岩鍋を通って 鳥

ヶ峰を新しい鳥ヶ乢トンネルで抜けて、揖保川水系の波賀町へ出て宍粟市山崎へ揖保川沿いを下る。 

かつては交通の難所であり、また、この山中にも数々のたたら跡がり、特に途中 岩鍋は古代の製鉄神金屋子神の降臨伝承地

とされ、街道沿いにその碑がある。 
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この地が金屋子神降臨伝承地といっても すぐにたたら製鉄と結びつくものはないが、この道の両側に広がる山中には数多く

のたたら跡が点在している。  

碑のすぐ横には 以前見かけなかった岩野辺自治会が整備した荒尾鉄山跡の案内看板がたっていましたので、案内板に従って

集落の中に入りましたが、集落のはずれに猪対策の扉があり、さらに奥荒尾山の方向に落ち葉に覆われた道が続いていました。 

今日はここまでと・・・。 以前から気になって調べていた住友泉屋と千種のたたらとの関係で この荒尾山鉄山は泉屋（分

家）とも関係のある鉄山と資料にあった鉄山。

もう 夕方近く 次回まわしで ゆっくりたず

ねようと・・・・。 

集落の人に聞くと 扉からほんの少し登って 

脇道に入れば、江戸中期から明治前期の荒尾山

鉄山跡で、山中にその遺構が残っていると聞き

ました。  

 また、この岩鍋の碑から直ぐ東が鳥ヶ乢トン

ネル。 かつては難所だったところで、長いト

ンネルを抜け、まっすぐ下れば 揖保川水系の

引原川が流れ下る波賀町 鳥取と山崎を結ぶ国

道29号線に出る。 

 

 



長いトンネルを抜けると波賀町斉木の集落に出て、そのまま長い坂

を下ると正面の山際の引原川の橋。引原川沿いを下ってきた鳥取と

宍粟市山崎とを結ぶ国道２９号線に出て、あとは真っ直ぐ川沿いを

南へ下れば３０分ほどで宍粟市の山崎である。 

久しぶりの長い原チャリツーリングでしたが、 

新緑のたたらの山郷をかけぬけた心地よい一日 でした。 

この地に通いだして約20年ですが、たたら跡に咲くピンクの        

クリンソウを見るのは初めてイメージを膨らませながら訪ねた       

千種天児屋たたら跡に自生するクリンソウも本当に心地よい風景    長いトンネルを抜けると波賀町斉木の集落 

たたら跡によく似あうと。また、気になっていた三室山の河内の    千種川水系から揖保川水系にあっけなく出る 

谷筋 そして久しぶりに古代製鉄神降臨の地 岩鍋にも行けました。  何度来ても 新鮮な千種での一日でした 。 

                2015.5.20. 夕 原チャリを走らせながら by Mutsu Nakanishi 

************************************************************************************************************************* 

  【関連Iron Road   ご参考まで 】 

   1.  久しぶりに西播磨 古代からの製鉄の地「宍粟市千種」を訪ねる」2013.7.19.  

       千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる. 

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1308chigusa00.htm   

   2. たたらの郷に「ジキタリス」の花園を訪ねる                     

      奥播磨黒尾山西北山麓 宍粟市山崎町 野々隅原 大国牧場 花の Walk  

            http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf 

  【参考資料】 鳥羽弘毅氏著「たたらと村 千草鉄とその周辺で」  

  【和鉄の道・Iron Road】西播磨の古代製鉄地帯 宍粟・佐用の製鉄関連遺跡 探訪   

   



  ≪ こんなところにも「鉄」が顔をのぞかせる ≫  

    青青磁磁とと鉄鉄    透透明明なな青青色色のの「「青青磁磁」」もも鉄鉄のの技技  IIrroonn  RRooaadd のの仲仲間間入入りり  びびっっくくりりでですす  

丹波篠山市立杭 兵庫陶芸美術館 「青磁の今」展  2015.5.19. 

こんなにさわやかに澄んだ「青」がある  梅雨の前の蒸し暑いひと時 心地よい 
2015.6.1. by Mutsu Nakanishi 

 

 

兵庫県篠山市立杭 陶の郷にある陶芸博物館で「青磁のいま」の展覧会が開催中と知り、そのポスターに描かれた「青磁」 

の美しさに魅せられ、会期末も迫った5月19日 立杭の陶芸美術館に。  

青磁の器は「その形と透きとおった青」が魅力と教わりましたが、展示されて

いる作品の美しさは本当に素晴らしい。 

梅雨前の蒸し暑いひと時、新緑につつまれた陶芸の郷 立杭で見る「青磁」の

色はまた格別。本当に涼よかで 心地よい。 

 

陶芸美術館ので展覧会の映像資料を見ていて、びっくりしたのですが、 

青磁の透き通った青の秘密は  

「青釉に添加された第二酸化鉄が焼成中に還元されて、第一酸化鉄となり 

  主成分の植物灰と一緒に溶融してガラス化することによる」と。 

知らなかった。  

青磁の故郷は中国 それが日本へ伝わったIron Road で培われた技術。  

予想もしていなかったあの透明な青色の青磁の「 Iron Roadの仲間入り」に 

びっくりです。  

また、「二重貫入」についてはよく知りませんでしたが、  

こんな細かい美しい貫入がはいるのかと、それにもびっくり。   

うれしい「青磁のいま」の展覧会でした。 

 

睦夫
スタンプ
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「青磁」というと私には 山口で仕事をしていた時以来、ずっと親しくしていただく 山口の萩焼の陶芸家 田中講平さん。 

萩焼と共に砥部青磁の伝統も受け継ぐ青磁の名手でもあり、田中さんの「萩」と「青磁」の作品に魅せられている。 

  溶接材料や鉄鋼材料・セラミックスの仕事をやってきた私にとっては、陶芸の釜焚きには興味津々で、せっせと工房を 

  訪ねては、陶芸の話を聞かせてもらう。「萩」・「青磁」それぞれの魅力についても 教えてもらったことがある。 

そんなこともあって、「陶器と磁器」それぞれ味の違う器ではあるが、それぞれに思い入れがある。 

でも 青磁の「青」に こんなに深く「鉄」がかかわっていたとは全く知りませんでした。 

田中さんの作品にすっかり魅せられて長くなりましたが、こんな鉄との出会いがあったとは…  

これも不思議な縁。びっくりしています。 

 

                          

透明感のある青緑色の磁器「青磁」は 紀元前14世紀頃の中国（殷）が起源とされ、後漢代に流行し以後次第に普及し、 

その製造技術は日本や高麗にも伝播した。  

青磁の釉薬は植物灰を主成分とし、第二酸化鉄（Fe2O3）が添加された高火度釉で1200度以上で焼成されるという。  

焼成によって原料の植物灰に添加された酸化第二鉄（Fe2O3）が還元雰囲気で還元され、酸化第一鉄（FeO）ができ、 

植物灰と一緒に溶融混合して、その配合に応じて、青～緑色を発色した透明ガラスになる。 

それが、青磁のあの色 特徴的な青緑色なんだと・・・・・・    

   現在では石灰バリウム釉を基礎釉とし、珪酸鉄を着色剤として使用することで澄んだ青色を  

   得ることができるが、本来の青磁は灰釉である。  

還元雰囲気の程度と釉薬中に含まれる鉄分の量によって、黄色がかった緑から、空の青色まで発色が大きく変化するという。 

青磁の釉薬を器にかけ、酸化雰囲気で焼くと酸化第二鉄（Fe2O3）が還元されないため、黄色に発色するという。  

 純鉄は「銀白色」 第二酸化鉄は「赤さび色」と知っていますが、第一酸化鉄（FeO）は「黒」と何とはなしに 

 思っていたのですが、青磁のあの透明な澄み渡った青緑色には 高温で還元された第一酸化鉄（FeO）が植物灰と 

 混ざり合ってガラス化することが絡んでいるという。はじめて聞く話にびっくり。 

 また透明ガラスを割った時の断面が青白く見えるのもこの第一酸化鉄（FeO）の精だと。 

 そういえば 高温でガラスス化した溶接スラグも断面は真っ黒なガラスに見えるが、薄くして 光にかざすと黒くは 

 ない。 溶接の遮光ガラスも濃い緑色だ。 

 

インターネットを調べると色ガラスについて 下記のような資料がありましたので、添付 

 http://www.hakko.co.jp/contest/report01/07_20070608.pdf    https://www.asahiglassplaza.net/gp-pro/knowledge/vol20.html  

     植物からガラスを作るより 

「青磁と鉄」 あの透明な青色の青磁も Iron Roadの仲間入り    bbyy    MMuuttssuu  NNaakkaanniisshhii  



         NSG Group     ソーダーライムガラス中の鉄イオンの構造解析 より 

        http://www.spring8.or.jp/ext/ja/iuss/htm/text/06file/glass_ceramic-1/nagashima.pdfより 

 

  上記の資料は純工業用原料から作った実用ガラスの色合いを示しているが、酸化第一鉄と酸化第二鉄の割合と  

  その総量で発色が多き菊変化することがよくわかる。 

 

青磁のあの少し緑がかった透明な青色は私の一番好きな色の一つ。  

懇意にしている山口陶芸家の田中講平さんの「青磁と萩」萩焼と共に一遍に好きになった青磁の色もこの色。   

萩焼の原料に含まれる鉄分もまた、萩焼の美しさを演出すると教えてもらいましたが、青磁のあの透き通る青も鉄が関係 

している。 鉄鋼材料・溶接材料など鉄は知っているつもりでしたが、 

ガラス化かしたスラグの中身が鉄によってこんなに変化するとはびっくりしました。 

 

陶磁器の世界では鉄の混入が嫌われると理解していた「鉄」でしたが、 

古来から陶磁器・セラミックスの展開でも大きな役割を演じていた。 

青磁の故郷は中国。「 Iron Road 」 の道で培われた技術だとうれしくなって、  

和鉄の道のファイルの中に居れ解かねばと。 

 

ご存知だったでしょうか・・・・・・・ 

ちょつとうれしくて 「青磁の鉄」のご紹介。  

 

また、田中講平さんの青磁の魅力をも合わせて、ご紹介したいので、 

ご興味のある御仁は下記ホームページをご覧ください。 

 

   ◆ 萩焼陶芸家 田中講平さんのホームページ   

      http://www.k2.dion.ne.jp/~hazuki/index.htm  

                  

     2015.5.19.「青磁のいま」展を見学して  by Mutsu Nakanishi 

田中講平さんの 

「青磁」と「萩」  



          大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりをしめすのか ??? 

     「伊弉諾神宮 国生み神話の島 淡路島」で 大量の埋納銅鐸出土  2015.5.20. 

         「出雲大社の国譲り神話の出雲」の大量の埋納銅鐸出土（加茂岩倉・荒神谷遺跡）とそっくり 

             1506doutaku00.htm   2015.6.1.  by Mutsu  Nakanishi 

   

7個もの銅鐸が集中して見つかった南淡路市松帆   

国譲り神話の「出雲」・ 国生み神話の「淡路」で起きた弥生時代の末 大量の銅鐸埋納  

脚光を浴びる淡路の古代そして淡路の鉄  鉄の新しい勢力への覇権移行をしめすのか?  

 

5 月 20 日の朝 「南淡路から大量の埋納銅鐸出土」のニュースが関

西の新聞紙上を大きく飾った。 

すぐ頭に浮かんだのは同じ弥生後期 北淡路から出土し、まだその性

格がよくわからぬ国内最大級の鍛冶工房村 五斗長垣内鍛冶工房遺

跡のこと そして 同じ頃 出雲で起こった大量の埋納銅鐸・銅剣出

土のこと。 埋納されていた銅鐸は 弥生時代前期末から中期初頭

（BC2世紀頃）の最古級の銅鐸で、まだ埋納された時期は定かでない

にしても、淡路島での埋納銅鐸の状況はそっくり出雲と同じではない

か・・・と。 

淡路・出雲 あどちらの国も国生み・国譲り神話 そして、それぞれ

の国の象徴 伊弉諾神宮・出雲大社があり、新たな鉄器文化の勢力の

新たな進出があり、日本の国づくりに大きな役割を果たしたと考えら

れる。しかし、淡路では国生み神話はあるが、それを示す遺跡・遺構

がほとんどない。  この大量銅鐸の埋納は弥生時代の成熟から古墳時代の始まりへと続く邪馬台国連合・大和初期王権への

新しい国づくりの始まりを示す遺物の出土なのだろうか?? 

俄然 淡路の鉄・北淡路で出土した弥生時代 国内最大級の鍛冶工房村 

五斗長垣内遺跡の役割がクローズアップされてくる。 

 

弥生時代の後期になっても 実用鉄器が日本全国に広がっていたわけで

はなく、 畿内の実用鉄器普及はまだこれからの時代。  

北部九州で始まる実用鉄器普及の東進最前線は播磨・淡路・阿波と言われ

ていた時代で、その最前線の淡路で出土した大量銅鐸の埋納と国内最大級

の 鍛冶工房村。 そして、実用鉄器の覇権を連合の絆とした邪馬台国連

合そして 初期大和王権へと日本の国づくりが始まる。 

弥生の中・後期から末期 この淡路で何が起こっていたのだろうか??? 

 

信憑性は何とも言えないが、淡路の鉄に鉄のロマンが大きく広かるニュース。 考証できた話ではありませんが、次々頭に浮

かんでくる日本の古代と鉄に和鉄の道・Iron roadのロマンを重ねて、淡路に 勝手な鉄の夢を描いています 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



 

              



  
弥生時代は戦の時代と言われるが、時代の成熟と共に、集落からより大きな地域集団そして国へと抗争を繰り返しつつも、国

づくりが進行してゆく。そして、益々巨大化する国づくりが進む弥生時代の後期から終末期、その力の源泉となる鉄・鉄素材

の需要は急速に高まってゆく。 

弥生時代の早くから、朝鮮半島や大陸から鉄器が日本に持ち込

まれてきたが、日本で鉄は作れなかった。 

当時 日本各地の国々の国づくりには実用鉄器は必須で、朝鮮

半島の鉄を求めて、安定供給ルートづくりは不可欠。 

 特に北部九州と違って、西日本の各地の国では北部九州に握

られていた鉄の安定供給ルートの奪還確保は最重要課題で、邪

馬台国連合 そしてその後の大和初期王権の諸国連合はこの鉄

の安定供給ルートの覇権でまとまった集団と言われる。 

邪馬台国はどこにあったか知らないが、盟主ヤマトにとって、

朝鮮半島の鉄入手の玄関口として、瀬戸内海・日本海ルートの

玄関口にあたる播磨・淡路は重要拠点であり、また早くから、

北部九州または独自ルートで 朝鮮半島の鉄を入手していた出雲は畿内の大和連合にとっては押さえておかねばならぬ

拠点であったろう。 

弥生の戦さ・倭国大乱と呼ばれる戦乱を経て、西国の国々は初期大和王権へとまとまってゆく。  

そんな過程では、在地の旧勢力と新ヤマト連合の新勢力との争いの中で、銅鐸など青銅器の埋納があったのだろう。 

日本黎明の和鉄の道・Iron Road 集落からさらに大きな地域集団そして国への国づくり・弥生の戦と共に石器・青銅器

の時代から鉄器の時代へ  この過程の象徴が銅鐸埋納なのだろう。 

 

松帆銅鐸は起源前2世紀頃の銅鐸でその埋納時期も不確かな中で、一機にヤマト連合勢力の展開へ結びつけるのは乱暴

ではあるが、瀬戸内海の玄関口で、実用鉄器普及のフロントにあたる淡路そして日本海ルートの拠点出雲では その争

いは厳しかったろう。そんな大和連合と在地の勢力との融和が、国生み・国譲り神話であり、また伊弉諾神宮・出雲大

社を象徴にしてきたのかもしれない。 卑弥呼の邪馬台国 そして出雲・淡路の役割は??  

淡路島の巨大な鍛冶工房村の存在や今回出土した松帆銅鐸など まだ淡路の地に眠っている遺跡・考古学遺物をふくめ、

淡路が日本黎明の国づくり そして邪馬台国や日本の製鉄の始まりなどをも解き明かしてくれるかもしれない。 

あまり今まで 脚光を浴びていない淡路の考古学遺物・遺構がにわかにクローズアップされている。  

大量の埋納銅鐸 

出土地 

国内最大級の        

鍛冶工房村 



◆ 弥生の後期 畿内で実用鉄器社会への急変 村から地域集団 そして 国へ  

 畿内で鉄器需要が急増の変化を示す出土石器の急変（出土石器 砥石の急増） 

 

にわかの淡路島クローズアップに多少こじつけ的ではあるが、弥生時代の終末期になると畿内も急速に実用鉄器時代へと 

突入してゆく。 弥生時代といえども、弥生時代後期の初め、大和を中心とした畿内では まだ、実用鉄器が広く普及してい

たわけではない。 

 北部九州を中心として広がる実用鉄器文化東進のフロントは阿波-淡路島-播磨を結ぶラインで、畿内の実用鉄器の普及はま

だこれからであった。 畿内での国づくりの始まりと共に急速に実用鉄器時代への変化が起こったと考えられる。 

畿内での国づくりの展開は 鉄器需要の急増をもたらし、ヤマトを中心とした実用鉄器入手連合が展開され、西日本の実用鉄

器素材供給のルートがこの時期に安定して確立されてゆく。  

でも、北部九州による実用鉄器素材の供給ルート支配の中、畿内・ヤマトから朝鮮半島までのルートは長く遠い。  

幾多の苦難や離合集散が 各々の地域・国々であったに違いない。 

 

この時代に実用鉄器文化東進のフロントライン（阿波-淡路島-播磨）

の淡路に国内最大級の鍛冶工房村が出現する。  

これは畿内の実用鉄器素材の供給ルートが固まってきた例証といえ

るかもしれない。   

同じく、淡路島の北部では鍛冶工房ばかりでなく、数多くの特産品の

加工基地に見える高地性集落の急増を含む集落が急増し、 ヤマトの

連合支配が安定化してゆく次の時代（弥生の終末期）には、それらは

みな消えてゆく。 銅鐸埋納は淡路島でのそんな時代背景の中で起こったといえるだろう。  

 

 



  国造りの時代  鉄の覇権を求める中央ヤマト連合勢力 と 在地の旧勢力の接触 &抵抗 ?   

1. 出雲で  出雲の在地勢力の荒神谷・加茂岩倉遺跡の銅剣・銅鐸埋納 

 

 

 

◆ 弥生時代 出雲の首長墓の変遷 

弥生時代 出雲には独自の四隅突出墳が栄えた。 そしてその中心勢力は出雲の西部に始まり、東部にも中心勢力が起こった。 

 中期には西部の勢力は衰退してゆく。 出雲の四隅突出墳は後期には消え、また東部の勢力は続くが、墳墓は方墳やヤマトと

組んだ勢力の小さな前方後方墳並びに前方後円墳 が現れてくる。  

なお、加茂岩倉遺跡・荒神谷遺跡の青銅器埋納時期はよくわかっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 古墳時代 山陰の主要古墳の編年 

  古墳時代になっても、出雲では他地域のような前方円墳は作られず、主体は方墳と前方後方墳が 主体。 

  大和初期王権の象徴 大きな前方後円墳は作らせてもらえず、出雲が警戒され続けた ためだとも言われている。  

  大和王権の影響力の強さがよくうかがえる。  

  大阪近つ飛鳥博物館の白石太一郎館長は「出雲は初期ヤマト連合に加わらず、連合に加わったのは  

  東海の前方後方群グループや東国のグルーブが加わった時期ではないか」との説を提案している 

 

 

  国造りの時代  鉄の覇権を求める中央ヤマト連合勢力 と 在地の旧勢力の接触 &抵抗 ?   

  2. 播磨で 播磨風土記が記す 景行天皇の妻問い - 印南別嬢の「抵抗」  

    神戸新聞に掲載された 播磨風土記 編纂1300年「神々の足跡を追う（1）」より  

  弥生時代なかば  実用鉄器文化東進フロントで起こっていたせめぎ合い 大和の進出については淡路ばかりでなく、 

  播磨でも。神戸新聞 播磨国風土記 編纂1300年 「神々の足跡を追う（1）」によれば、   

  播磨風土記 加古郡の項に記された「大帯日子命（景行天皇）と印南別嬢（播磨稲日大郎姫）」の記事を政治的に読むと 

   播磨と大和との政治力学を示すエピソードがあり、播磨とが スムーズに大和と連合したわけでないと見て取れるという。 

 

  播磨風土記 加古郡の項  大帯日子命（景行天皇）と印南別嬢（播磨稲日大郎姫）  

         八咫剣・八咫勾・麻布都鏡で正装した大帯日子命が印南別嬢へ妻問いに明石郡までやってきたが、  

        それを聞いた印南別嬢は驚いて南毘都麻島に隠れてしまった。   

        賀古松原で別嬢を探していると、海に向かって吠えている犬を見つけた。 

        その犬が別嬢の犬であることを知り、天皇は海を渡った。 



        妻がなびた（隠れた）島であるので南毘都麻島（なびつまのしま）と呼ばれるようになった。 

        別嬢と会うことができた天皇は求婚し、夫婦となった。 

        年月が過ぎ、別嬢が亡くなって日岡に葬られることになった。 

        遺骸を船に乗せ印南川（加古川）を渡らせていると突風で遺骸が川の中に流されてしまった。 

        遺骸探したが見つからず、見つかった遺品の匣・褶を埋葬し墓としたため、 

        比礼墓（日岡陵）と呼ばれるようになった。  

        天皇は悲しみ、「この川の物は食べない」と言った。 これにより、この川の鮎は贄として出されなくなった。 

  

国譲りの出雲・出雲大社 国生みの淡路・伊弉諾神宮 この二つの神話の国で 多数の銅鐸埋納の出土。 弥生時代なかば 実

用鉄器の時代の幕開けが 村から地域集団そして国へと日本各地で国づくりを急伸させて行く。  

    そんな実用鉄器文化東進フロントで起こっていた新勢力中央ヤマトの新勢力と在地の旧勢力の抵抗せめぎ合い   

    卑弥呼の邪馬台国 初期大和王権と北部九州の鉄の覇権争い   

    鉄の覇権獲得でまとまる中央ヤマト連合が次々と西日本の国々を糾合しつつ、  

    朝鮮半島からの実用鉄素材入手ルートを確立。 さらに東国へも。  

そんな過程が急進する中での出雲・淡路の役割はどうなのだろうか・・  

今までの定説の見直しがあるかもしれない。  

邪馬台国の謎 日本の製鉄伝来史も書き換えられるかもしれない。    

  

ブラックボックスだった淡路がにわかにクローズアップされ、  

古代の淡路に次々と思いが浮かんでくる。 

まったく 考証できた話ではありませんが、時代時代の断片を頭に浮かぶ

ままに並べました。  

日本の国づくりが進む 和鉄の道・Iron road で起こった銅鐸埋納に 鉄勝手なのロマン  夢をのせています。 

 

                                     2015.5.30.  by Mutsu Nakanishi 



【参考 和鉄の道 Iron Road 】                   

   1. 弥生時代後半  国内最大級の鍛冶の村  国生み神話の淡路島 「垣内遺跡(鍛冶工房跡)」現地説明会Walk  

          倭国から初期大和王権誕生へ 日本誕生の謎を解き明かすかも・・・    2009.1.25. 

                  http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/iron5/0903kaito00.htm 

   2.  一筋縄ではいかぬ古墳時代の幕開け 激動の時代 淡路島がその鍵を握るのか ????    2009.4.5. 

          淡路島で発掘された卑弥呼の時代の日本最大級の鍛冶工房村の位置付けに思いをめぐらす 

                   http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/iron5/repoaw00.htm  

   3.  弥生の高地性集落【4】   弥生の高地性集落に「弥 生の戦」・「日本人のルーツ」を探して 2006.10.5. 

                 http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf   

 

        

      【関連 参考地方創生の成功例  淡路島 五斗長垣内遺跡 】   

            神戸新聞2015.5.6.朝刊社説より 転載  

    淡路島 五斗長垣内遺跡 たたら製鉄関連遺跡を生かした地方創生の成功例  

  ≪「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 」≫の記事にも記した 

   弥生時代 国内最大級の鍛冶工房村「淡路島 五斗長垣内遺跡」が「遺跡を中心とした地方創生の成功例」として、 

  新聞に紹介されているのを見つけました。 

  

 製鉄遺跡や製鉄関連遺跡は

その時代時代の産業廃棄の跡

で、発掘の当初は騒がれ、色々

イベントや整備が行われても、  

そのブームが去ると街の片隅

でひっそりさらに朽ちて産業

廃棄物に・・・・・。そして 街

のほとんどが知らないと・・・・。  

 

そんな中で、地域の人が「地域

の宝」といい、継続的な地域活

性化展開が進んでいるとの記

事。  

私の住む 神戸の近くで、いつ

も気になる「五斗長垣内遺跡」

の今を新聞記事の転載でご紹介。  



 

 



      「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】 2015.7.1. 

      その後の地元紙 神戸新聞の報道から かいま見える弥生時代の淡路島   

        南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸（弥生時代前期末～中期前半） 

南淡路で見つかった最古級の銅鐸 その位置づけが注目されている。 この松帆銅鐸の性格や位置づけについて、新たに分かっ

たことなどを含め、地元紙 神戸新聞に引き続き報道されているので、そのまま転記してご紹介。 

弥生時代 集落から地域集団・国へと大きな集落社会変革・国づくりが進む過程で、弥生時代の末期 邪馬台国連合・初期大和

を持ち出す前のの時代に有力な勢力が居なかったといわれてきた淡路でも 着々と国づくりが進んできた様子が垣間見える。 

                                                                2015.7.1. by Mutsu Nakanishi 

 ◆ ６月１９日  神戸新聞 １８面  森岡秀人インタビュー記事より 
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 ◆ ６月２７日 土曜日 神戸新聞 1面  

   CTで判明した新事実 「銅鐸すべてに『舌』全国初  使用時のまま埋納か」 より 

 

 

 

 

 

 



 ◆ ６月２７日 土曜日 神戸新聞 31面より 

   松帆銅鐸 全てに「舌」 弥生人 祭器鳴らし豊作祈願?  「聞く銅鐸」浮かぶ実像 

 
 

 

 



       日本と琉球のはざま 奄美大島の東隣の絶海の孤島 喜界島  

              喜界島で 12世紀の大規模な製鉄・鍛冶遺跡出土 

        西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群   

         喜界島は 重要な交易品として鉄素材を琉球に供給していた鉄の生産加工基地か?? 

     日経電子版 歴史新発見 「南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事 より 

      2015/7/30 6:00  ライフ>アート&レビュー・歴史  http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15 

                                 2015.7.31.  by  Mutsu Nakanishi 

鹿児島県本土から南へ約380キロ 沖縄と鹿児島のほぼ中間 奄美大島の東側に位置する周囲50キロ足らずの孤島喜界

島の多数の遺跡から、最近 琉球・朝鮮半島・日本本土との交流を示す貴重な発見が相次ぎ、中でも 製鉄や鍛冶炉を含む

製鉄関連遺構の出土が注目を集めているという。 

  当時、喜界島は日本本土の南の縁辺。 絶海の孤島に、なんのためにこんな大規模な製鉄施設を設けたのだろうか? 

    しかも この喜界島はサンゴ礁の島で 製鉄原料の砂鉄は産しないという。   

  

                   

         

 

  7月30日 友人から「日経デジタルに喜界島で12世紀の製鉄遺跡出土のレビュー解説の記事が出ている」とのメールを貰っ   

  て初めて知りました。  

   ◆ 喜界島 城久(ぐすく)遺跡  古代から中世にかけての大規模建物群と12世紀の(製鉄)・鍛冶工房跡の出土 

     島中央の高台に大宰府の出先機関を思わせる大規模な建物群と本土や南西諸島、 中国大陸、 韓半島との 

     交流を示す土器や陶器、磁器などの遺物が大量 

     また、その中の大ウフ遺跡では、15平方メートルの範囲で製鉄や鍛冶関連の遺構が20基集中して出土。 

     １２世紀ごろの炉跡や鞴・羽口、大量の鉄滓などから、鉄器の製作加工工程があったことが判明。 砂鉄も出土 

     製鉄原料のない孤島喜界島で 誰が 何のために 製鉄を行ったのか 注目を集めた 

 

   南西諸島で最初に確認された12世紀の崩リ遺跡の製鉄炉跡。 

 

http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15
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   ◆ 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 12世紀の製鉄遺跡 西南諸島で初めての製鉄炉出土 

     城久遺跡群から４キロほどの島南西部から 城久遺跡と同時期の製鉄炉の跡が出土 

     調査した村上教授は 

     「崩リの炉の外径は約15～16センチとごく小さいものの、鉄滓を分析すると製鉄がなされたことは間違いない。 

      城久では不純物を精製するする際に出る精錬鍛冶滓や鍛錬鍛冶滓などが出ている」と指摘。 

   ◎ 喜界島は当時 大宰府の支配地であったが、辺境の孤島と言うより 

     「琉球交易の主要製品として 鉄素材・鉄器加工の生産基地となっていた」と注目を集めている 

  

  詳細な日経デジタルのレビュー記事が下記インターネットにあります。 

  「南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃」との見出しで、 発掘現場や出土遺物の写真と共に 

  日本の製鉄遺跡の専門家 愛媛大学の村上恭通教授の視点をも含め、 この12世紀の製鉄遺跡の全貌をレビュー。  

  また、 遺跡出土の12世紀の喜界島の時代背景や そして出土した製鉄遺跡の位置づけなどにも目を剥けた解説が 

  掲載されています。 

  レビューが掲載されていますので、転載しませんが、 インターネットからアクセスしてみてください。 

 

       南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃 

        歴史新発見 鹿児島県喜界島  2015/7/30 6:00  日本経済新聞 電子版  

           ライフ>アート&レビュー・歴史   http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15 

 

鹿児島から屋久・種子島 奄美大島 沖縄 そして 宮古・石垣島から台湾へと弧状に連なる島々 

縄文時代から延々と続く海の道。 でも 製鉄関連遺跡については 種子島しか知らず、 それも鉄砲伝来の島 砂鉄 

の宝庫。一昨年 種子島の砂鉄を訪ねて 屋久島の帰りに立ち寄って、 種子島に残る製鉄遺跡や砂鉄浜を眺め、古く 

からの製鉄伝承はあるものの製鉄はあまり古くへは遡れぬとの印象で、 縄文からの海の道での和鉄（てつ）の道・Iron 

Roadは種子島でストップかと思って帰ってきました。  それが弧状に点々と連なる島々の琉球・本土のはざま喜界島 

が中世大規模な製鉄・鍛冶加工を行い、周辺への交易品の生産基地を担っていた可能性があるという。  

喜界島は本土の南辺 中世には 琉球と本土 どちらからも影響を受けていたといい、 喜界島の遺跡・遺物の調査が 

進むにつれ、12世紀当時は本土の影響下にあり、周辺の島々を取り締まる大宰府の役所がここにあったとみられている 

という。 

中央集権の国家を築き、東北 そして 九州平定を成し遂げた大和朝廷が、朝鮮半島そして南の琉球にも勢力を伸ばす 

前線基地だったのかもしれません。  

 

今回見つかっている製鉄関連遺跡群は本土の影響を受けているとの見方が強いようですが、 

縄文時代から延々と続く交流路「海の道」である。 琉球・大陸・朝鮮半島とも独自のルートを開いていたに違いない。 

この交流路をさらに南へ 鉄の交易ルート 和鉄の道・Iron Roadが伸びていたに違いない。 

そんなことを思わせる喜界島での12世紀の大規模な製鉄遺跡の発見です。 

 

まだ 調査はこれから、海の道の「鉄」を解き明かしてくれることを期待しています。 

今まで誰もがあまり触れなかった南の交流路「海の道」での古代製鉄研究が 今後広がってゆくことを期待しつつ、 

この喜界島での12世紀製鉄遺跡・製鉄関連遺跡の出土をお知らせします。 

なお 「喜界島」と言うと 俊寛の「喜界が島」と混同されますが、 俊寛の「喜界が島」は硫黄島。  

この「喜界島」は奄美大島の東隣にある周囲50kmほどの小さな島です。 

 

  【資料】 

     南島史が塗り替わる 12世紀製鉄炉跡の衝撃 日本経済新聞 電子版 2015/7/30 6:00 

        ライフ>アート&レビュー・歴史   http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15   

http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15
http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15


     日本誕生にかかわる古墳前期4世紀の祭祀区画と居住区画を持つ大集落が大和葛城で出土  

    大和葛城 御所市 秋津・中西遺跡の発掘調査現場を訪ねる 2015.8.23.  

 

 
現在京奈和自動車道路の御所南ICの建設整備が進む隣接する秋津・中西遺跡の発掘調査で「4世紀祭祀を目的に計画的に建て

られた竪穴建物群が見つかった」と8月20日の朝刊各紙で一斉に報じられた。   

この地は縄文時代から続く大集落跡で 葛城川の川岸近く縄文の翡翠そして弥生前期には数千枚の広大な水田が広がってい

た。 その上に古墳時代前期の塀や柵・溝で囲まれた空間に建つ特殊大型建物跡がみつかり、今回さらにその隣接地から、竪

穴建物群が多数出土。古墳時代前期には一つの祭祀を目的とした大集落遺跡(秋津・中西両遺跡は)とみられることが判ってき

た。また、北に位置する卑弥呼の時代の纏向遺跡・初期大和政権との関係や南の紀の川から入ってきた渡来系鴨氏そして5世

紀この地を本拠とした葛城氏との関係など 初期大和政権成立に関係する重要遺跡として注目されている 

 
                        2015.8.23. 現地説明会資料・パネル等から整理 
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新聞報道によれば、 

「今回 この奈良県御所市の秋津・中西遺

跡で古墳時代（４～５世紀）の竪穴建物跡

が２６棟分見つかり１９日、橿原考古学研

究所が発表した。 同遺跡では平成２２年

に、塀で囲まれた空間に建つ大型建物跡が

出土し、神社のよう な祭（さい）祀（し）

施設と推定されている。  

これまでの出土分と合わせると建物跡は

計８１棟分にのぼる。２６棟の建物跡は南

西 から北東に延びる流路沿いに方位をそ

ろえて計画的につくられており、全体で南

北約 ４００メートル、東西２００m以上 

に及ぶ大規模集落跡とわかった。  

 祭祀地域と居住地域が幅３０cmの溝で区 

画されており、橿考研は『祭祀集落で、利用方法が異なる土地を明確に分け、計画的に建物が配置されたこと  がわかる全国

初の遺跡』としている。  同遺跡の建物跡は、これまでの出土分と合わせて計８１棟分にのぼる。  

今回見つかった２６棟の建物跡はいずれも方形で、 大きなものは約６・５メートル四 方。 井戸跡も見つかった。  

橿考研は規模の大きさなどから地域の首長ではなく、 初期 ヤマト政権が営んだ祭祀集落の可能性があると している。 

発掘現場は京奈和自動車道御所南ＩＣの西側。 現地説明会は２３日午前１０時～午後３時。」と。 

 新聞報道を見て、この秋津・中西遺跡は京奈和高速道路の御所南 IC の建設現場で、その現場全体に広がる広大な弥生前期

の水田跡出土にびっくりして、4年前の2011年11月見学に行ったことがある。(中西遺跡)                

そして、この水田跡に隣接する秋津遺跡からは 縄文晩期の翡翠や4世紀後半の古墳前期の集落中枢を示す方形区画群遺構と

特殊な大型建物群(独立棟持柱大型建物)が出土し、この地が縄文時代から古墳時代へと続く大集落跡で初期ヤマト政権と関係

する重要遺跡ではないかと注目されていました。 

ただ、この当時 発掘された中西遺跡では 弥生前期の水田跡の上層は後世の掘削で破壊されよくわからず、また秋津遺跡の

発掘も限られた範囲で相互の関係がよくわからなかった。  

    

  【和鉄の道・IronRoad】 国内最大級弥生時代前期の水田跡２千枚が出土?御所市 中西遺跡     2011.11.25.  

             「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」 高い計画性と技術は大和の国力の源泉 

                            http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron16.pdf  

8月23日 久しぶりの快晴 神戸を朝早く出て現地説明会のある秋津・中西遺跡発掘現場へ出かけました。 

前回２０１１年１１月に見たあの京奈和高速道路の御所南 IC の工事現場全体に広がる弥生前期の数千枚の水田跡はこの葛城

周辺が日本誕生の中心地になると思わせる本当に強烈なインパクトでした。今はどうなっているか? 楽しみと近鉄御所駅に降

り立ちました。 

今回発表された中西遺跡 第26次調査地で ２６棟の竪穴住居などが出土             

古墳時代前期 祭祀を目的とした大集落「秋津・中西遺跡」の居住区の一部 

                  (インターネットより写真採取) 

 



 1. 古墳時代前期 ４世紀の祭祀区画と居住区画が計画的に配された大集落 秋津・中西遺跡 概要 

   中西遺跡・秋津遺跡探訪記の前に、当日現地説明会で貰った資料や学芸員の人から現地で聞いた話をもとに 

   この遺跡の概要のアウトラインをまとめました。 

  

今回この中西遺跡・秋津遺跡に隣接する南西側(京奈和道路が南北に走るその西側)が発掘調査された。 

この調査地では秋津遺跡につながる北東側から南東側一帯に流路に沿って、周囲を溝で囲まれて多数の竪穴建物や土坑が 

出土した古墳時代前期の集落跡(主として居住空間)である。   

現発掘調査地の北東奥の秋津遺跡では溝と柵で区切られた方形区画施設と独立棟持柱建物で構成される祭祀空間と竪穴 

住居・土坑・溝などで構成される居住空間が溝によって計画的に区分されている。   

 

        



今回の調査地は秋津遺跡につながる南西側の居住

空間で、川の流路に沿って計画的に周囲が溝で囲

まれた中に多数の竪穴居住・土坑や井戸が出土し、

秋津遺跡と中西遺跡とが祭祀空間と居住空間を持

つ古墳時代前期の特別な大集落遺跡であることが

明らかになってきた。 

 

また、この古墳時代前期の集落遺跡の下には ま

だ発掘調査されていないが、東側から続く水田群

が眠っているという。 

(また、今回調査された南側にもブルーシートに覆

われて現在調査中の場所が広がっていました。)  

                                                                                 

今回の発掘調査で、中西遺跡と秋津遺跡は秋津・中西遺跡と呼ぶべき縄文から古墳前期につながる大集落跡で、東西約１５０

メートル、南北約１００メートルの範囲に、現代の伊勢神宮などに見られる「独立棟持柱建物」と呼ばれる建物跡やそれらを

板塀で囲んだ「方形区画施設」が出土し、祭殿のような祭祀空間のあった大集落の可能性が高く、纏向遺跡と同じく、祭祀に

携わる特別な集落であった可能性が高い。   

なお、「この秋津・中西遺跡は祭祀にかかわった大集落」との表現が随所にあるが、この理由は居住区を含めて一般集落のよ

うな生活臭いがする遺構・遺物がほとんど出土していないことによる。また、祭祀・祭殿と考えるのか はたまた居館・楼閣

と考えるのも柱跡だけでは即断できず、遺跡全体を考察せねばならぬ。このことは纏向遺跡ともよく似ているという。       

                                 (2015.8.23. 現地説明会で聞いた話)  

 

      

弥生時代の後期から古墳時代前期にかけて この秋津・中西遺跡と同じような特殊建物を有する祭祀区画をゆうする大集落は

ほかに大和の纏向遺跡 滋賀の伊勢遺跡 九州吉野ヶ里遺跡などがあり、いずれも日本誕生・初期ヤマト政権とのかかわりな

どが検討されている大集落である。 

また、この地の直ぐ南西の室集落には葛城 襲津彦の墓の伝

説が残る宮山古墳 そしてその先金剛・葛城山麓は葛城氏

の本拠地で極楽寺キビ遺跡からは葛城氏の祭殿や葛城氏の

生産工房群南郷遺跡群がある。  

この 4 世紀の秋津・中西遺跡の方形区画施設が纏向ヤマト

初期政権につながるものか 5 世紀の葛城氏につながるも

のなのかはたまた、古くからこの地に住み着いた鴨氏をは

じめ、渡来系氏族につながるものなのかの解析はこれから。  

でも、この地が 風の森峠⊡水越峠を通って 西国につなが

る重要地であり、また 北には纏向・飛鳥を経て 東国と

もつながり、縄文時代から続く交易の重要地とみられ、「初

期大和王権と関係が深い王城の地」として 役割を担ったに違いない                                                                 



 2. 御所市 秋津・中西遺跡の発掘調査現場を訪ねる  2015.8.23.  

 

   

 

 8月23日 久しぶりの快晴 神戸を朝早く出て現地説明会のある秋

津・中西遺跡発掘現場へ。 出発点の近鉄御所駅に午前１０時半ごろ降

り立つ。初期ヤマト王権と関係した祭祀区画を有する遺構が出土した遺

跡の現地説明会。さぞかし混むだろうと思いましたが、特に目立った人

影もなし。ちょっと拍子抜けでしたが、改札で駅員さんが遺跡までの地

図のコピーをくれました。 

場所はここから南東へ約30分ほど歩いた場所。 2011年に弥生時代前

期の水田群が広がる発掘現場を見に来たことがある京奈和高速道路の

御所南ICの開発現場のはず。 貰った地図には秋津遺跡と書かれてい

るが、この秋津遺跡に隣接する中西遺跡だ。                            

実際にはこの二つの遺跡が 特殊大型建物が建つ祭祀区画を持つ一つ      出発点の近鉄御所駅前 2015.8.23.  

の大集落だということが今回の目玉である。地図から見ると遺跡の場所にはJRの御所駅や玉手駅からもいけるので、遺跡へ



向かう人は分散したのだろう。 

 あの広大な御所南IC建設現場全体に広がる2000

枚を超える弥生前期の水田遺構広がりはこの奈良盆

地南部一帯が豊穣の地で「王城」になりうる源泉だ

と感じた強烈な印象がある。 

あの水田群はいまはどうなっているだろう・・・ 

それを見るのも楽しみである。 

 

現地説明会のある中西遺跡には何度か通ったことが

あるのでよく知った道である。 

駅前を南北に走る国道24号線を南に少し下って、 

葛城川にそそぐ柳田川の橋の向こうにある鴨都波        駅で貰った現説のある中西遺跡への地図 

神社に立ち寄って、そこから東へ道なりに集落と田

園地帯を抜けてゆけば、秋津集落である。 

 駅前で「一緒にタクシーで行きましょう」と声を

かけてもらったのですが、今日は鴨都波神社に立ち

寄って、ぶらぶら集落を抜けて歩きたかったので、

「ぶらぶら歩きます」と断り、右手に葛城山をちら

ちら眺めながら駅前の国道24号線を南へ歩き出す。 

国道が坂になったところが、この葛城の地を南の風

の森峠から北へ金剛・葛城山の山並みの丘陵地の裾

を流れ下ってきた葛城川にすぐ左手東で注ぐ柳田川

に架かる橋で、橋の向こう左手にある森が古代豪族

鴨氏の氏神鴨都波神社である。             南の風の森峠を越え、五条・紀の川へ向かう国道24号線近鉄御所駅前で 

柳田橋に来ると右手に大きな葛城山が堂々とした姿を見せてくれ、橋の向こうに鴨都波神社の森。  

   

     柳田橋周辺から眺める堂々とした葛城山(写真中央)と橋の南鴨都波神社の森(写真右) 2015.8.23. 

   

古くから鴨氏が信仰していた鴨都波神社 この一帯は弥生の鴨都波遺跡 2015.8.23. 

鴨都波神社は鴨氏の氏神 事代主命（事代主）と下照姫命を主祭神とし、建御名方命を配祀する神社で、高鴨神社（高鴨社）・



葛城御歳神社（中鴨社）に対して「下鴨社」とも呼ばれる。 

またこの神社一帯は「鴨都波遺跡」という遺跡で、弥生時代の土器や農具が多数出土

しており、この葛城の地にやってきた渡来系と言われる鴨族がこの地に住みついて農

耕をしていたことがわかる。  

鴨都波神社の中を東に抜け、再度川の土手に出て、土手を東へ葛城川の合流点で和歌

山線の踏切に出る。一旦踏切を北側に渡り、すぐの豊年橋を渡って、葛城川の対岸へ。

そこから再度和歌山線を南へくぐり、真っ直ぐ南へ秋津の集落へ。 

   

           鴨都波神社の中を東に抜け、再度川の土手に  2015.8.23. 

田園地帯を南へ 秋津の集落へ行く古い一本道。 この一本道に入ると数多くの人たちと行違う。やっぱり 今日の現地説明

へ出かけた人が多いようだ。左手は蛇穴(さらぎ)の集落の家並。右側東には緑の田園が広がり、田園地帯の向こうに完成した

京奈和道路が見えてくる。 

「蛇穴」の難地名が示す通り、この一帯は古くから開けた所。 

 

 秋津への一本道 東側には広々と田園が広がり、右手奥が秋津・中西遺跡のある秋津集落  2015.8.23.蛇穴集落周辺で 

  蛇穴(さらぎ)とは読めぬ珍しい名前であるが、蛇穴と書いてサラギと読むのは、蛇がトグロを巻き、穴をつくる状態を 

  サラキまたはサカケというからといい、この地には 

  「 役行者が鴨の神と共に、怪しい女の化身である大蛇を追い払った。大蛇は追付の森から 

    さらに西南の方へ逃げて行き、市部村の西の大きな穴の中へすくみこんだ。 

        役行者はこれを野口明神とあがめ、その穴を小石で埋められた 」との伝承が残る。 

  この蛇穴集落周辺は曽我川・葛城川が流れ下る氾濫地で周辺の集落の水源地でもあり、 

  竜神信仰・水への信仰が強いところであり、この伝説が残るのかも・・・・ 

  また、サラキの音には今来(いまき)の意味があり、上記の話とが混ざって この地名ができたともいう。 

 蛇穴の集落を抜けると右手に西側の視界が開け、金剛・葛城山が遠望され、その前を西から東のJR玉手駅の方へ行く 

 県道とクロスする。この道を渡ると秋津集落である。 

  



蛇穴の集落を抜け、JR玉手駅の方へ行く県道を渡るとまもなく秋津集落にはいるとほぼ集落の中心部 東側に秋津小学校の 

建物がみえ、多くの人が道を行き来している。学校のすぐ南の道の反対側が今回発掘調査された場所。  

 
秋津集落の中心部とそこにある秋津小学校 2015.8.23 

東側の家並が途切れた所に出るとぱっと東側に発掘調査地が広がっていて、発掘調査面の中に多くの人が入っていて、 

その奥を高架と土盛りで南北に抜けてゆく高速道路が見える。 

資料によれば下記写真(その1)の右奥 発掘調査地の北東側奥のIC部分周辺が祭祀区画などが出土した秋津遺跡部分で 

その手前 今回調査地点である中西遺跡に隣接している。また、2011年に訪れた弥生時代前期の水田跡発掘調査地点は 

もう少し奥の高速道が今あるあたり。ICの工事で数多くの重機が走り回割る中、其処ら中一面に白く周囲が縁取られた 

弥生時代前期の水田跡が並んでいたその痕跡は今は全くない。 

  (2011年発掘調査された弥生の水田跡の主は現在の高速道路部分とその向こう側ですが、もうきれいに埋め戻されている。) 

 

現地説明会が開かれた今回の発掘調査地点 第26次中西遺跡 発掘調査地(その1南西側) 

 

現地説明会が開かれた今回の発掘調査地点 第26次中西遺跡 発掘調査地(その2 南東側部分) 



 

道から現発掘調査地の中を眺めると 西北から東南方向に溝

状に長くのびた部分が数多く見られるが、この多くはかつて

の流路と人工的に作られた溝の両方があり、その流路に沿っ

て 数多くの竪穴住居跡や土坑そして井戸も出土していると

聞きました。 

一番南の発掘調査地の西南角の入口から東へ続く道から発掘

調査地にはいる。道の東側が発掘調査面で南側はブルーシー

トで覆われ、今回公開されていない。 

 

 

 

 
 



 入口から今回公開された発掘地点の南端を通って南東隅 東の縁にテントがあり、ここで資料を貰う。 

 また、テントには今回発掘された遺物の一部が展示されていた。  

 また この北側広場に本遺跡の解説案内板パネルが建てられていて、ここで今回の調査の現地説明が行われた。  

 

発掘調査地の東縁に立てられた遺跡解説案内板並びに発掘遺物展示テント 2015.8.23. 

今回の調査地点では主として隣接する中西・秋津両遺跡の中西遺跡側で主に竪穴住居跡が出土しているが、 

今回の現地説明の主は隣接する両遺跡がもともと一つの遺跡であることが判ったこと。  

そして この大集落遺跡が「独立棟持柱建物」と呼ばれる建物跡やそれらを板塀で囲んだ「方形区画施設」を有する 

祭殿のような祭祀空間のある祭祀に携わる大集落の可能性が高いことが現地説明の主で 現発掘調査地を含めた秋津・ 

中西両遺跡と呼ぶべきこの大集落について解説が行われた。 

  その概要パネルの写真を整理して、現場写真の後にまとめて示しました。 

 

      秋津・中西遺跡の発掘調査遺構跡と今回の調査地遺構跡の概略図   現地説明資料より 

 



資料によると今回の発掘調査面からは26棟の竪穴住居を主に掘立柱建物・土坑や井戸・溝などの遺構が出土しているが、 

川の流路と思われる細長い溝が発掘調査面のほぼ中央を南西部から北東部へと走り、その両側に竪穴住居がたちならんで 

いる。川の両岸に居住区があり、また南端も川で区切られていたようだ。 

まず それと遺跡全体を眺めようと見学順路にしたがって、東側の縁から発掘調査面に入り、北側にある見学台に登りに行く。 

 
     今回の発掘調査面を南の縁の通路から南側から眺める 中央に見学台が見える  2015.8.23. 

 

          発掘調査面北側の中央部の見学台から眺めた発掘面北東部  2015.8.23. 

       写真中央を上から下に発掘された溝状の流路があり、その両側に建物遺構や土坑が見える 

       また、写真 左側奥の高速道路高架橋のあたりが、祭祀区画が出土した秋津遺跡で、 

       そこにつながる掘立柱建物遺構も竪穴住居群と共に流路の左側手前に見える  

 

掘立柱建物遺構 



 

発掘調査面のほぼ中央を南西部から北東部へと走る流路(手前)の南側部 2015.8.23.  

 

東の縁から北への発掘調査面中央部へ行く見学通路 

   

      土坑に破棄された祭祀に使われたと思われる土器片              竪穴住居内の遺物 



   

                   竪穴住居3 遺物出土状況  2015.8.23. 

 

         竪穴住居が川岸に沿って整然と立ち並ぶ居住区の中心部  2015.8.23. 

竪穴住居跡は、約３〜１０メートル四方のもので、今回出土した中西遺跡部分の26棟と秋津遺跡で出土したものを合わせ、

２遺跡で計８１棟が出土。祭殿に従事していた人々が住んでいた可能性がある。 

居住地域では、直径約６センチ、重さ約１００グラムの鏡形の石製模造品や高坏 多数の廃棄された土器片など祭祀用の遺物

が出土した。  

今回 公開されたものはまだ ほんの一部。遺物の整理はこれからだと思うが、一般の暮らしで使われた遺物などはほとんど

ないのか? 現地説明では触れられなかった。現場で聞いた学芸員の話では纏向遺跡と同様「生活の匂いのしない遺跡」といい、

祭祀のための大集落遺跡と言うのが大方の見方。 

また、4世紀 古墳時代前期の遺跡と言うことを踏まえ、「集落の規模や構造から葛城地域の首長では収まらず、初期の大和政

権が運営していた祭祀用の集落ではないか」と見られている。興味のあったこの地域で興った豪族 葛城氏は 5世紀であり、

関係は薄いようだ。  



 ≪ 中西遺跡・秋津遺跡は 中西・秋津遺跡と呼ぶべき古墳時代前期の祭祀空間のある祭祀に携わる一つの大集落 ≫ 

           発掘調査地の縁に展示された解説パネル等整理 

 

      

 

  

 



 
緑の田園の中で見た古墳前期の祭祀区画を持つ特別な大集落が 奈良盆地の南端の秋津にあらわれた。 

纏向に匹敵するような祭祀を主とする大集落がこの葛城の地に存在した理由の解析もこれからだろうが、重要な課題。 

日本誕生・初期ヤマト王権にとってのこの地域の重要性が強く浮かび上がってくる。 

この地にたたずめば、南の風の森から紀の川を通って西国へ  西へは水越・竜田越の峠越えで河内・瀬戸内へ                                    

東は飛鳥・吉野への道   北へたどれば 纏向・三輪から東国・日本海へ  

まさに時代を先行く交通の結節点。渡来人も数多くこの道をたどり、文物の交流の要の役割が見えてくる。   

そんな重要ポイントであることを示す縄文から続く集落・文物交流の歴史。 

大陸・朝鮮半島との人・文物の交流があった通商路「古代の鉄の道」でもあるこの道に大集落が時代時代姿を変えて現れた。  

                            

前回訪れた時強烈な印象を残した弥生前期の大水田跡群はもう緑の田園の中に帰って行ったが、 

今 また 目の前に 纏向遺跡とほぼ同じ、特別の祭祀区画を中心に計画的に作られた大集落がベールを脱ぎ始めた。   

古墳前期 4世紀 日本誕生・初期大和王権につながる重要な大集落であったに違いない。  

また、北の琵琶湖岸 守山市の伊勢遺跡でも 弥生後期から古墳時代前期にかけて このような祭祀の区画を有する大集落遺

跡が出土している。これから どんな展開がはじまるのか 楽しみにしている。 

取り囲む緑のベルトの中 久しぶりに夏の心地よさを感じながら、遺跡を後にして、秋津集落の南 室宮山古墳のある集落を

抜けて、葛城川沿いの国道24号線へ。途中 室の集落で かつて一緒に仕事をした仲間の元気な姿も見ることができました。、  

気分爽快 暑い夏の心地よい風にも出会いたくて 風の森峠から南郷への田園地帯 金剛山麓walkへむかう。 

 

                  2015.8.23. 秋津から南西の室集落から国道24号線への道をたどりつつ  

   

            秋津・中西遺跡周辺から眺める「葛城」の象徴 金剛・葛城山 2015.8.23. 

 



 

 【 参 考 資 料 】 

    

   1. 御所市 中西遺跡第 26次調査 現地説明会資料   2015.8.23. 

       http://www.kashikoken.jp/from-site/2015/nakanishi26paper.pdf 

     2. インターネット 8月 20日新聞各紙朝刊 報道記事 

 

    

  

  【参考  関連和鉄の道・Iron Road 】 

   1. 国内最大級弥生時代前期の水田跡２千枚が出土?御所市 中西遺跡            2011.11.25.  

    「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」    

     高い計画性と技術は大和の国力の源泉                                     

     http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron16.pdf  

  2. 金剛・葛城 山麓 葛城氏の鍛冶工房「忍海」                                      2005.2.   

     渡来人が住み鉄鍛冶の技術を伝えた古代「忍海   

     http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/5iron05.pdf  

  3. 古代  大和への道【4】 古代「紀路」紀ノ川の流れに沿って大和へ Country Walk   2007.7.       

          http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron15.pdf  

    4. 「卑弥呼の邪馬台国」の候補地を訪ねる【1】   

        東近江 野洲川南の湖岸近く弥生後期の大集落「伊勢遺跡」を訪ねる   2012.11.21.& 2013.2.11.  

          http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron04.pdf 

    5.  日本初の都市の出現 纏向遺跡を歩く                               2012.7.24 & 8.23. 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron07.pdf 
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      【写真アルバム】 

    風の森峠から南郷へ 金剛山東山麓 葛城の道walk  2015.8.23.  

  さわやかな夏の風を感じたくて 古代葛城氏の生産工房が眠る美しい棚田が広がる田園地帯    

  

        御所市葛城川の岸より 金剛山麓葛城の道 南郷を遠望  2015.8.23. 

  
御所市室周辺より 中央に河内へ抜ける水越峠 左：金剛山 右:葛城山   2015.8.23. 

   

           国道24号線西寺田で 左: 南 風の森峠・五条紀の川へ 右: 北 葛城山・二上山山裾から大和川竜田越へ  

              奈良盆地南部「葛城」は古代から 大陸・朝鮮半島の交流拠点 その流入口を眺める  

金剛・葛城山の山裾「葛城」は古代から新しい風が吹きくるところ   

特に南の紀の川への出入り口「風の森峠」は今も心地よい風が吹き抜け、   

山麓の傾斜地に美しい棚田が広がる田園地帯を縫って、歴史古道「葛城の道」が北へ伸びる   

久しぶりに夏のさわやかな風を感じたくて 風の森峠から葛城氏の南郷の郷を訪ねました 

 

中西睦夫
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 風の森峠から南郷へ 葛城道 参考図  

金剛山東山麓傾斜地を北の葛城山麓へ伸びる古道 

  

  

  

 



    

金剛・葛城山麓の丘陵地にこんなに数多くの棚田が整然と並ぶ美しい田園地帯がある。 

この地周辺は日本でも一番早くに数多くの水田が広がった地(弥生前期 中西遺跡)であり、また、この丘陵地の中を葛城

古道が南北に抜けてゆく。ここは 古代の鴨族・葛城氏の発祥の根拠地で、大陸・朝鮮半島との交流路の入口でもありました。 

南の入口 風の森峠から 心地よい風 新しい風か吹き抜けてゆく。  

この美しい田園地帯の棚田の下には 5世紀この地を本拠とした葛城氏が鍛冶工房などの生産工房を営み、この下にはその生

産工房が眠っている。 何度かこの葛城氏の本拠地を訪ね、美しい棚田が広がる田園やこの田園を吹き抜ける風の心地良さを

知りました。 

夏の暑い一日ですが、御所の秋津・中西遺跡を訪ねた午後 是非 風の森峠から南郷への古道葛城の道を歩きたいと。 

 

 

風の森峠から南郷へ 金剛山東山麓 葛城の道 

 



 

   
 

風の森峠 

このあたりが日本で早くから水田稲作を始め

た地といわれ、金剛山から吹き下ろす風が強

く、五穀豊穣と風水害をさけるために風の森

峠の頂上の森に風の神 志那都比古神を祭っ

た(風の森神社)。このことから このあたり

を「風の森」と言うそうだ。             

ただし、地名も「風の森」という森も実際には

ない。                                  

また、この風の森周辺は「鴨神」といい、渡来

系と言われる豪族 鴨族発祥の地であるこ

とから「鴨神」の地名が生まれたようだ。   

 

 



 

   

   風の森峠から西へ金剛山麓の傾斜地へ登る急坂 登り口に高鴨神社・風の森の標識が立っている   2015.8.23.  

 

鴨神への急坂を喘ぎあえぎ登る 暑さにばて気味 前は稲穂と空だけ、登り切れば きっと・・・ 



 

喘ぎながら登り切るとパッと視界が開け、緑の棚田が目に。 

南正面には吉野・紀伊の山並みが、棚田の向こうに広がる。 畔に座り込んで 紀伊からの風の臭いを楽しむ。 

前にここを歩いたときは 強い風が吹き抜けていましたが 今日は暑い。 でも座り込んでいると心地良し 

 

      喘ぎながら登り切るとパッと視界が開け、緑の棚田が目に 風の森峠周辺で  2015.8.23.   

  

        北側は金剛山の傾斜地に広がる田園 葛城山があんなに小さく 2015.8.23.  

        葛城の道は 鴨神へは左に折れて 金剛山の正面山裾へ登ってゆく   

この「風の森」の石柱は奥の高鴨神社への道標を示すものと思っていましたが、 逆で右へ  

風の森峠の頂上にある風の森神社への入口を示す案内と後で知りました。   

 



 

  

     広い道路との交差点を北に折れると向こうに赤い鳥居のある高鴨神社の森が見える  2015.8.23. 

   

          巨樹の緑に包まれた静かな森の中に高鴨神社の本殿がありました  2015.8.23. 

    金剛山が背後にしていると思っていましたが、葛城の斜面地を背後に まっすぐ南 紀の川の方を向いていました 



この鴨神は鴨氏一族の発祥の地で、高鴨神社はその氏神として祀

られたもの。 京都の上賀茂神社、下鴨神社の本家にあたる神社。   

本殿は三間社流造りで、国の重要文化財に指定されている。   

祭神は天孫降臨神話の国譲りに登場する大己貴命（大国主命）の子

で迦毛大御神とも称され、 この鴨神の森に座し、皇孫の守護をし

た神。   

鴨氏はこの丘陵から奈良盆地に出て、葛城川の岸辺に移った一族が

鴨都波神社を、また東持田に移った一族が葛木御歳神社を祀った。

後に、高鴨神社を上鴨社、御歳神社を中鴨社、鴨都波神社を下鴨社と

呼ぶようになった。                                 

 
 

高鴨神社の森に沿って ぐるりと金剛山側をま割り込んでさらに北へ 葛城

の道を行く。この先は伏見・高天原・極楽寺を経て南郷へ 

御所のある奈良盆地 そして 風の森峠からも随分高い高台の斜面地を北

へ向いて道が続く。 

金剛山山腹の巻き道

であるが、斜面地全

体によく整備された

棚田が張りめぐらさ

れていて、全く山道を歩いている気がない。 

よく整備された棚田か続く中を、点々と古代から住み継がれてきた集落

がこの斜面地のあちこちに散らばって続き、北側遠くには奈良盆地 南

側には吉野・紀伊の山々がみえる。 西側すぐ横には金剛山から葛城山

の山体の山襞が迫る。  

水分補給しながらの夏の暑さを別にすると、それも心地よい。 

さえぎる物のない素晴らしい田舎の田園風景を楽しみながら ぶらぶら歩く。 

 



鴨神から伏見へ 谷筋をトラバースして、伏見地区に入ると、また、一気に視界が開け、北の奈良盆地側が見晴らせる。 

また、道に沿って 道の上段・下段に広がる緑の棚田が実に気持ちいい。

 

   

  

 



   

  

 

伏見地区の田園をながめながら、また一つ金剛山の枝尾根を越えると高天原集落への入口。 まだ、この上に集落がある。ちょ

うど金剛山頂上の真下の位置で、頂上ではないが、奥に鉄塔が見えて、金剛山の中腹と言える位置。 高天集落はこの金剛山の

東斜面地の一番高いところにある集落で記紀に記されている「高天原の伝承地」である。 

 古事記神話に記されている高天原については諸説がありますが、この御所市の高天も、古来より神話の世界である 

 高天原の伝承地で、この高天原集落の静かな森の中に古代豪族葛城氏の氏神高天彦神社がある。  



 記・紀神話の中で、出雲へ国譲りのための使者を命令した高皇産霊神（たかみむすびのかみ)を祭神とする。 

 その孫が高天原から地上へ天降った瓊瓊杵尊（ににぎのみこと）。 

また、神社東方には「蜘蛛窟」が残っている。 巨大な土蜘蛛が住んでいた場所とも、千筋の脚があった土蜘蛛が埋められた

跡との伝承があり、『日本書紀』には、この土蜘蛛伝承から“葛城”という地名が生まれた経緯が語られている。  

高天原へのきつい坂道をのぼりきると人家が見え、棚田が広がる美しい景観が見晴らせる。 高天原集落と思いましたが、、高

天原への道はまだ上へ 森を抜けていく道が続く。 ここへきて、汗が噴き出す。 

 

  

          高天原 高天彦神社 参道入口 車道は右へ曲がって さらに奥へ続く  2015.8.23.  

  

   高天原 高天彦神社 参道入口さらに奥 高天原に車道が続く 2015.8.23. 

ここで  ついに水切れ        

きつい 座り込んで 眼下の

景色をしばし眺める。 

少し登りましたが、まだ 南郷

を歩かねばならないしと       

ここで 下ることに  

 



 

   

   

  インターネットから採取した高天彦神社 

 

残念ながら今回は行きつくことができず。次回です。    

暑さに水切れはやっぱり堪えました。 

でも 一番高いところ 眼下に広がる田園の眺めは最高でし

た。 

 



高天からまっすぐ極楽寺集落の県道へ降りる。 途中 田圃の畦道に入って北へ下りながら元の県道まで戻る。 

出た所は 以前 葛城氏の祭殿が出た極楽寺ヒビキ遺跡の現地説明会に行った時に 案内バスを降りたところ。 

ここから 極楽寺ヒビキ遺跡へ向かって 下の集落へ下ったところだった。 眼を北の県道に向けるとすぐ県道の西側に極楽

寺が見える。 今 極楽寺ヒビキ遺跡はどうなっているのだろうか?  

   

       来た道へすこし下ったところから、わき道に入って 農道を県道まで下る  2015.8.23.、   

   

      県道へ出た所 ここは以前 葛城氏の祭殿ヒビキ遺跡の入口で案内バスを降りた所だつた インターネツトより 

  

     道の左手に極楽寺 その向こう右手に鉄塔の見える森が見える 

    葛城氏の居館・祭殿が出土した極楽寺ヒビキ遺跡は 正面鉄塔の手前すぐ下の 

    南郷を見下ろせる高台      

    寒い寒い 2月の朝 凍えそうになりながら発掘現場を見学した記憶がある。 

 

 

 

 

 



  道は鉄塔の見える森をまきながらの下り坂。長い下り坂 右手の標識には「何号」。すぐ横に先ほど見た鉄塔。  

   残念ながら ヒビキ遺跡の中へは行けませんでしたが、坂の正面は、また視界が開けて南郷の田園が広がっている。 

   

      鉄塔の所からはさらに北へ下る坂道で南郷に下ってゆく  2015.8.23. 

    

       極楽寺から南郷へ下ってゆく坂道からは眼下に南郷の田園地帯がひろがっていました  2015.8.23.     

   

                葛城の道より すぐ直下の南郷の田園地帯を見下ろす  2015.8.23.   



南郷の丘陵地の主要部はすぐ下。 樹木に覆われて見えていないが、 南郷の傾斜地の一番下の国道24号線に近い下茶屋周

辺が見えている。 緑が実に美しい。  

奈良盆地の東の端を縁取る青垣の山々 中央に三輪山がみえ、室生の山々へと続き、 それらの山々をバックに 左奥から中

央部にかけては遠く奈良盆地の中央部が見え、 大和三山も見えている。 また、その右奥に室・宮山古墳が見えている。 

一番手前が南郷の田園地帯である。 

 

北の名柄へ向かう県道 30 号線・葛城の道から外れ、南郷地区井戸・佐田の集落へ入る手前の道から、東へ南郷の田園地帯へ降り

てゆく。 今までの金剛山に代わって 北西側に葛城山がどっしり座っている。 

田園地帯の中にぽつぽつとし小さな集落が点在し、その週宇井には美しい棚田 緑の田園が広がっている。 

このよく整備された段々の田園地一帯はかつて、葛城氏の生産工房に関係した南郷集落群があった。   

葛城氏の鍛冶工房跡を訪ねて何度か訪れたことがあるが、この田園の中を歩くのは本当にひさしぶり。   

     

   南郷地区の井戸・佐田の集落に下る少し手前から東へ下る  見上げると北西側バックに葛城山 2015.8.23. 

  

 夕暮れ時 南西側の南郷の田園地帯に野焼きの煙がたなびいている。 見たかった南郷の田園の景色。 

   

 見たかった南郷の田園の景色 左;南郷の田園 中央:南郷の一番下を流れる葛城川 南郷の北端 水越峠から葛城山 



 

       美しい田園地帯が広がる南郷の田園で こんな写真もとれました 2015.8.23. 

       

    



     

                                                         2015.8.23. by Mutsu Nakanishi 

   参考 和鉄の道・Iro n Road  

1. 金剛・葛城 山麓 葛城氏の鍛冶工房「忍海」    渡来人が住み鉄鍛冶の技術を伝えた古代「忍海   2005.2.  

2. http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/5iron05.pdf  

2. 古代  大和への道【4】 古代「紀路」紀ノ川の流れに沿って大和へ  Country Walk    2007.7.  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron15.pdf  

    3. 「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」  

        国内最大級弥生時代前期の水田跡２千枚が出土?御所市 中西遺跡         2011.11.25.  

            高い計画性と技術は大和の国力の源泉     

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron16.pdf  

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/5iron05.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron15.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron16.pdf


   京都北山の最北部 三国峠周辺の山里の秋を巡る 2015.9.20. 

   旧鯖街道 根来・針畑越 & 丹波 芦生・美山への入口 朽木 生杉から美山茅葺集落へ 

  
        京都の田舎 大原 黄金色の田の畔を赤い彼岸花が縁取っていました 2015.9.20. 

     

      若狭・京都・近江の国境三国峠の下 旧若狭鯖街道 朽木針畑地区生杉集落 

 

       若狭・京都・近江の国境三国峠の下 朽木針畑地区生杉集落は 

       旧鯖街道 根来・針畑越 そして 丹波への三国峠越の古道の入口  

       一度是非歩いてみたかった場所 

       京都から 連休の渋滞を避けての帰り道に家内の運転で清流 安曇川を遡り、 

       北山原生林の森に抱かれた山里若狭・京・近江をつなぐ歴史街道を訪ねました  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 真っ青な秋の空 若狭街道《鯖街道》国道367号線を北へ   

高野川沿いを大原から途中越。そして、滋賀県側の安曇川沿いをさらに北の坊村から朽木へ。  

今日は旧鯖街道 三国峠周辺の北山最北部に分け入り、ぜひとも一度歩いてみたかった若狭・京・近江国境 針畑・根来越の 

京都側入口周辺に足を入れたい。そんな思いを胸に安曇川に沿って 葛川から朽木へ至る鯖街道を走る。 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
四角形

中西睦夫
スタンプ



 

 

 



 

 

 

 前記した若狭・京・近江国境 針畑・根来越は ナビや地図では 幾つも細い林道が記されていて、一般車道は 

 見つからないのですが、インターネットには峠越の記事がある。  

 また、以前 若狭小浜側から、遠敷川を遡って 若狭側の上根来まで行ったのですが、 

「行けぬことはないが、車ではむつかしい」と聞いて引き返したことがある。  

 それから 数年 どんなところか、前々から気になっているところで、国境の峠 針畑峠を南に下った滋賀県 

 朽木針畑「生杉」集落が京都側の峠側の入口周辺なのですが、山深い山中の里 足を踏み入れたことなし。 

 また、ここは三国峠越で 由良の源流 芦生から美山への古道の入口でもある。  

 こちらへも林道が伸びているのですが、確かなことは判らない。  

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



 うまくゆけば 芦生の原生林を経て、美山へぬけられるかも・・・・・。  

 山越をして 芦生の森からそのまま由良の源流沿いを南美山町の茅葺の里をめざされば  

 私の新しいルートが開拓できると。 

 

いつもの事ですが、 まったく下調べもせずの風来坊 まあ 地図があり、未知とはいえ周辺は何度も出かけたことがある京

都北山。 自然一杯の京都の田舎・山里の秋景色を満喫。 「知らなかった意外な景色を幾つも見られたなぁ」とルンルンで帰っ

てきました。 

 今回 初めて行った 若狭・京・近江国境 針畑・根来越の入口 朽木針畑「生杉」  

 交通の便も大丈夫そうなので 若狭への道・芦生への道 是非一度トライしようと思っています。 

 だんだん季節感がなくなってきた昨今 また 旅行ガイド片手のツアーがもてはやされる昨今ですが、ガイドブックに載ら  

ぬ自分だけのツアー 見知らぬ土地に足を踏み入れるのも一興。 

また、私のCountry Walkの写真羅列のメモですが、私の知らなかった京都の秋の写真アルバム 

ご参考になれば。 

 

  【参考 和鉄の道 Iron Road 】 

  1.  若狭小浜 旧若狭街道 針畑越 根来道 遠敷(おにゅう)の里 & 鵜の瀬   

     古墳時代 朝鮮半島との交流の玄関口「若狭」を再度訪ねる     2011.8.30.   

     2.3. 若狭と大和の深い関係を示す 若狭 遠敷川(おにゅうがわ)鵜の瀬の水送  

     http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1110unose03.htm  

   2.  京都北山ドライブ 花脊峠・佐々里峠を越えて 由良川源流へ                       

        北山の森・大悲山 峰定寺・美山「かやぶきの里」を訪ねる     2012.9.17.  

     http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/1210miyama00.htm 

 

久しぶりにデカンショ街道を走りたくて、美山茅葺集落から西の安掛峠に出て 地図と見比べながら 由良川と別れて県道１

９号を南下して園部へ。 そして 国道３７２号 デカンショ街道を真っ直ぐ西へ 篠山へ出て神戸に向かう  

今回 やっと気になっていた京都北山の最北部 三国峠周辺の山里を巡ることができ、また、美山茅葺集落にも・・・・。  

９月シルバーウイーク 京都を含め、各地で渋滞が続く中全く渋滞に巻き込まれることもなく、 

自然一杯の京都の田舎・山里の秋景色を満喫して  

「今日は知らなかった意外な景色を幾つも見られたなぁ」と一日を振り返りつつ、            

デカンショ街道を夕日と競争しつつ神戸へ走る。  

今日も楽しい京都北山 京都最北部を巡るCountry walkが楽しめました。  

 

                       20105.9.20.夕  Mutsu Nakanishi 

   

 

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/walk7/1110unose03.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2012htm/walk9/1210miyama00.htm
中西睦夫
直線

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



《 写真帳 京都北山の最北部 三国峠周辺の山里の秋を巡る 2015.9.20. 》 

  

  

  

  



  

  

  

  
 



  

  

  

  
 



  

  

  

  

 



  

  

  

  

 



  

  

  

  
 



  

  

  

  
 



  

  

  

  
 



  

  

  

  
 



  

  

  

  



 

     縄縄文文のの心心をを映映すすスストトーーンンササーーククルル  

- 縄文の円環を訪ねて – 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  
 鹿角 大湯ストーンサークル   鷹巣 伊勢堂岱遺跡     青森 小牧野遺跡 

 

  みなさんには どのように 映りますでしょうか  

         

　 　 平 成 1 9 年 7 月 作 成

　 　 　 　 　 　 　 平 成 2 1 年 1 月 整 理 改 訂 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　Mutsuo Nakanishi 

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



 
 縄文の遺跡を訪ねて 風来坊  縄文の円環遺構 レビュー – 

  
鹿角 大湯ストーンサークル と 青森 小牧野ストーンサークル 

みなさんには どのように 映りますでしょうか 

 

                      200７年 ７月    By  Mutsu Nakanishi 

 

○ 三内丸山縄文遺跡で、縄文人の精神世界を語る赤坂憲雄さんの講演に魅せられて、訪ねだした縄文 

集落の中心の広場に眠る祖先・死者をサークル状に取り囲んで住居を建てて暮らす縄文人 

そんな縄文人が作った「ストーン サークル」 

◎ ストーンサークルは縄文の心・世界観を映す  

◎「戦さ・穢れをしらず、死者を忌み嫌わず、心やさしき縄文人」  

そんな言葉にも魅かれています。     

ストーンサークルに魅かれるのはその円環ばかりでなく、日時計状遺構の存在  

この円環と石柱 これが何を表し、一体となってどんな縄文の心・世界観を表すのだろうか・・・  

 

「縄文人の心」が共同墓地のある広場を住居群が取り囲む

縄文の環状集落を作り上げ、「ストーンサークル」絆の象徴

とした共同墓地・共同祭祀の場を作る。北海道の周堤墓や

北陸・越後のウッドサークルも同じ趣旨であろうか????  

 縄文土器などにもこの「サークル」・「渦巻き」文様が繰り

返し描かれている。そして、このサークルを立体的に構造

化する「木柱」・「立石・石棒」の存在。 

 

この資料を整理している途中で ストーンサークル・立石

と木柱が建つ糸魚川市の縄文遺跡 寺地遺跡のジオラマを

見ました。縄文の集落はこんなだったのか・・・・・と今

まで見てきた縄文集落やストーンサークルなどをだぶらせ

ていました。 

この縄文人が残した「サークル」と「柱」・立石・石棒はどんな願いがこめ

られているのだろうか 

今 何を感じればよいのか 

  

今まで訪れた縄文遺跡を もう一度 引っ張り出して 

この視点で整理してみました。 

かつて、訪ねた縄文人の円環遺稿のアルバムを提供します 

皆さんには どのように映るでしょうか･････ 

 

  

                   

 

 

縄文後期のモデル ストーンサークルと周堤墓

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
テキスト ボックス
 「縄文の心を映すストーンサークル」のスライド動画が下記サイトにあります　http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm

中西睦夫
四角形

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm


縄文人の「円」と「柱」は何をあらわすのか・・・ 

 

大型化した大集落が 縄文中期末以降の寒冷化による森や海の変化によって、集落が維持できず、分散移動を余儀なくされ

た集団の共同墓地・祭祀の場所と考えられている。また、石棒は生殖・再生のシンボルといわれている。でも、集落内に立

つ立石の数々や巨大柱にまで広げると もっと広い永遠・「再生・命の継続」と言った願いがこめられているのではないでし

ょうか････ 

 三内縄文遺跡で講演された森本哲郎氏はこの「柱（ハシラ）・ハシ」の言葉に「異界をつなぐ」という意味を説き、後に「端・

橋・箸・梯・柱・艀」などに当てられる意味から「天上と大地 生者と死者」をつなぐシンボルを見る。 

諏訪大社御柱祭 伊勢遷宮御柱はそんな縄文の祭祀の今の姿なのかもしれない。 

「縄文人はすばらしい景色が広がる高台に住んでいた」が私の縄文遺跡を巡った印象。 

それからすると私の感じもそれに近い。 

 

「柱」に「異界をつなぐ」意味を見出し、「サークル」は「大地・自然・集落」か??? 

「円」と「柱」は それこそ森の民 縄文人が毎日みなれた森、畏敬する自然か  

そして、それらを通して亡くなった祖先と対話し、永遠と再生を願う。 

 

石棒を中心に回りに石を配する三内丸山遺跡の小型のストーンサークル墓が立ち並ぶ墓の道 

埋葬された死者が天空と大地・村を通う出入り口がストーンサークルではないか???? 

そしてこの円環が大地・村・自然へと広がっていったのではないか???  

もちろ、死者と生者とをつなぐ?????  

これらと同じようにして、数々の縄文の円環が意識され、展開して行ったのではないだろうか・・・・  

1. 縄文が色濃く残る東北には今も屋敷庭墓が残る。 

2. 縄文の竪穴住居の入り口付近には、幼児・胎児を埋葬した甕と石棒 .  

3. 広場・墓地を中心とし住居がそれを取り囲む環状集落  

4. 土偶. 縄文土器  現代に通じるダイナミックなエネルギーとその形・文様にこめた願いと祈り 

これらの縄文時代を代表する精神文化・遺物も 「縄文の宝物」として、輝いて見える。 

天空にまっすぐ立つ巨木にエネルギーを感じて数々のモニュメントが造られた「円＋柱」。それが 生活の場「村・大地」そ

して「山」「森」の「自然」を表わし、「自然への畏敬と対話を通じて、共に永遠の命を願う心」が「縄文の心」「日本人の心」

として今にまで 連綿とつながっているのではないか？？？？ 

縄文遺跡に立ち、眼前に広がる大自然のパノラマの爽快感を味わいながら、そんなことを思い浮かべます。 

縄文遺跡そして ストーンサークルに代表される円環遺構にどんなイメージを感じられるでしょうか??? 

私の今までに歩いた縄文遺跡の円環遺構をそんな視点でリストアップして、整理しました。 

 

○ 参考資料 

1.三内丸山発信の会「縄文ファイル」 赤坂憲雄氏および森本哲郎氏講演・対話ほか 

2.縄文文化の超自然観 -死と再生のシンボリズム･ 明治大学蛭川研究室公開資料 世界の人類学より 整理 

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~hirukawa/anthropology/area/ne_asia/Jomon/index.htm 

3. 発掘された日本列島 2005 & 2006 ほか  

4. 三内丸山遺跡から縄文列島へ「縄文文化の扉を開く」  

5. 三内丸山遺跡と北の縄文世界 ほか 

6. Mutsu Nakanishi H.P. 「和鉄の道縄文遺跡を訪ねる Country Walk」遺跡訪問記より 

 



 

 

 



      「 縄文の心を映すストーンサークル -縄文の円環を訪ねて- 」 

 1. はじめに 

   ○ 縄文人の精神世界を語る赤坂憲雄さんの講演に魅せられて、縄文を訪ねだしました  

◎ ストーンサークルは縄文の心・世界観を映す 

       ◎「戦さ・穢れ をしらず、死者を忌み嫌わず、心やさしき縄文人」 

「 日本人の心・和(環)を以って 貴し 」  

   ○ ストーン サークルに魅かれて 

     ストーンサークルに魅かれるのは その円環ばかりでなく、日時計状遺構の存在 

     これが なけれは、こんなに魅かれないだろう  この円環と日時計状遺構が人をひきつける   

     この円環と石柱 これが何を表し、一体となって どんな縄文の心・世界観を表すのだろうか・・・    

○ 縄文人の作り出した円環遺構 

土器文様をはじめ、縄文人は自分たちの生活の中で 数々の「円環」「同心円」のパターンを繰り返し使っている。 

そして、彼らの残した遺構にも数々の「円環」が現れる。 

  環状集落 環状・馬蹄型貝塚 馬蹄型盛土 環状列石 周堤墓 ウッドサークル 

 

そんなことに魅かれて、縄文のストーン サークルはじめ、縄文人が作り出した円環遺構を訪ねました。  

これには結論がありません。  

わたしの話もかつて、訪ねた縄文人の円環遺稿のアルバムを提供しますので、それぞれで、考えていただきたい。 

 

2. 定住村の形があらわす縄文の「精神文化・世界観」を考える【中西の勝手な思い】 

 

  1. 共同墓地のある広場を住居群が取り囲む縄文の環状集落 

岩手県西田遺跡・長野県梅ノ木遺跡・井戸尻遺跡・是川風張遺跡・御所野遺跡 

     そして、小さなストーンサークルが道脇に建ち並ぶ墓の道がある三内丸山遺跡 

この心が自然と円環集落を作り上げ、自然の中にある「円」と「柱」を強く意識させた???? 

 

       2.  縄文人の精神文化を支える「円」と「柱」 

○ 円柱と柱に「自然への恵みと畏敬」「命・再生の願い」をかけたのではないか ??????? 

 円        :  自然 大地・太陽 

 柱 ハシ・ハシラ ;  天上と大地 生者と死者等々異界をつなぐ (森本哲郎さんの説) 

 諏訪大社 御柱祭  伊勢遷宮御柱  端・橋・箸・梯・柱・艀 

天空にまっすぐ立つ巨木にエネルギーを感じて 数々のモニュメントが造られた 

「円＋柱」で 生活の場「村・大地」そして「山」「神奈備山」へと広がったのではないか????? 

○ 石棒を中心に回りに石を配する三内丸山遺跡の小型のストーンサークル墓が立ち並ぶ墓の道 

   埋葬された死者が天空と大地・村を通う出入り口が そのストーンサークルではないか???? 

      そして この円環が大地・村・自然へと広がっていったのではないか??? 

      もちろん、死者と生者とをつなぐ 再生のシンボル ?????   

   これら数々の縄文の円環を意識し、縄文の社会・文化が展開して行ったのではないだろうか・・・・ 

 

     1. 縄文人は死者を忌み嫌わぬ文化 それが連綿と東北には続く 屋敷庭墓⇔西日本埋葬墓と祈り墓の両墓製 

     2. お産・血に対する穢れ意識がない  住居内でのお産・住居の入り口付近に幼児・胎児の埋葬と石棒 

     3. 広場・墓地を中心とし 住居がそれを取り囲む環状集落  墓を作る意味 

     4. 土偶  土偶はすべて女性 土偶に込めた願い    

     5. 縄文土器  現代に通じるダイナミックなエネルギー  その形・文様にこめた願いと祈り 

 

○ 参考資料 

   1. 「縄文の自然観」  明治大学蛭川研究室 公開資料より 

   2.  赤坂憲雄講演・対話  三内丸山発信の会「縄文ファイル」より  

 

 



  3. ストーン サークル形成の目的と意味 

      ○ 定住生活と協業と階層の発生 

      ○ 定住化による人口増・気候の変化に伴う分村 

      ○ ストーンサークルの目的 

1. 分村にともなう共同祭祀の場 

    2. 分村に伴う共同の墓 

         3. バラバラになった村をつなぐ 階層の発芽     

4. ストーン サークルの変遷 

      ○ 三内丸山墓の道小型ストーンサークル→集落内ストーンサークル→集落外ストーンサークル 

           集落外ストーンサークルの位置 交通の要衝・地域を隔てる境界 

              三内丸山遺跡・長野県大野遺跡・大湯遺跡      

  5．縄文の心を映す「縄文の円環遺構」 

 



 

注) 太字で記した遺跡が、訪ねたことのある遺跡 通常字の遺跡は資料・インターネットで引っ張り出した遺跡です 

 

 

  6. まとめ  縄文のストーン サークルとは･･･ (Mutsu Nakanishi の私見 根拠はありません)  

 

縄文の円環遺構・円環紋様は「縄文人の絆・心の象徴」  

環状集落・ストーンサークル・ウッドサークル・周堤墓・渦巻紋様(土器・土偶ほか) 

ストーン サークルは共同墓地の性格が強く 同じ意識集団の祭祀の場でもある 

 再生・命の絆 それを天空・自然に求める縄文  



    ストーンサークルと日時計状配石・木柱列と御柱 それらは 生者と死者 集団 まだ見ぬ異界をつなぐ象徴 

縄文人はそれらを通じて会話しながら 定紋の社会・文化をはぐくんできたのではないか     

 

ストーン サークルと木柱列 その両方が一緒に立ち並ぶ縄文遺跡が、糸魚川 寺地遺跡にあるのをみつけました。 

ストーンサークルの東日本・ウッドサークルの北陸・御柱の諏訪・信州の文化圏の重なる 

縄文人交流の拠点 縄文の最大の交易品 翡翠の産出地 姫川に近い海を臨む糸魚川市青海の高台  

縄文中期から続く翡翠の加工工房集落 糸魚川 寺地遺跡 

そのジオラマが新潟県長岡市の県立歴史博物館にあり、当時の縄文の村・円環遺構を再現している 

 
                     糸魚川市 寺地遺跡 配石遺構 復元ジオラマ と遺構配石と木柱列の配置図    

 

東日本には数々の縄文の円環遺構が見つかっている。しかし、西日本・関西では まだ発見されていない 

関西にもストーンサークルはあるのだろうか・・・・ 

西日本の縄文人は「縄文人の絆・心の象徴」を何に求め、どこで 祭りをしたのだろうか・・・ 

          神奈備山と磐座 この流れが 西日本の中心か・・・・・ 

弥生の時代になると放棄されてしまうが、神奈備山と自然信仰・御柱そして各地に残る磐座は 時代を超えて受

け継がれ、日本人の心の象徴として息続いていくのではないか・・・・ 

 

● まとめ 

縄文の心を映すストーンサークル   皆さんには どう 映りましたでしょうか・・・・ 

本当に心休まる静かな空間 でも 関西には まだ 縄文の円環 見つかっていない 

                   2007.6.6. Mutsu Nakanishi 

  参考資料  

1. M.Nakanishi  縄文のストンサークル等 訪問 Country Walk 

            ○  縄文人の心を映すストーンサークル    東北 秋田・青森のストーンサークル 

         http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/jstlaa07.pdf 

      ○ 日本最大の大型縄文貝塚 加曾利貝塚遺跡探訪  加曾利縄文貝塚公園 

         http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/kasori.pdf 

      ○ 北陸・能登に点在する縄文のウッドサークル探訪     金沢チカモリ・能都真脇・小矢部桜町遺跡   

         http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/iron/4iron09.pdf      

            ○ 早春と冬が入り混じる｢北の大地｣を風来坊   北の縄文を訪ねて 

http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/pdfwalk/4walk05.pdf 

      ○ 日本人の心の故郷    縄文の集落がそっくりそのまま見つかった     

                        茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡を訪ねる 

         http://mutsu-nakanishi2.web.infoseek.co.jp/iron2/hskzu01.pdf 

    2. 発掘された日本列島 2005 & 2006 ほか 

    3. 三内丸山発信の会「縄文ファイル」 

    4. 三内丸山遺跡から縄文列島へ 「縄文文化の扉を開く」 

    6. 三内丸山遺跡と北の縄文世界 

    ほか 



1. 縄文の時代区分と縄文文化  

1.1. 縄文時代の 時代区分   縄文時代は階層を発達させつつあった社会  

 縄文文化は西暦紀元前 11000 年～紀元

前 300 年ごろまで、いわゆる縄文土器

によって特徴づけられる文化。 

1 万年におよぶ縄文時代は、変化に乏し

かったわけではなく、大きな変化があ

り、通常 下記の６つの時代に区切ら

れる。日本列島に住み着いた人たちが、

森や川・海岸の高台に定住を始め、集

落が形成されると共に、狩猟・採取か

ら栽培・共同漁労など集団・社会を形

成してゆく過程にあり、階層を発達さ

せつつあった社会であり、特に中期以

降 それぞれの地域で、華やかな縄文

文化を展開するとともに、交易・交流

も盛んになる。 

 

草創期 BC1100 ～ BC7500   土器・石鏃の使用が始まり、定住化が進む。 

 

早  期 BC7500 ～ BC4100    小型の土偶つくられる。数個の竪穴住居で一集落を構成する。 

縄文の海進が始まる人口約 2 万人。 

 

前  期 BC4100 ～ BC2700   竪穴住居が広場を囲んで集落をつくる。気候温暖で海面・気温上昇（縄文海進） 

進む。現在の内陸部に貝塚。湖沼の発達により丸木船がつくられ漁労活動開始。 

常緑照葉樹と落葉照葉樹の豊かな森の形成  人口約 10 万 5000 人。 

 

中  期  BC2700 ～BC2000     立体的文様のある大型土器が流行する。三内麿山遺跡など集落の規模が大きく 

なり東日本では大規模環状集落が発達。植物の栽培をうかがわせる。 

海岸線ほぼ現在に近くなる。大型貝塚形成。石棒・土偶などの呪物が盛んに作 

られる。石柱祭壇。抜歯の風習が始まる。気温低下始める。人口約 26 万人。 

 

後 期  BC2000 ～BC1000   温暖から寒冷へ。森の様相が変化し東日本では集落移動がおこる。 

交易目的の漁労民発生。大型貝塚。製塩土器。製塩専業集団、塩媒介集団、塩消 

費集団。 

伸展葬。大湯環状列石などストーンサークルが東北・北海道地方に集中形成。 

ウッドサークル（巨大木柱遺跡）。敷石住居址。人口 16 万 300 人。 

晩 期 BC1000 ～BC 350    東日本で亀ヶ岡文化。 北九州で水田耕作が始まる。 

人口 7 万 5800 人。 

 

  

 

 



1.2.  縄文時代に花開いた文化 

 



 

 

 

 

  
 

 

 

 



2． 縄文の心を映すサークル 「サークル」遺構のある縄文遺跡リスト 

 



 
注)太字で記した遺跡が、訪ねたことのある遺跡通常字の遺跡は資料・インターネットで引っ張り出した遺跡です 

 



3. 円環遺構を有する縄文遺跡 【1】  縄文の心を映す円環遺構 

                 みなさんには どのように 映るでしょうか･･･… 

 

  ● 馬蹄形盛土と環状集落 

 

垣の島遺跡 馬蹄型盛土     縄文の環状集落梅ノ木遺跡  集落内環状列石大野遺跡  

 

御所野遺跡 環状集落・配石遺構・馬蹄型盛土遺構 

● ストーン サークル 

 

三内丸山遺跡墓の道  

 

秋田 伊勢堂岱遺跡 C 環状列石と A 環状列石  



 

青森 小牧野遺跡                  秋田 大湯環状列石  

 
北海道 小樽市忍路海岸 環状列石群  

 

北海道 森 鷲ノ木５環状列石 

● 北海道 千歳の周堤墓 

 

 

北海道 千歳市 キウス周堤墓群 



● 環状貝塚 

 

 

千葉 加曾利大型貝塚 

● 雪深い北陸に出現した縄文のウッドサークル  

 



 

金沢市チカモリ遺跡                石川県能登 真脇遺跡 

 
 野々市町 御経塚遺跡でも ウッドサークルと同じ木列が発見 大型樹居かも??? 

でも 住居だと内部に何も見つからないのが 不自然････ 

 

 

4. 円環遺構を有する縄文遺跡 【2】  

4.1. 縄文中期 出現期のストーンサークル 集落内環状列石  

● 大野遺跡（長野県大桑村）の環状配石遺構 (縄文中期４千数百年前） 

http://www.interq.or.jp/www1/chungush/kiso/iseki.files/iseki_1.htm より 

大桑村長野の大野遺跡は、縄文時代中期後葉

（約 4 千年前）の環状配石遺構（ストーンサー

クル）で、竪穴式住居跡のほか、直径 20ｍほど

の環状配石遺構が、ほぼ完全な形で発見された。

ストーンサークルは、祭祀の場や墓地などと考

えられている。日本でこれまで発見されたもの

では、最も古い。 

また、同心円状に存在する住居跡と一緒に見つ

かる例は少なく貴重な例。また、遺跡の北側に

は直線状列石が見つかり、集落を区画するよう

な形になっていますが何を意味するかわから

ない。 

ストーンサークルを中央広場として、その外側

に住居跡、高床式、地面に直接建った高床倉庫、

平地式倉庫、その外側に住居跡が点々とある。 

環状列石を中心に同心円として真ん中には広

場、環状列石、建物さらにその外側に竪穴の住 

居跡がまわるという同心円。  
村の中にあるストーンサークル大野遺跡 縄文中期



ストーンサークルの内は祭祀、お祭りの中央広場でそれを囲むように石が配され、石の下に、お墓があり、墓石

として石を置き、結果としてまるく輪になった。 中央広場は縄文時代当時においては、非常に神聖な場所で人が

住む住居跡のある俗世間、中央の聖なる場所と俗世間を区画する意図がある。 

 

● 三内丸山遺跡 縄文中期の墓の道 三内丸山遺跡のストーンサークル群 

  縄文中期 中葉 4500 年前  

三内丸山遺跡 縄文中期の墓の道   

 

4.2. 時代と共に進化する縄文のストーン サークル   

●  進化する縄文のストーン サークル石の数・石組みの複雑化・大規模な土木工事 

 

      左上 三内丸山遺跡中期中葉 4500 年前           右上 大湯のストーンサークル後期 4000 年～3500 年前 

     左下 北海道鷲ノ木遺跡 後期前半 4000 年前    右下 秋田伊勢堂岱遺跡  

                永遠の未完成 進化するストーンサークル  三内丸山縄文の会「縄文ファイル」より 

 



● 集落内から 大規模な集落外ストーンサークルへ  

 
縄文後期 4000 年～3500 年前  ←  縄文中期 後葉 4000 年前   ← 縄文中期中葉 4500 年前 

 

 

5. まとめ   縄文のストーンサークルとは･･･   

(根拠はありませんが Mutsu Nakanishi の私見)  

 

環状集落・ストーンサークル・ウッドサークル・周堤墓など縄文の円環遺構は「縄文人の絆・心の象徴」 

そんな中に建つ立石や木柱がある。 これらを通して、縄文人は自然や祖先と対話し、永遠の命・再生を願

い、共に生きることを確かめ合ったのではないか･･･ 

ストーンサークルは共同墓地の性格が強く同じ意識集団の祭祀の場でもあることが、明らかになりつつある。 

 

「柱」に「異界をつなぐ」意味を見出し、「サークル」は「大地・自然・集落」か・・・ 

「円」と「柱」は それこそ森の民 縄文人が毎日みなれた森、畏敬する自然か  

そして、それらを通して亡くなった祖先と対話し、永遠と再生を願う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柱・立石」「ストーンサークル」が揃った縄文中期から続く翡翠の加工工房集落 

              糸魚川 寺地縄文集落遺跡 



ストーンサークルの東日本・ウッドサークルの北陸・御柱の諏訪の文化圏。 

それらが重なる縄文人交流の拠点姫川に近い海を臨む糸魚川市青海の高台に「柱・立石」「ストーンサークル」

が揃った縄文中期から続く翡翠の加工工房集落がある。 

そして、そのジオラマが新潟県長岡市の県立歴史博物館にあり、当時の縄文の村・円環遺構を再現している。 

 

「縄文人はすばらしい景色が広がる高台に住んでいた」が私の縄文遺跡を巡った印象。 

自然の大パノラマを前に思いをめぐらすとき そんな感じがする。 

「サークルと柱」は再生・命の絆 それを天空・自然に求める縄文の象徴ではないだろうか・・・・  

 

東日本には数々の縄文の円環遺構が見つかっている。 

しかし、西日本・関西では まだ ストーンサークルはまだ発見されていない  

関西にもストーンサークルはあるのだろうか・・・・  

北陸のウッドサークル 木柱列が滋賀県近江の能登川にもあるという。(能登川 正楽寺遺跡 縄文後期)  

 

西日本の縄文人は「縄文人の絆・心の象徴」の象徴を

何に求め、どこで どんな祭りをしたのだろうか・・・  

縄文の自然の中ではぐくまれ、縄文から延々と受け継

がれてきた神奈備山と磐座が日本各地に広く存在する。 

この流れが 西日本の縄文の痕跡かもしれないな

あ・・・とふっと思う。 

東北など東日本に残るストーンサークルをはじめとす

る｢円環｣遺構とともに神奈備山・御柱や自然信仰 

そして各地に残る磐座は時代を超えて受け継がれ、

数々の伝承が伝えられてきた。 

これからも、｢ふっと われに返ったとき｣ これらが 

日本人の心の象徴として受け継がれていくのかも知れ

ない。    

 能登川 正楽寺遺跡 縄文後期  想像図 

        2007.6.6. Mutsu Nakanishi          www.town.notogawa.shiga.jp/acic/tenkomori/fudo_iseki1.pdf より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    2007.6.6. 川西縄文の会レビューまとめ 2009.1.5. 加筆整理 

参考資料 

1. M.Nakanishi 縄文のストンサークル等訪問 Country Walk  

○ 縄文人の心を映すストーンサークル東北 秋田・青森のストーンサークル  

http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/jstlaa07.pdf 

○ 日本最大の大型縄文貝塚加曾利貝塚遺跡探訪加曾利縄文貝塚公園  

http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/kasori.pdf 

○ 北陸・能登に点在する縄文のウッドサークル探訪金沢チカモリ・能都真脇・小矢部

桜町遺跡  

http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/iron/4iron09.pdf  

○ 早春と冬が入り混じる｢北の大地｣を風来坊北の縄文を訪ねて  

http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/pdfwalk/4walk05.pdf  

○ 日本人の心の故郷 縄文の集落がそっくりそのまま見つかった  

茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡を訪ねる  

http://mutsu-nakanishi2.web.infoseek.co.jp/iron2/hskzu01.pdf  

2. 発掘された日本列島 2005 & 2006 ほか  

3. 三内丸山発信の会「縄文ファイル」 

4. 三内丸山遺跡から縄文列島へ「縄文文化の扉を開く」  

6. 三内丸山遺跡と北の縄文世界  

ほか 
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   縄文の社会と文化 概 説  

 

縄文文化の超自然観 -死と再生のシンボリズム･ 明治大学蛭川研究室公開資料 世界の人類学より 整理転記 

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~hirukawa/anthropology/area/ne_asia/Jomon/index.htm 

 

人口が急増し、精神文化の遺物を多数残した中期以降の東日本の文化に焦点を当てて 縄文の社会・文化がわかり

やすく 全体を概説されていたので、その資料を整理・転記して、縄文の精神生活を考えるのバックホーン解説

としました。  

（自分の理解したところで、抜粋・要約作ろうとしましたが、ほぼ整理・転記となってしまいました。 

詳細 正確には上記インターネットサイトより 原文をごらんください。)  

 

階層を発達させつつあった社会 

■ 縄文人は文字を残さなかった。弥生時代、日本列島に大規模な文化の流入があったため、縄文人が弥生文化以 

降の日本人の直接の祖先かもはっきりしない。 

その言語人類学的系統は不明だが、前半は古アジア諸語、後半はオーストロネシア語族などとの関係が指摘

されている。 

■ 縄文人は狩猟・採集をベースにしながらも、高度な漁撈と根菜・雑穀の単純農耕を行い、定住性の高い社会を

つくっていた。  

（写真：長野県与助尾根遺跡復元集落/中期/茅野市尖石縄文考古館） 

■ 集落の構造や遺体の埋葬方法からみて、明確な社会的階層は存在しなかったと考え  

られる。埋葬人骨の抜歯パターンによる分析や子どもに対する副葬品の分析を合わせ 

て考えると、縄文社会は基本的には母系的な部族社会であったが、晩期北日本の亀ヶ 

岡文化では、北米北西海岸にみられるような、高度な漁撈にささえられた、より父系   

的な首長制社会が形成されていったらしい。 

また前期～後期の中部・関東で発達する環状集落には２分節、４分節の構造がみられ  

るので、単系出自・双分制、さらには重系出自・四分制の親族組織が存在した可能性 

がある。（縄文文化と関係が深いとされるアイヌの社会は重系である。）  

 

政治的指導者と宗教的職能者  

■ また後期以降には、埋葬法は一般人と同じでも、一部の人物が装身具とともに葬られていることがあり、 政

治的な首長ないし宗教的職能者であった可能性が高い。 

腰飾りは男性に多く、貝輪は女性に多く、ヒスイなどの石の玉、耳飾りは男女双方が身に

つけている。このことから、あるていど男女の政治・宗教的分業が行われていたことがう

かがえる。  

（写真：ヒスイ製大珠/晩期/山梨県金生遺跡/大泉村歴史民俗資料館） 

■ 一般に、狩猟・採集社会では男性の脱魂型シャーマンが政治的リーダーでもあり、農  

耕・牧畜社会になると、男性の祭司的首長と女性の憑霊型シャーマンが分化する。こ  

のモデルにしたがえば、まさに縄文時代にこの分化のプロセスが進行したものと考え 

られる。  

■ しかし、かりに、もっとも希少であったヒスイの首飾りを政治的首長の象徴と考える  

と、縄文社会では男女の両方が政治的なリーダーになることができたということにな 

る。さらに、腰飾りを祭司的男性、貝輪をシャーマン的女性の象徴とすると、たとえ 

ば福岡県の山鹿貝塚（後期）から出土した、玉と多量の貝輪を同時に身につけていた 

成人女性は、シャーマンと首長を兼任する存在だったということになる。これは、職 

能者の分化の一般モデルにはあてはまらない。そして逆に、弥生時代以降の文献にあ 

らわれる、シャーマン的女王との連続性をうかがわせる。  

（写真：ヒスイ製首飾りをつけた女性像/茅野市尖石縄文考古館） 
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土偶と女神信仰 

■ 土偶は縄文文化を特徴づける呪物である。北部ユーラシアの旧石器時代にみられる、いわゆ

るヴィーナス像の系譜を受け継いでいる。前期以前は平たい、シンプルな板状土偶が主流だ

ったが、中期以降は多様な形態を持った立体的な土偶がつくられるようになる。  

（写真：「縄文のヴィーナス」/長野県棚畑遺跡/中期/茅野市尖石縄文考古館） 

■ 土偶の用途については諸説あるが、その大多数が女性の姿であることからみて、なんらかの 

女神崇拝があったと考えられる。  

■ 土偶の中には、合掌しているような姿勢のもの（写真左：青森県風張遺跡/  

後期/八戸市博物館）や、仮面をかぶっているような形をしているもの（写 

真右：長野県中ツ原遺跡/後期/茅野市尖石縄文考古館）がある。これらが、  

シャーマンなどの宗教的職能者の姿をかたどったものだという可能性もあ 

る。もしそうなら、縄文社会の宗教的職能者の大半は女性 だったというこ 

とになる。  

■ 後期～晩期の東北地方を中心に出土する、しゃがんだ姿勢の「屈折土偶」 

は、背中が平らなものがあることからみて、座っているのではなく仰向け 

になって出産の姿をあらわしている   

という解釈もある。いずれにしても土偶が象徴しているのはあきらかに「母としての女」であって、もしこれ 

が宗教的職能者のイメージだとすると、未婚の「姉妹としての女」としての色彩の濃い弥生時代以降の巫女と 

は微妙に意味がずれることになる。  

■ 土製の仮面は後期～晩期の東日本に多く出土する。人間の顔と同じぐらいの大きさ

で、左右に紐を通すための穴があいているものもあるので、じっさいに儀礼や舞踊

に使われたらしい。 （写真：土面/長野県下原遺跡/中期/東京国立博物館） 

■「仮面土偶」は、長野県中ツ原遺跡、縄文後期の墓地から出土した。人骨は残ってい 

なかったが、被葬者の頭部にかぶせたものらしい鉢があわせて出土した  

■ 骨が残りやすい貝塚からは、じっさいに鉢を被せ葬られた人骨が発見されている。 

写真は千葉県さら坊貝塚で発見された、縄文時代中期後葉の中年女性の遺骨（千葉 

市立加曽利貝塚博物館）で、左腕に、おそらくはシャーマンのシンボルである貝輪 

をはめている。土偶がシャーマンをかたどったものかどうかはともかく、縄文のシ 

ャーマニズムにおいて重要な役割を果たしていたであろうことはまちがいない。  

 

「殺された女神」仮説  

■ 土偶の、妊娠しているという特徴は特異なものである。未来の考古学者がわれわれ 

の文化の遺物を研究しても、裸体の女性を崇拝？していたと考えるかもしれないが、

そこで崇拝されているのは性の対象としての女性であって、母としての女性ではない。

縄文文化からは、アンデスのモチェ文化のよう 

な、性行為を行う男女の像なども見つかっていない。  

■ 妊婦であるという特徴を重視すれば、土偶は安産・多産の女神だという解釈がもっと も自然だといえる。  

■ しかし、それだけでは、壊されたり、埋葬されたりしているという奇妙さが説明でき ない。数千年前の土製 

品が割れることはむし当たり前なので、意図的に壊されたこ とを証明することは難しいが、 同じ土偶の破片 

が遠く離れた場所から見つかる。   

土偶を X 線で調べると、あらかじめ壊すこと

を前提にしたような造られかた（分割塊作成

法）をしているなどの間接的な証拠が挙げら

れている。 

（写真：土偶の X 線写真と分割塊作成法 

/山梨県釈迦堂遺跡博物館）  

 

 

 

 



 

■ また、神話学の知見からは、殺され、埋められた女神の身体の各部から各種の栽培植物 

が発生するという、オーストロネシア文化圏などにみられるハイヌウェレ神話との関係 

が指摘されている。 日本では『古事記』のオホゲツヒメ神話、『日本書紀』のウケモチ 

ノカミ神話にハイヌウェレ神話素がみとめられる。 

■ 縄文人は、土偶を壊し、その身体の一部を埋葬することで、豊穣を祈ったのかもしれな

い。  

（写真：土坑に埋葬された状態で発見された土偶/山梨県釈迦 堂遺跡/釈迦堂遺跡博物館） 

■ しかし、ユーラシアのヴィーナス像は旧石器時代に多く発見され、土偶も縄文草創期から出現するので、縄文 

中期以降に粗放 農耕が行われていたとしても、土偶祭祀と農耕を直接結びつけることはできないとして、北 

方狩猟民の家の守り神と結びつける考えもある。また、土偶だけでなく石棒にも意図的に壊された形跡があ 

り、一般に使い終わった呪物は壊してから破棄するという観念があったのかもしれない。 

  

容器のデザイン  

 

 

 

 

 

 

■ 中期の勝坂文化圏で出土する人面付深鉢や人面付釣手型土器は、それぞれ、食物の調理と火を灯す用途に使わ 

れたものら しい。いずれも妊婦のような形をしており、人面把手付深鉢の中には子を出産しつつある姿が描 

かれているものもあるの で、これらの土器は＜容器としての女性＞を象徴しているといえる。 

（写真左：人面把手付深鉢/中期前半/長野県梨ノ木遺跡/茅野市尖石縄文考古館）  

■ そのほかにも、岡本太郎(1973: 42)をして「超現代的日本美」と言わしめた縄文土器の模様、とくに「火焔土 

器」（写真中：馬高式深鉢/中期/新潟県馬高遺跡/東京国立博物館）や、「水煙土器」（写真右：曽利式深鉢の「水 

煙把手」/中期/山梨県釈迦堂遺跡/釈迦堂遺跡博物館）など、中期の深鉢には不思議な隆起線文様が描かれる 

ことが多く、シャーマン的意識状態で体験されるサイケデリックなヴィジョンを思わせる。  

■ たとえば、アマゾンの根菜農耕民シピボの、妊婦をかたどった、顔の付いた壺の表面には、サイケデリック植 

物であるアヤワスカを摂取したときに見える、不思議な幾何学模様が描き込まれている。縄文土器が同じよう 

な意味を持つ可能性もじゅうぶんに考えられる。  

 

他界と交流する技法  

■ 縄文のシャーマニズムはおそらく脱魂型か  

ら憑霊型へ移行していったものと考えられ 

るが、脱魂型の色彩の濃い時代には、太鼓や 

向精神薬などの積極的な意識変容技術をと 

もなっていたはずである。  

■ 縄文人が使用していた楽器の証拠あまり多 

くないが、おもに中期に 出土する土鈴、土 

笛・石笛がある。ほかに、晩期の東北で出土 

する箆形木製品は弦楽器の一種だったと考えられ 

ている。  

■ 特異なものとしてひときわ目を引くのが有孔鍔付土器である。ややこしい名前だが、ようするに、口の部分に 

ほぼ等間隔で小さな穴が開けられており、見るからに太鼓のようである  

（写真左：山梨県釈迦堂遺跡/中期/釈迦堂遺跡博物館） 

■ 1990 年には土取利行(1990, 1999)により「縄文鼓」の実験的な復元と演奏が行われた。  

（写真中：鹿皮を張って太鼓型に復元した有孔鍔付土器 /茅野市尖石縄文考古館） 

■ いっぽう、有孔鍔付土器の中からヤマブドウの種子が発見されたことや、注口部を持つものがあることから、

これを一種の酒樽とする説もある(武藤, 1970)。この場合、口につけられた穴は、醸造のさいのガス抜きない

し装飾用だと解釈される。 （写真右：羽根飾りをつけて復元された有孔鍔付土器/富士見町井戸尻考古館） 



■ しかし、太鼓にしても酒にしても、意識の状態を変容させ、霊的な世界とコンタクトするために使われたとい 

うことには変わりはない。またどちらも日本の土着信仰＝神道の儀礼には欠かすことのできなかったもので 

あり、弥生以降の文化との連続性を感じさせる。  

■ 酒以外に、日本列島の自然条件で、意識状態を変容させる向精神薬として使用された可能性が考えられるのは、 

麻、ベニテングタケ、シビレタケなどのシロシビン系キノコ、そしてヒキガエルである。  

■ 中期の勝坂文化圏から出土する土器、とくに有孔鍔付土器には蛇やデフォルメされた人物像が描かれることが 

多いが、これをカエル（の精霊？）と解釈し、古代中国のヒキガエル崇拝と結びつける考えもある  

(井戸尻考古館・田枝, 1988)。（写真）縄文人はイヌやイノシシなど身近な動物たちを写実的にかたどった土製

品を多数残しているが、その伝統の中で奇妙にデフォルメされた動物像は異彩を放っている。それは、あたか

も身近な精霊たちを「写実的に」かたどったものであるかのようだ。 

■ アサ（大麻）は縄文前期にはすでに縄や布として利用されていた。ただしそ

れが繊維材料ではなく向精神薬として用いられたかどうかはわからない。『魏

志倭人伝』には弥生時代の西日本で酒が好まれる一方、麻の栽培が行われて

いたことが書かれているが、それが向精神薬として用いられていたという記

述はない。しかしその後も大麻は神道の伝統の中では神聖な植物でありつづけた。 

（写真：福井県鳥浜遺跡/前期/福井県立若狭民俗資料館）  

■ 東北～北海道の縄文後期の遺跡からは、しばしば環状列石にともなってキノコ 

形の土製品が出土する。キノコが神聖な植物とみなされていた可能性があ るが、 

こ れが古代メソアメリカにあったような、向精神性のキノコ崇拝なのかどうか 

はわからない。傘が凸状のもの、凹状のもの、赤く着色されている ものなど、 

いろいろな形態のものがあるが、どれもベニテングタケやシビレタケ類のキノ 

コには似ていない。  

（写真：青森県観音林遺跡/後期/五所川原市歴史民俗資料館）  

 

再生への信仰？ 

■ 縄文時代の葬送法は土葬で、楕円形の土坑墓に手足を折り畳んで葬る屈葬が一 

般的だった。これは、伸展葬が一般的となった弥生時代以降とは対照的である。  

岩を胸に抱かせて葬る抱石葬がみられることもあるので、正常死か異常死かを 

問わず、縄文人は死者がよみがえってくるのを恐れていたという解釈がある。 

逆に、屈葬は子宮の中の胎児の姿であり、再生への願望をあらわしていた、と 

いう解釈もなりたつ。あるいは、たんに土を掘る労力を節約したのだという解釈 

もある。  

（写真：屈葬された男性/千葉県加曽利貝塚/後期/千葉市立加曽利貝塚博物館）  

■ 中期～後期の中部・関東に発達する環状集落は、中心に墓地、周縁に居住地 

という構造を持っている。死者を穢れたものとして周縁化するよりはむしろ、 

積極的な祖先崇拝のような観念があったことをうかがわせる。  

■ 中期以降には遺体を甕棺に入れて埋葬することもあったが、そのほとんどが 

胎児か乳児で(菊池, 1983)、流産・死産の子を特別に葬ったと推測される。 

これにも、死んだ子を子宮＝甕棺に戻して再生を願うという意味があったの 

かもしれない。  

■ 縄文後期の関東でよくみられる柄鏡形住居（敷石住居）の入り口には、甕棺 

らしい土器が埋められていることが多く（埋甕）、胎盤、あるいは流産・死産

児の遺体を収めたものだと考えられている。  

（写真：東京都新山遺跡/中期/東久留米市教育委員会） 

■ これを、死産児の遺骨を、住居の近辺のトイレや玄関など、女性がよくまたぐ場所に 

埋葬して再生を願うという、近年まで残っていた風習と結びつける考えもある。  

■ 長野県唐渡宮遺跡から出土した埋甕（写真右：中期/富士見町井戸尻考古館）には、性 

器を広げた女性の姿が描かれている。そこから下に伸びる線は、赤ん坊にも見えるし、 

子どもの魂が立ち昇って子宮に帰っていくように も見える。  

 

 



■ 埋甕の中には、上下を逆にして底部に穴を開けたものも多い（逆位底部穿孔埋甕）。 

子どもの霊魂が抜けていけるようにとの配慮だろうか。  

（写真右：山梨県釈迦堂遺跡/中期後葉/釈迦堂遺跡博物館）  

 

配石の世界観  

■ 中期～後期の中部・関東では、男性器をかたどった石棒が、ふつう住居の中、とくに入口-炉 

端-奥壁に立てられるようになる。石棒は土偶と同様意図的に壊されたり、意図的に焼かれた 

りしているものが多く、なんらかの儀礼的意味を持っていたと考えられる。  

■ 土偶とは違い、男根崇拝は現在の日本の民俗社会にもみられるもので、ふつう、女性が石や木の男根に触れる 

ことで、子宝に恵まれると信じられている。縄文の石棒にも、同じような、生殖力への崇拝という意味があっ 

たと考えることができる。  

■ 柄鏡形住居の入口では、石棒と埋甕が対になって出土することもある。埋甕＋石 

棒（あるいは柄鏡形住居全体＋石棒）＝女性器＋男性器＝妊娠・出産（再生）と 

いう象徴的な構造が考えられる。棒状のものをなんでも男性器、穴や容器をなん 

でも女性器とみなす象徴論は、やりすぎるときりがないが、少なくとも石棒の一 

部が確実に男性器をかたどっていることは間違いない。  

（写真：新潟県籠峰遺跡/後期～晩期/中郷村教育委員会） 

■ 石棒は晩期の東北を中心に、男性器の写実的表現を離れ、石剣、石刀などのより抽象的 

な形態に発展していく。また中部・北陸地方では、石棒は「石冠」に発展する。ひとつ 

の石に男性器のような突起と女性器のような溝の両方が彫り込まれているものが多く、 

ここにも女／男とい 

う象徴的二元論をみてとることができる。 

（写真：石剣/山梨県金生遺跡/晩期/大泉村歴史民俗資料館）  

■ 配石は北海道から九州まで、縄文時代全体をとおしてつくられた。祭祀の場所だったと 

考えられているが、同時に墓地だったことが確認されているものも多い。  

■ 住居の中に置かれた小型の石棒とは別に、縄文後期には大型の石棒が配石の中心など、 

屋外に立てられるようになる。 配石墓の中央に建てられた石棒には、抱石葬同様、死者 

の霊を鎮める意味があったのかもしれないし、逆に、死者の再生を願うシンボルとして 

の意味があったとも考えられる。（写真：復元配石/山梨県金生遺跡/晩期）  

■ 後期の東北地方を中心につくられた環状列石（ストーンサークル）は墓石だったらしい。  

また後期～晩期の北海道では環状土籬（周提墓）が、北陸では、環状木柱列（ウッドサ 

ークル）がつくられた。  

■ 環状集落などの構造もあわせて考えると、縄文人の世界観は、北/南、山/ 

海のような直線的な二元論ではなく、円環的で同心円状だったといえる。 

しかし、写真右の野中堂環状列石のように、おおよそ東西南北の四方向 

に大きな石が置かれているのをみると、縄文人は東西南北という方位をあ 

るていど意識していたことがうかがえる。環状集落にも四つに分節されて 

いるものがあること、土器の模様は４を単位とするものがもっとも 

多いことも視野に入れると、縄文文化に四分制的世界観が存在したことも想 

定できる。  

（写真右：秋田県大湯遺跡野中堂環状列石/後期/鹿角市教育委員会）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



三内丸山縄文発信の会 三内丸山縄文ファイルにみる 縄文の精神文化と円環【1】 

 
 

三内丸山縄文発信の会 三内丸山縄文ファイルにみる 縄文の精神文化と円環【2】 

森本哲郎氏 縄文塾 講演対話より 

 
 

睦夫
テキスト ボックス
【　参　考　2　】



三内丸山縄文発信の会 三内丸山縄文ファイルにみる 縄文の精神文化と円環【3】 

赤坂憲雄氏 縄文塾 講演対話より 

 

 



三内丸山縄文発信の会 三内丸山縄文ファイルにみる 縄文の精神文化と円環【4】 

 

 



 

 

 
 



三内丸山縄文発信の会 三内丸山縄文ファイルにみる 縄文の精神文化と円環【5】 

 

  



 

 

 

 

 

  

 

 

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
テキスト ボックス
 「縄文の心を映すストーンサークル」のスライド動画が下記サイトにあります　http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm

中西睦夫
四角形

http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm


 

 

     鉄の風景・鉄のモニュメント                   2015.11.7. 

    京都 史跡 琵琶湖疎水「日本最初の発電所 蹴上発電所水圧鉄管とインクライン」 

 

 

                     

明治時代になって 疲弊した京都をよみがえらせた文字通り京都近代化の生命

線「琵琶湖疎水」。 

「琵琶湖から京都へ逢坂山・東山の山越えをして京都三条へ至る旧東海道。この

幹道に沿って琵琶湖と京都を隔てる逢坂山・東山の山並みをくりぬき、水路(疎

水)を建設。京都への水の供給・大阪湾から琵琶湖への水運や交通の整備・疎水

の水を利用した日本最初の水力発電によるエネルギー供給等々の役割を担って

計画的に建設された明治 27 年に完成。京都の街の近代化の基礎となった琵琶湖

疎水。 そして、今も京都の街の生命線であることに変わりない。 

京都と滋賀の人がじゃれあうと いつも「琵琶湖の水止めるぞ」「疎水のみず止

められたらかなんわ」などと決まってそんな話になる「琵琶湖疎水」。 

京都人は春は桜 夏の新緑や疎水を利用した水連学校があり、秋は紅葉と疎水べりの散策は京都人一番の楽しみ。 

「琵琶湖疎水」とは言わず「疎水」と誰しも親しみを込めて語る。 

11月7日 紅葉の南禅寺へ出かけ、ふと思いたって、南禅寺境内 疎水を通すレンガ橋「水路閣」から、疎水に沿って、蹴上

の京都側取水口まで歩きました。疎水は何度も歩いたことがあるのですが、蹴上の京都側出水口周辺の記憶はあいまい。  

睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



 

 

 今回初めて、京都市内を見下ろせる東山山腹を東から西へ流れ下る琵琶湖疎水から取水した日本初の水力発電所が今も健在

で、琵琶湖疎水貯水ダムから、落差34m の2条の水圧鉄管を通して見下ろせる発電所へ水を送り、常時出力210万kwの発電

を行っていることを知りました。( 水圧鉄管は建設当時 錬鉄製鋲接管だったと聞く。) 

紅葉した美しい東山山麓蹴上の自然の中に溶け込んで、これら発電所設備が収まり、すぐ横には琵琶湖疎水上部船着き場蹴上

船溜と下部船着き場南禅寺船溜を結ぶインクライン(傾斜鉄道)線路跡が下へのびている。これは京都近代化の産業遺産である

ばかりでなく、美しい京都を彩る「鉄の風景・鉄のモニュメント」であると気が付きました。 

 

 

 

 

【 和鉄の道 Country Walk   琵琶湖疎水関連 】 

  1. 知っているようで知らなかった京都 伏見の街を歩く 伏見港と鴨東運河(琵琶湖疎水)   2012.5.15.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/12walk09.pdf 

  2. 新緑の京都銀閣寺から大文字山越して大津・三井寺へ   三井寺下琵琶湖疎水取水口周辺  2013.4.26.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/13walk04.pdf 

  3. 京都山科の古代のたたら跡 如意ケ岳南製鉄遺跡群を訪ねる  琵琶湖疎水 山科        2013.8.26.  

       http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron12.pdf 

 



 

 

 

    鉄の風景 ・ 鉄のモニュメント 
      京都琵琶湖疎水 「日本最初の発電所 蹴上発電所水圧鉄管とインクライン」 



 

 

 

 

 

 ◆ 琵琶湖疎水 概略 



 

 

 

     琵琶湖疎水 京都側出水口周辺 

 右手に蹴上浄水場の取水口が見える  



 

 

 ● <蹴上発電所> 日本で最初の事業用水力発電所  

 

１８９１（明治２４）年に日本最初の水力発電所である「蹴上発電所」が「琵琶湖疎水」（１８８５<明治１８>年６月起工、

１８９０<明治２３>年４月竣工）の豊富な用水を利用して蹴上に完成。 

１８９１（明治２４）年１１月に送電を開始。ここで発電された電気は京都市内の時計工場や紡績工場に動力用電力として供

給され、インクラインの運転動力もこの電力を利用。  

また、１８９５（明治２８）年２月に開通した京都電気鉄道・伏見線（日本で最初の市街電車）にも電力を供給するなど 

新しい産業の振興に大きく貢献し、京都市発展の一大原動力となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  貯水ダムから下の発電所に伸びる水圧鉄管 琵琶湖疎水の建設当時は錬鉄製鋲接管だったと聞きました 

 



 

 

 ● <インクライン(傾斜鉄道) > 鴨川と琵琶湖疏水と高低差約36m克服のために建設  

 



          愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 第８回国際学術シンポジウム 

  「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで－ 」 聴講記録  2015.12.6. 

  

  愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際シンポジウム 「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで－ 」2015.12.6. 

12月6日午後 大阪天満橋 エル大阪のホールで開催されたシンポジウム 「古代世界の鉄生産－中近東から東アジアまで－ 」に

参加させてもらった。 毎年愛媛大学が推進してきた「 鉄の起源・鉄のユーラシア大陸伝播の道」の新しい知見が聴講できるうれ

しい進歩である。 

西アジアに起源を持ち、ユーラシア大陸を西から東へダイナミックに伝播し、そして日本に製鉄技術がもたらされた。 

村上恭通教授を中心とする愛媛大学東アジア古代鉄文化センターは、長きに渡り、中国やモンゴル、トルコ、ロシア・ハカス

共和国、カザフスタンなどのユーラシア大陸 の諸国・日本の研究者をも巻き込んで、ユーラシア大陸諸国での製鉄遺跡の共

同調査 および研究交流を推進。「鉄の起源並びに時代を超えた製鉄技術伝播の道<メタルロード>解明の連携プロジェクト」

を推進し、数々の成果を挙げ、来年にはこの連携プロジェクトの一括成果をまとめて国際会議を開き 区切りをすると聞く。  

   人口鉄を初めて作ったとされてきたヒッタイト以前の最古の鉄の発掘   

   鉄の起源に迫る銅製錬と密接な関係を示唆する出現期鉄器の頃パレスシナ製銅遺跡での鉄滓・小鉄塊    

   ヒッタイト以後ユーラシア大陸伝播の鍵を握るジョージアの製鉄遺跡群   

   ロシア 西シベリア・モンゴル匈奴の製鉄遺跡調査   

   四川成都高原の蜀・漢代の製鉄遺跡の調査等々  

   また、インド・スリランカ・東南アジア伝播の道も。  

この連携プロジェクトにより、鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東進の道が今解き明かされつつあり、毎年 一度 その年の成

果報告を中心に鉄の起源・鉄のユーラシア大陸東進の道(Metal Road)の話が聞けるうれしいシンポジュウムが開催されてきた。 

この秋連携プロジェクトに携わる研究者が一堂に会して相互検討された国際会議が日本で開催されたのを機会に、今回のシン

ポジュウムが開かれ、連携プロジェクトで得られた新しい知見を中心に、中近東から東アジアに至るユーラシア大陸の古代鉄

の考古学研究の 最前線がそれぞれレビューされ、来年の連携プロジェクトまとめへのアプローチが紹介された。  

  今回は新たに ウラル・モンゴル・西シベリアの古代製鉄遺跡そしてインド・スリランカ・東南アジアの古代製鉄なども

紹介され、ユーラシア大陸鉄東進のメタルロードが解き明かされつつあると強く感じました。 

また センセーショナルに伝えられたパレスシナでの製銅現場での鉄・小鉄塊が鉄の起源とのイメージも強くなってきたと。 

来年の成果まとめに益々期待が膨らんでいます。 

次ページに聴講しながら、興味津々で撮らせていただいた新たな知見スライドの写真から、数枚掲載させていただきました。 
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 1. 人工鉄の起源の探求  ヒッタイト以前の時代の出土鉄器  

    最初の鉄は 東地中海沿岸で 銅製錬の副産物として誕生した可能性がある  

 

 

 



 

 

  2. ヒッタイト滅亡後 鉄器は 西アジアから ユーラシア大陸を東へ伝播 

    西アジアから東アジアへ 鉄器が伝播した道「ユーラシア大陸の東西を結ぶメタルロード」があった 

      関係各国協力しての調査研究で 今 そのメタルロードがベールを脱ぎはじめている 

       

 



すでに調査研究が報告された中国成都高原での古代製鉄や中

央アジアモンゴル高原「匈奴の鉄」につづいて、今回 北ア

ジア・ロシア(カスピ海周辺 & シベリア バイカル湖周辺)

や南のインドや東南アジアでの古代鉄調査の一端も紹介され、 

ユーラシア大陸の東西が古くからメタルロードで結ばれ、 

古代製鉄技術伝播の様子が見えてきている。 

 

 

 

 

 

  

 

  
 

 



今回のシンポをふくめ、今までのシンポジューム聴講で見聞した「鉄の起源探求そして 西から東へユーラシア 

大陸を東進した古代鉄と東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road≫」について、  

2016年1月  和鉄の道・Iron Road home page に 

   鉄の起源・鉄の伝播探求 Review 2015≪ユーラシア大陸を東西に結ぶ鉄の道 Metal Road≫  

として 私の兆候記録として レビューさせていただきました。 

 

 

 

                         【和鉄の道・Iron Road】 掲載参考資料 by Mutsu Nakanishi 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター鉄の起源の探求 シンポジュウム 聴講記録 》 リスト   

    東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道 《Metal Road & Iron Road≫ 

 

1. 日本のたたら製鉄の源流を考える                             2007.10.27. 

     ヒッタイト・ツタンカー メンの鉄   そして 四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???   

            http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf 

2. 日本のたたら製鉄の源流を考える                             2008.2.5.. 

        愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターシンポジューム  

      「中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る 鉄の起源を求めて」 に参加して 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm 

          ヒッタイト・ツタンカーメンの鉄そして四川をつなぐ西南シルクロードがたたらの源流???   

3.  愛媛大学 東アジア古代鉄文化センター シンポジュウム 

      「たたら製鉄の歴史と技術」聴講概要                         2009.11.28       

         http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf 

4. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所  国際シンポジュウム「鉄と匈奴」        2013.11.9. 

    第6回国際シンポジュウム「鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト」概要抜粋 

     東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

     BC3世紀～AD1世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた  

      http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm 

5. 愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ 2015.2.14.       

   青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」 

   http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron02.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/iron4/0802road.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2009htm/2009iron/9iron14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/1311kyoudo00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1503tetsunokigen00.htm


  

  

              和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  RRooaadd             

     製鉄遺跡探訪 & 日本のルーツを訪ねて     

 

   和鉄の道 Iron Road 【Ⅰ】  製鉄遺跡探訪   1995.10.-2000.5     

          ま え が き  「閃光」と「肌光」  鉄への思い                             jstla01.pdf 

         ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅰ】｣ 口 絵                                  jstla00.pdf 

    口絵 1.現在も継承されているたたら製鉄   

    口絵 2.絵図に描かれた「たたら製鉄」 

    口絵 3.日本各地にある砂鉄 

    口絵 4.和鉄の歴史 概観  

          ピエローグ     「Iron Road 和鉄の道」                                                  jstlaa00.pdf 

 

1.「和鉄 たたらとの出会い」         砂鉄が風紋を作る砂丘海岸 鹿島・波崎・九十九里       jstlaa01.pdf 

2.  土井が浜シンポジュウム 渡来系弥生人   日本人の ルーツと和鉄の道の接点を求めて              jstlaa02.pdf 

3.  岡山県富村 鍛冶谷たたら                鍛冶谷たたらと初花                                   jstlaa03.pdf 

4.  黄金吹く行方製鉄遺跡群 福 島県 原町   蝦夷征伐の兵器庫 金沢製鉄遺跡                       jstlaa04.pdf 

5.  古代鉄の大王国 山陰 伯耆国       溝口の鬼伝 説と大山山麓の大製鉄遺跡群         jstlaa05.pdf 

6.  古代鉄の大王国 津軽 岩木山北山麓    鬼伝説と古代津軽の大製鉄地帯             jstlaa06.pdf 

7.  縄文人の心を映すストーンサークル     東北 秋 田・青森のストーンサークル         jstlaa07.pdf 

8.  弘前ねぷたと岩木山北麓 鬼伝説の里    鬼沢 鬼神 社・十腰内 巌鬼山神社を訪ねて            jstlaa08.pdf 

9.  山口県のたたら遺跡            秋芳 河原 上製鉄遺跡・大板山製鉄遺跡                jstlaa09.pdf 

10.  古代鉄の王国 丹後            天女の通っ た道は和鉄の道  羽衣伝説                jstlaa10.pdf 

11.  丹後国 もうひとつの邪馬台国       大陸と日本 を結ぶ鉄の大加工基地 遠所製鉄遺跡        jstlaa11.pdf 

 

       和鉄の道 Iron Road 【Ⅱ】 製鉄遺跡探訪    2001 & 2002 上        

             ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅱ】｣ 口 絵                                jstlb00.pdf 

           口絵 1.和鉄の技 

              口絵 2.日本各地の鬼・鬼伝説   

1.  古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣「岩鍋」    古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地        jstlbb01.pdf 

2.  古代 出雲国 謎の荒神谷遺跡と加茂岩倉遺跡                                                   jstlbb02.pdf 

3.  久しぶりの房総 九十九里浜          砂鉄の浜 飯岡浜                                jstlbb03.pdf 

4.  接着・接合の原点               縄文の石鏃についたアスファルト                  jstlbb04.pdf 

5.  発掘された日本列島 2001 展           接合・接着の原点 「漆」「アスファルト」        jstlbb05.pdf 

6.  鬼の住む山 大江山              鬼の伝説に「Iron Road」のロマンをかきたてて     jstlbb06.pdf 

7.  日本人はるかな旅               日本の源流展                                    jstlbb07.pdf 

8.  岩手県北上川流域の製鉄地帯 一関博物館    蝦夷の蕨手刀と日本刀のルーツ 舞草刀            jstlbb08.pdf 

9.  高度な表面処理 鉄の熱処理伝来のルーツ    2000 年前 中国から持ち込まれた鉄斧        jstlbb09.pdf 

10.  日本各地の鬼伝説               鬼伝承の鬼は本当に悪者か????             jstlbb10.pdf 

11.  真金吹く 吉備国               吉備の鉄と桃太郎伝説                           jstlbb11.pdf 

12.  第五回暦博シンポジューム           伽耶の鉄と倭国                                 jstlbb12.pdf 

13.  大和政権を支えた近江国の鉄          瀬田丘陵の製鉄地帯                             jstlbb13.pdf 

14.  信州 佐久町 茂来山製鉄遺跡                                                                 jstlbb14.pdf 

和和鉄鉄のの道道  IIrroonn  RRooaadd  総総覧覧  11999955--22001144  【【和和鉄鉄のの道道  IIrroonn  RRooaadd】】    22001166..33..11..作作成成  
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      和鉄の道 Iron Road 【Ⅲ】  製鉄遺跡探訪 2002 下 & 2003             

        ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅲ】｣ 口 絵 

        口絵 1.奥羽山脈・北上山地 蝦夷の鉄                              ir3kc01.pdf 

口絵 2.砂鉄原料(山砂鉄 浜砂鉄 海砂鉄) 磁鉄鉱を含む花崗岩類ベルト                        ir3kc02.pdf 

口絵 3.砂鉄・鉄鉱石ともうひとつの製鉄原料                                                  ir3kc03.pdf 

口絵 4.たたら製鉄が地域の自然や文化に与えた影響                                            ir3kc04.pdf 

1.  日本最大の大型縄文貝塚 加曾利貝塚遺跡探訪     加曾利縄文貝塚公園                         kasori.pdf 

2.  田舎なれども南部の国は 西も東も金の山       岩手県南部 蝦夷の鉄 北上山地 大鎚・釜石へ kmaisi.pdf  

3.  古代から使われた鉄さび 赤色顔料「ベンガラ」    ベンガラの郷 岡山県 吹屋 これも和鉄の道  bngra.pdf 

4.  北茨城 「常陸」は産鉄の民が開いた地        北茨城 五浦海岸で砂鉄に出会う               zura.pdf 

5.  古代 出羽国 秋田に和鉄の道を訪ねて          奥羽山脈越の和鉄の道は蝦夷の生命線       kdaiaktaa.pdf 

6.  北上(和賀)仙人峠越                  蝦夷の心臓部を貫く和鉄の道                 wgasen.pdf 

7.  福島県土湯峠に「赤湯」温泉を訪ねて                                                             akayu.pdf 

8.  心残りだった東北「和鉄の故郷」Walk               北上江釣子・砂鉄川・蔵王                   8etsuriko.pdf 

                                                 「あの高嶺鬼住む誇り・・」と唄う北上市市民憲章  

9.  那須連峰の南山麓に眠る「沼原(ぬまっぱら)湿原」Walk 日本最初の大型揚水発電所建設の地        9numahara.pdf              

10.  弥生時代の開始が古くまで遡れる        加速器質量分析法 C14 高精度解析 年代測定法   10yayoi.pdf 

11.  鉄のモニュメント「大阪万国博」お祭り広場の大屋根  大阪万博記念公園 点描                11banpayane.pdf 

12.「高師小僧」を愛知県豊橋 高師が原に訪ねて  もうひとつの古代製鉄原料?? 知っていますか??    12takashi.pdf 

13.  鉄のモニュメント 「北海道開拓百年記念塔」                                                 13kaitaku.pdf 

 

        和鉄の道 Iron Road 【Ⅳ】 製鉄遺跡探訪 2004         

       ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅳ】｣口 絵                                  4ironkuchir.pdf 

    口絵 1.先大津阿川村 山砂鉄洗取之図 

    口絵 2.ふいご祭り 

    口絵 3.磁石石 山口県須佐 高山 

    口絵 4.播磨風土記に記載された和鉄の里 

    口絵 5.たたら製鉄のはじまる 5 世紀以前に 先たたらの精錬技術があったのでは・・・ 

1.  播磨国風土記 和鉄の道【1】「讃容の里」Walk        西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて      4iron01.pdf 

2.  炭素14加速器質量分析法による年代測定法 「弥生時代は500年遡れる?」歴史民俗博物館を訪ねて     4iron02.pdf  

3.  長編アニメ「アテルイ」に今の時代を重ねて     岩手県の人たち製作市民映画                4iron03.pdf 

4.  鉄のモニュ メント 東京六本木ヒルズ 66 ビル群                        4iron04.pdf 

5.  和鉄の道Ⅲ 口絵 もうひとつの製鉄原料 餅鉄・高師小僧・鬼板                                    4iron05.pdf 

6.  蝦夷の鉄・ 東北 和鉄の道             東北地方 和鉄の道 9 編 取りまとめ          4iron06.pdf 

7.  播磨国風土記 和鉄の道【2】「御方里」周辺      安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪 一宮町   4iron07.pdf 

8.  鉄の山「三 輪山」とその山麓を縫う山辺の道     初期大和政権が王城の地に求めた産鉄の地       4iron08.pdf 

9.  北陸・能登 に点在する縄文のウッドサークル探訪   金沢チカモリ・能都真脇・小矢部桜町遺跡      4iron09.pdf 

10.  播磨風土記 和鉄の道【3】 産鉄の地 兵庫県一宮町 三方の里を訪ねて                             4iron10.pdf 

11. 磁石石って  知っていますか            山口県須佐町高山に磁石石を訪ねて              4iron11.pdf 

12.「鉄の 5,6 世紀」日本統一を支えた大県製鉄遺跡   北河内の大規模専業鍛冶工房 大県製鉄遺跡探訪    4iron12.pdf 

13.「先大津阿 川村山砂鉄洗取之図」の周辺で     江戸末期長門の白須たたら 製鉄工程絵巻         4iron13.pdf 

14.  鍛冶屋の祭 り 「鞴祭り・ふいごまつり」    兵庫県三木市金物神社・岐阜県垂井町南宮大社      4iron14.pdf     

            

 



               和鉄の道  Iron road 【Ⅴ】 たたら遺跡 探訪   2005          

       ｢和鉄の道 Iron Road 【Ⅴ】｣ 口 絵                                                       5iron00.pdf 

    口絵 1.日本の北と南の端に製鉄遺跡を訪ねる 

    口絵 2.隅屋加計鉄山絵巻のたたら製鉄 

    口絵 3.たたら諸施設の基本配置を完成した中世芸北のたたら製鉄 

    口絵 4.古墳時代 畿内の大規模鍛治工房の変遷 

 

1.  北近江 安曇川・マキノ 雪の山郷 Country walk                                                 5iron01.pdf 

2.  鉄のモニュメント 弥生時代の鉄の顔 自然石「鳴石」唐古鍵弥生遺跡出土の渇鉄鉱容器                 5iron02.pdf 

3.  鉄の６世紀 北九州の装飾古墳に和鉄の道を重ねて 古代産鉄の技術集団が残した和鉄の道でないか    5iron03.pdf 

4.  ７世紀 古代飛鳥の大製鉄遺跡を訪ねて 飛鳥 Walk 「飛鳥池生産工房遺跡」&「川原寺寺院工房遺跡」   5iron04.pdf 

5.  金剛・葛城山麓 葛城氏の鍛冶工房「忍海」       渡来人が住み鉄鍛冶の技術を伝えた古代「忍海」  5iron05.pdf 

6.「千年の秘技 たたら製鉄復活の炎」と映画「火火」信楽焼の「穴窯」と「たたら」の秘技 炎の美を重ねて  5iron06.pdf 

7.  函館郊外の地図にある「鉄山」の地名を訪ねて    早春と冬が入り混じる北の大地を風来坊        5iron07.pdf 

8.  青森山内丸山縄文遺跡の漆製品とその赤色顔料   「縄文の赤｣酸化鉄顔料に「古代鉄」のルーツを思う  5iron08.pdf 

        沼鉄(パイプ状酸 化鉄)と赤色チャート(粘土質微粒酸化鉄) 

9.  古墳時代 畿内の先進鍛冶工房集落 若王寺遺跡探訪 尼崎市若王寺遺跡界隈 Walk                   5iron09.pdf 

10.「加計 隅屋鉄山絵巻」と加計・豊平町の製鉄遺跡江戸時代 広島藩を支えた鉄の道「芸北 加計のたたら」  5iron10.pdf 

11.北河内古代の郷 肩野物部氏の本拠地 交野界隈 walk 大和王権を支えた鍛冶工房 森製鉄遺跡を訪ねて 5iron11.pdf 

12. 弥生の 博物館 鳥取県 青谷上寺地遺跡を訪ねて  弥生時代後期 北九州と並ぶ鉄の先進地「山陰」   5iron12.pdf 

13. 2005 夏 青春 18 きっぷ 日帰り Walk アルバム   和鉄の道  古代の鉄の足跡を訪ねて          5iron13.pdf 

14. 薩摩知覧の石組み製鉄遺跡群を訪ねて薩摩独自の石組炉  それが日本最初の薩摩洋式高炉を立ち上げた  5iron14.pdf 

15.日本最 初の洋式高炉建設に燃えた地 古武井  

                                         北海道渡島半島の活 火山恵山・恵山町古武井海岸を訪ねて    5iron15.pdf 

 

        和鉄の道 Iron road 【Ⅵ】たたら遺跡 探訪 2006                                                                      

         ｢和鉄の道 Iron Road【Ⅵ】 ｣ 口絵                                                       6ron00.pdf 

         口絵-1.たたら炉の変遷【1】 たたら炉の構造 

       口絵-2.たたら炉の変遷【2】 たたら製鉄遺跡  

     口絵-3.３～５世紀 朝鮮半島から持ち込まれた鉄素材  大陸と倭 ｢七支刀｣が解明かす古代製鉄の謎 

1.「鐵」の字源を調べて    『シクロードの草原の道を駆け抜けた｢鐵｣』                              6iron01.pdf 

2. 神戸の北端 丹生山に古代の赤「朱土・辰砂」を訪ねる                                             6iron02pdf 

         神戸 和鉄の山郷 押部谷・志染・丹生山・淡河 Walk       

3. 蝦夷の雄「アテルイ」の足跡 京都東山 陽だまりハイク より                                     6iron03.pdf  

         清水寺・将軍塚」と永観堂「みかえり阿弥陀仏」を訪ねて  

4. 近江の鉄の郷 大津市仰木 比叡山延暦寺造営を支えた生産工房 上仰木製鉄遺跡                     6iron04.pdf 

         帰路は比叡と京都を結ぶ「古代の鉄の道??? きらら坂・雲母坂」ハイク 

5. 石上神宮の国宝「七支刀」の復元展にあわせて      物部氏の本拠地 奈良県天理市布留を訪ねる    6iron05.pdf 

6. コウノトリが大陸と日本を結ぶ古代 和鉄の道「古代 和鉄の郷  但馬 出石」                        6iron06.pdf 

        兵庫県 但馬 出石・豊岡 Country Walk                       

7. 九州の旅アルバム  九州 古代の豊の国から阿蘇へ                                             6iron07.pdf 

       古代鉄のルーツにつながる鉄の国「豊（豊前・豊後）」臼杵石仏を作らせたのは炭焼き長者??? 

8.「出羽鋼」の郷 島根県奥石見 瑞穂町市木 walk                                                      6iron08.pdf 

      奥石見 瑞穂町 古墳時代 6 世紀の今佐屋山製鉄遺跡を訪ねて 

 



9. 四国で初めて  古代の製鉄遺跡が見つかった   今治市 高橋佐夜ノ谷(Ⅱ)遺跡をたずねて            6iron01.pdf 

10. 弥生の高地性集落【1】芦屋市「会下山遺跡」からロックガーデンへ ハイキング                       6iron10.pdf 

11. 弥生の高地性集落【2】播磨灘に浮かぶ砕石の島 ３６０度展望 男鹿島                            6iron11.pdf 

           弥生の高地性集落「男鹿島 大山神社遺跡」を訪ねて 

12. 弥生の高地性集落【3】弥生の高地性集落「表山遺跡」とその下に広がる弥生の遺跡群                    6iron12.pdf 

          畿内と 播磨の境 明石川・伊川流域の明石平野は弥生から開けた先進地    

          補足 写真 file  明石 川流域 伊川谷・玉津に弥生の高地性集落と弥生の戦を訪ねて     

13. 写真アルバム 水田耕作・鉄・倭国 弥生の時代を作った渡来人たち                               6iron13.pdf 

         北部九州 魏志倭人伝の世界 壱岐・ 筑前・筑後の遺跡を訪ねて   

14. 弥生の高地性集落【4】 弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して                 6iron14.pdf 

        4.1. 日 本人誕生と弥生時代の展開    4.2. 農 耕社会の展開と鉄の役割 

         4.3. 北 部九州の甕棺墓が語る「弥生の人口爆発と戦」  

           補足 写真 file 明石 川流域 伊川谷・玉津に弥生の高地性集落と弥生の戦を訪ねて 

15. 四国で初の古代製鉄炉 高橋佐夜ノ谷 2 製鉄遺跡 発掘報告会                                    6iron15.pdf 

        愛媛大・今治市共同シンポジュウム「鉄 と古代国家 今治に刻まれた鉄の歴史」  

16. 甲州・信州国境 八ｹ岳山麓に縄文遺跡を訪ねて「縄文人は山を見晴らす素晴らしい高原に住んでいた」 6iron16.pdf 

         1.  日本人の心の故郷   縄文の集落がそっくりそのまま見つかった茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡        

         2.  初秋 白樺が美しい 紅葉し始めた清里の朝  八ケ岳 清里 清泉寮に泊まって  

         3.  縄文の黒曜石原産地遺跡    長和市星屑峠に縄文の黒曜石鉱山を訪ねる 

黒曜石｣を日本各地に配っていた信州 霧ケ峰・中山峠     

                                                

       和鉄の道 Iron road 【Ⅶ】たたら遺跡 探訪 2007       

         ｢和鉄の道 Iron Road【Ⅶ】 ｣ 口絵                                    7ron00.pdf 

        口絵-1. たたら製鉄の原点を探して  

          口絵-2.  たたら炉の 製作過程 古代のたたら炉の製作過程  

         口絵-3.  古代製鉄炉の変遷  たたら炉の大きさと構造の変遷  

         口絵-4.  8 世紀 モデル化された量産古代製鉄炉を完成    地方拠点に大製鉄コンピナートが出現  

          口絵-5. 古代大和への鉄の道 北:淀川・木津川 西:大和川 南:紀ノ川 

 

1. 古代 神戸の「鉄」を訪ねて                                                                     7iron01.pdf   

神戸にも製鉄遺跡があった 神戸市内の「二宮製鉄遺跡」と「求女塚古墳」  

      神戸市内出土の三角縁神獣鏡・前方後方墳の足跡が語る「古墳時代の鉄の道」 

2.  8- 12 世紀 越・柏崎に眠る大製鉄コンビナート 軽井川南製鉄遺跡群 （資料）                    7iron02.pdf 

3. 瀬田丘陵 の源内峠製鉄遺跡・野路小野山遺跡を訪ねて                                             7iron03.pdf 

      大型量産製鉄炉を確立し、古代官営大製鉄コンビナートに発展させた近江の製鉄技術  

4.  縄文の接合  「あおもり 縄文 まほろば展」を見る                                                7iron04.pdf 

      アスファルトで接合された合掌土偶や縄文人が描かれた石冠ほか青森の縄文の名品 

5.  古代大和の鉄の道を訪ねて【1】                                                                7iron05.pdf 

淀川・木津川から大和へ 大和の外港 木津「泉津」を訪ねて 

6.  関西の縄文-1  京都 長岡京の北西端に出土した縄文集落 上里遺跡を訪ねて                        7iron06.pdf 

7. 高槻 三島古墳群 今城塚古墳・闘鶏山古墳を訪ねて                                              7iron07.pdf 

8.  物部氏のルーツ伝承 備前一宮 「石上布都魂神社」を訪ねて Country Walk                       7iron08.pdf 

      鉄道もバスもなし 中国山地の山又山の中 とってもミステリアスな Country Walk 

9.  古代大和の鉄の道を訪ねて【2】大和川 「亀の瀬・龍田越」 Country Walk            7iron09.pdf 

 



10. 日本三彦山の一つ 越後 弥彦山 Walk                                                       7iron10.pdf 

古代鉄の国｢越｣ 弥彦山に鍛治神の痕跡を探して     

11.  古代「越」の大製鉄コンビナート  越後柏崎 軽井川南製鉄遺跡群を訪ねて                        7iron11.pdf 

12. 古代 九州の大製鉄コンビナート 福岡 元岡製鉄遺跡群を訪ねて                                   7iron12.pdf 

13.  縄文の心を映すストーンサークル 縄文の遺跡を訪ねて 風来坊 縄文の円環遺構 レビュー          7iron13.pdf 

       1. 縄文の時代区分と縄文文化      2. サークル遺構のある縄文遺跡リスト  

       3. 円環遺跡を有する縄文遺跡【1】 4. 円環遺跡を有する縄文遺跡【2】  

      5. まとめ  縄文のストンサークルとは???  

            参考 1. 木柱列と配列遺構の両方が一緒にみつかった糸魚川市寺地遺跡  

            参考 2.  縄文の社会と文化概説  文文化の超自然観 死と再生のシンボリズム        

14. 古代大和への道【3】                                                                          7iron14.pdf 

紀ノ川水系【1】 紀ノ川のランドマーク 紀州富士「龍門山」に磁石石を訪ねて Walk   

15.  古代大和への道【4】                                                                         7iron15.pdf 

 紀ノ川水系【2】  古代「紀路」紀ノ川の流れに沿って大和へ  Country Walk     

16.  縄文のサヌカイト原産地 四国 坂出「金山」に「サヌカイト・讃岐石」を訪ねる                 7iron16.pdf 

17.  鉄のモニュメント  長良川にかかる現存最古の近代吊橋「美濃橋」 (重要文化財)  岐阜県美濃市     7iron17.pdf 

18.  たら製鉄 砂鉄採取の地形が残る 西播磨 砥峰高原                                          7iron18.pdf 

 

                                     22000088 年年  和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【ⅧⅧ】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22000088                 

｢和鉄の道 Iron Road【Ⅶ】 ｣ 口絵                                                           8iron00.pdf 

口絵-1.  鉄器時代の幕開け【1】鉄器時代を開いたヒッタイトの「鉄」その強さの秘密は良質の鉄「鋼」  

トルコ・アナトリア半島 古ヒッタイトの世界最古の人工鉄は「鋼」だった BC19 世紀 

  口絵-2.  鉄器時代の幕開け【2】 中国最古の人工鉄 河南省出土 銅柄鉄剣 

  口絵-3. 奥出雲 「たたら街道」高速道路「松江道」工事で製鉄遺跡続々出土       

口絵-4. 鉄穴流し場遺構 広島県庄原市 比婆山山麓 六の原製鉄場 鉄穴流し遺構 

 

1. 鉄の故郷 南ドイツ ロマンティック 街道の宝石「ローテンベルク                    8iron01.pdf 

     中世の 街並を飾るマイスターの作る飾り鉄看板と鍛治屋敷 walk 

2. 日本のたたら製鉄の源流を考える                                                                8iron02.pdf 

ヒッタイト・ツタンカー メンの鉄  そして四川をつなぐ西南シルクロード がたたらの源流???  

3.  奥出雲「たたら街道」 高速道路「松 江道」工事で製鉄遺跡続々                                    8iron03.pdf 

4.  新見市神郷町「大成山たたら」を 訪ねて 備中の山奥 ダム湖に沈んだ近世 のたたら                 8iron04.pdf                                                 

5.「和鉄の道」を見下ろしてきた一本桜「醍醐桜」を訪ねる                                             8iron05.pdf 

     奥備中・美作と伯耆の国境 近く 和鉄の道の十字路の山上 で 1000 年 

6.  愛媛大学アジア歴史講演会 「モンゴル･ア ウラガ宮殿における鉄鉄器生産の一様相」                  8iron06.pdf 

         チンギス・ハンのモンゴル 帝国を支えた鉄 

7. 日本最古の銅山 奈良の大仏の銅を産出した 山口県美祢市美東「長登銅山」を訪ねて                 8iron07.pdf 

8.「鳥浜貝塚」 縄文の時代観を換えた「縄文のタイムカプセル」を若狭に訪ねる                         8iron08.pdf 

9. 卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若狭・北近江の和鉄の道「若狭街道」を訪ねて                   8iron09.pdf 

       分水嶺「水坂峠」の両側 北近江「高島 熊野本」と若狭「上中 熊川宿&脇袋 」   

10. 関東の縄文貝塚から縄文の暮らしを考える旅  千葉市加曾利貝塚 & 船橋市飛ノ台貝塚を訪ねる      8iron10.pdf                      

            1. 日本最大の環状サークル 千葉市 加曾利貝塚   

            2. 縄文の村の生活のはじまりを伝える飛ノ台貝塚  

      貝塚はゴミ捨て場ではない。 再生の願いをかけた一番大事な神聖な場所か ??? 

 



11.広島県備北のたたら製鉄地帯                                                                    8iron11.pdf 

        歴史の山 「比婆山 (御陵) 1256m とその懐「六の原たたら跡」を訪ねる 

12. 愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター 国 際シンポジューム 「鉄 と帝国の歴史｣ 聴講記録     8iron12.pdf          

    1. ｢人類が始めて手にした鉄の故地  ヒッタイト｣ 基調講演 アナトリア研究所長  大村 幸弘氏  

    2. ｢東アジアにおける鉄の故地 中 国｣           基調講演 中国社会科学院考古研究所長 王 巍氏  

    3. ｢チンギスハンの大モンゴル帝国 における鉄｣  基調講演   新潟大学教授  白石典之氏  

    4. パネル討論 ｢鉄と帝国の歴史｣   

          コーディネイター  愛媛大教授 &東アジア古代鉄センター長 村上恭通氏 

13.  青森・八戸 縄文の郷 ｢是川｣  縄文文化を代表する是川遺跡・風張遺跡を訪ねる                  8iron13.pdf 

        ● 縄文漆の素晴らしい文化を咲かせた縄文晩期の是川中居遺跡   

        ● 墓域のある広場を環状に取り囲む住居群 縄文後期の環状集集落 風張遺跡 

  

                            和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【99】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22000099                       

  ｢和鉄の道 Iron Road【】 ｣ 口絵                                                  9iron00.pdf  

    口絵-1  日本の重厚長大の時代を支えた鉄のモニュメント       

                 1. 尼ロック（尼崎閘門）     2. 山陰線 余部鉄橋  

                 3. 宇治川喜撰山発電所        4 . 「鉄人 28 号」登場   

       口絵-2   奥播磨 かつてのたたらの郷に咲く「ピンクの花・ジキタリス」の花園 . 宍粟市  野々隅原 大国牧場  

       口絵-3  弥生時代後半  国内最大級の鍛冶の村「垣内遺跡（鍛冶工房跡)」  

       口絵-4  BC 19 世紀に遡れるという ヒッタイト 最古の人工鉄 と 中国最古の鉄  

      【参考】  東アジア 製鉄技術の歴史 

 

1.  北東北の縄文【2】 

   ストーンサークルを囲む土屋根の竪穴式住居群  御所野縄文遺跡探訪      2008.10.30.        9iron01.pdf 

     縄文の森に 600 を越える土屋根の竪穴式住居群 縄文の村がそっくりそのまま残っていた  

2.  弥生時代後半 国内最大級の鍛冶の村  淡路島 「垣内遺跡(鍛冶工房跡)」現地説明会 Walk          9iron02.pdf 

     倭国から初期大和王権誕生へ 日本誕生の謎を解き明かすかも・・・      2009.1.25.   

3.  ２月陽だまりハイク 工都 尼崎 を支える「尼崎港閘門（尼ロック）」Walk     2009.2.4.          9iron03.pdf 

4.  一筋縄ではいかぬ古墳時代の幕開け 激動の時代 淡路島がその鍵を握るのか   2009.3.15.         9iron04.pdf   

      淡路島で発掘された卑弥呼の時代の日本最大級の鍛冶工房村の位置付けに思いをめぐらす   

5. 【鉄のモニュメント】  まもなく 90年の役目を終える山陰線但馬海岸「余部鉄橋」の雄姿 2009.3.25   9iron05.pdf 

     高さ 41m の橋脚が立ち並ぶ鉄橋  見上げる餘部集落の空を列車が山から山へ走り抜ける  

6. 【鉄のモニュメント】   関西最初の大型揚水発電所 「喜撰山発電所」を訪ねて 宇治川 Walk       9iron06.pdf 

     「高溶接性・強度・靭性を兼ね備えた高級高強度厚鋼板の実用化の先駆」  2009.5.10.    

7. 【スライド】 奥播磨 かつてのたたらの郷に「ピンクの花 ジキタリス」の花園を訪ねる             9iron07.pdf 

      奥播磨 黒尾山 西北山麓 宍粟市山崎町 野々隅原 大国牧場 花の Walk 2009.6.21.      

8.  古代近江湖南の製鉄遺跡群を湖南アルプスより眺める    2009.7.12.                            9iron08.pdf 

ナイフリッジの尾根が続く湖南アルプス（太神山・堂山）& 南郷洗堰 Walk  

9.  湖南 南郷の古代の製鉄遺跡を訪ねて 袴腰山を巡る    2009.7.30.                          9iron09.pdf 

10. 初秋の青森・秋田風来坊 【1】 2009.9.4-7                                                9iron10.pdf 

    青森 初秋の風物詩 岩木高原「嶽キミ」Walk と三内丸山遺跡「縄文のお月見」  

     1. 青森初秋の風物詩岩木高原「嶽キミ」Walk   2009.9.4.&9.5.朝   

        2. 三内丸山縄文遺跡「縄文のお月見」 2009.9.5.   

 

 



11. 初秋の青森・秋田風来坊 【2】  2009.9.6-7                                               9iron11.pdf 

      秋田県中央 マタギの里「森吉山」Walk と縄文の環状列石 鷹巣・伊勢堂岱遺跡再訪  

1.  マタギの里 阿仁  リンドウの花満開の森吉山ハイク   2009.9.6   

      2.  鷹巣 縄文の環状列石群 伊勢堂岱遺跡 再訪      2009.9.7   

12. 【スライド】  「鉄のモニュメント」 阪神淡路大震災からの長田復興のシンボル「鉄人 28 号」     9iron12.pdf 

       実物大モニュメントが神戸 新長田駅前に完成            2009.10.1   

13. インターネット検索資料レビュー   英国のストーンヘンジ（巨石環状列石）  2009.11.15.        9iron13.pdf 

日本と英国の環状列石どちらも「転生思想に基づく先祖を祭る祭りの場」との説が 最近の調査で有力に  

14.  【シンポジュウム】愛媛大 東アジア古代鉄文化センター「たたら製鉄の歴史と技術」聴講概要     9iron14.pdf 

       2009.11.28.   

  

                和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1100】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001100                                    

  〔たたら製鉄概説〕  風来坊 和鉄の道を訪ねて    たたらとは  2010.1.                    10iron01.pdf 

1. 和鉄の道・Iron road  たたらの源流      2. 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄    

3. たたらの語源 & 関連の言葉や地名       4. 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承  

5. 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト     6 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

 

 ｢和鉄の道 Iron Road｣【10】 口絵                                                          10iron00.pdf                                                             

口絵-1.「地球誕生から約 46 億年鉄の歴史と役割」   岩波「鉄学 137 億年の宇宙誌」より   

           「地球に鉄がなかったら、 現在の地球環境も 人間を含めた生命体も存在しえず、人の歴史も生まれなかった」  

口絵-2. ヒッタイトの鉄  日本の考古学者が明らかにする世界最古の鉄の歴史  

口絵-3. 弥生から古墳時代へ 国の形成に大きな役割を演じた Iron Road・和鉄の道   

            近畿に実用鉄器の幕開けを告げた淡路島 先進鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡   

口絵-4. 褐鉄鉱の宝庫「みすずかる信濃」   八ヶ岳連峰 蓼科中央高原 諏訪鉄山跡   

口絵-5. 鉄がない縄文時代 この時代にも素晴らしい文化が花開いていた  

            日本の心のふるさと縄文 縄文人の精神生活と深くかかわった渦巻・円環文様   

                                             . 

    1.  たたらの話 あれこれ 〔たたら製鉄概説〕  - 風来坊 和鉄の道を訪ねて  2010.1.       10iron01.pdf 

● Iron road  たたらの源流          ● 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄    

● たたらの語源 & 関連の言葉や地名    ● 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承  

● 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト  ● 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

2.  桃太郎伝説の吉備路 walk 鬼ノ城を訪ねる     2010.1.15.                                  10iron02.pdf 

     唐の侵攻に備えた古代 7 世紀の朝鮮式山城 「鬼ノ城」の中に鍛冶工房があった  

      1. 吉備の中山 walk 吉備津神社の「鳴釜神事」 本当に釜が唸るのにびっくりです・・  

      2. 足守川の土手を北へ鬼ノ城へ向かって walk   

      3. ７世紀唐の侵攻に備えた朝鮮式山城「鬼ノ城」& 鍛冶工房跡を訪ねる   

      4. 古代の製鉄地帯 奥坂・阿曽に下って 血吸川に沿って足守駅へ  

      5. 桃太郎伝説の吉備路 walk「鬼ノ城」を訪ねる総括 

● 吉備 温羅伝説・鬼ノ城・ 千引カナクロ谷製鉄遺跡 概説                                                                                   

3.  吉備津神社「鬼の唸り・鳴釜」の再現を試しました                       10iron03.pdf 

         意外にも澄んだ響き、イメージが次々と広がってゆきす    

4. 阿波 鍛冶工房から砂鉄が出土 弥生の大集落「矢野遺跡」を訪ねる 2010.2.6.              10iron04.pdf 

弥生時代中期末から北九州と時期をほぼ同じくして鉄器生産を始めた鍛冶工房.  

 【概説】 1.「阿波の国」概説  阿波と初期大和王権のかかわり〔2.1MB PDF〕  

               2.「矢野遺跡」概説  村から国へ 鉄器加工を始めた弥生の大集落  



5.「地球誕生から約 46 億年鉄の歴史と役割にびっくり                             10iron05.pdf 

     岩波の科学ライブラリー「鉄学 137 億年の宇宙誌」を読んで  

   「地球に鉄がなかったら現在の地球環境も 生命体も存在しえず 人の歴史も生まれなかった」 

6.  日本美術刀剣保存協会たたら「日刀保たたら」の操業    2005.2.7. 鉄鋼新聞 記事より           10iron06.pdf 

7. 東近江 永源寺相谷熊原縄文遺跡 Walk                2010. 6. 5.                              10iron07.pdf 

     縄文のビーナス誕生を思わせる日本最古級の美しい土偶が出土  東近江 永源寺相谷熊原遺跡 現地説明会に参加  

      参考 東近江永源寺相谷熊原遺跡 日本最古級の土偶と縄文草創期の竪穴住居群の出現を報じる新聞記事整理 

8.  奥播磨 千種川に注ぐ恋文川源流                   2010.7.20.                              10iron08.pdf 

     たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 

9.  参考資料 朝日新聞朝刊に掲載された記事「ヒッタイトの鉄の謎に挑む」       2010.8.7.         10iron09.pdf 

10. 旧諏訪鉄山の痕跡を北八ヶ岳山麓 蓼科中央高原に訪ねる                      2010.10.17.      10iron10.pdf 

みすずかる信濃 信濃の鉄を象徴する褐鉄鉱 

11.  この秋 二つの弥生時代後期の製鉄関連遺跡の講演会を聞いて                                    10iron11.pdf 

      「阿蘇谷 大量の鉄を集積した集落『下扇原遺跡』」 & 「淡路島 西日本最大級の鍛冶工房村『五斗長垣内遺跡』」 

12. 【写真アルバム】 縄文を代表する国宝「火焔土器」  新潟県十日町市笹山遺跡を訪ねる  2010.11.17.  10iron12.pdf 

13.  弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 古代国家形成の時代を動かした「鉄」             10iron13.pdf 

     無手勝流で鉄をキーワードに弥生から邪馬台国・大和王権への変遷を整理  

       1. 弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 国家形成の時代を動かした「鉄」 

       2. 日本統一国家形成へ 時代を動かした鉄 資料図集  

14.  弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生の Iron Road 和鉄の道」                     10iron14.pdf 

     淡路島 五斗長垣内遺跡の謎 シンポ 2010.11.21. 聴講 して  

1.  五斗長垣内遺跡の概要 伊藤宏幸氏(淡路市教育委員会)   講演「五斗長垣内遺跡と淡路島の弥生遺跡」より整理 

2.  五斗長垣内鍛冶遺跡の役割と時代的位置づけ 村上恭通氏(愛媛大学東アジア古代鉄文化センタ長)   

                講演「弥生人が目指した鉄器化社会」より整理 

3.  弥生後期の和鉄の道・Iron Road 大久保徹也氏(徳島文理大教授)  

               講演「播磨灘と五斗長垣内遺跡を考える瀬戸内をめぐる交流・地域間関係」より整理. 

4.   弥生後期 近畿でも急速に実用鉄器化が進んだことを示す石の刃物の変化  禰宜田佳男氏(文化庁 主任調査官)   

講演「近畿における石の刃物と鉄の刃物」より整理 

5.まとめ 

     番外   蓼科横谷渓谷で拾った褐鉄鉱? の検証 「褐鉄鉱を焼くと磁石に引っ付くか?」               10ironB1.pdf 

 

                  和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1111】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001111                                

           ｢和鉄の道 Iron Road｣【11】 口絵                               11iron00.pdf                                                              

           口絵-1.  2011 年 見学した製鉄関連遺跡・遺構 
1. 西播磨 古墳時代の鍛冶工房跡 赤穂市有年牟礼・井田遺跡  2. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡 

3. 平城京 朱雀門のすぐ横から出土した奈良時代前半の鍛冶工房  

          口絵-2.   弥生時代前期の広大な水田跡 御所市条 中西遺跡 

              大和は早くから開けた大穀倉地帯だった・・・大和の力の源泉か??   

          口絵-3.    日本列島で一番低い分水嶺を越える氷上回廊  

  太古から動植物の移動路 古代から多くの物産・人の移動路・交易路    

          口絵-4.   鉄系超高温伝導体の急速展開と超高温伝導体実用化技術の進歩 

          口絵-5.    鉄のモニュメント  

                  〔 1. 神戸 兵庫港にある浮きドック群   2. 鉄のアーティスト 榎忠の作品群 〕   

 

 



1. 近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の 2・3 世紀               11iron01.pdf 

     「鉄器は出ないが、急速な鉄器化が進行という「幻の鉄器」の時代があった」という考えには疑問符  

        - 鉄器時代のイメージ先行の弥生時代「北部九州以外 実用鉄器はさほど普及していなかったのではないか」- 

2. 「初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨」                                           11iron02.pdf 

      西播磨で古墳時代後期末の鍛冶炉跡が出土有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる    2011.2.11.  

3.  西神戸神出東西に秀麗な山並みを見せる神奈備山 雌岡山・雄岡山 Walk     2011.3.11.        11iron03.pdf 

鍛冶神大己貴命の伝説の地「神出」渡来鍛冶技能集団の進出地の伝承も 

4. 豊臣時代の大阪城の鍛冶工房跡を訪ねる大坂城南側から見つかった大規模な鍛冶工房跡  2011.4.16.  11iron04.pdf 

            大坂城のお堀端南約 100m 大阪市中央区森ノ宮 2 丁目    

5.  日本で一番低い中央分水界を越えて 瀬戸内海と日本海を結ぶ氷上回廊         2011.5.14.       11iron05.pdf 

            加古川から由良川水系域へ 山越のない「水別れ街道」を行く   

6.  神戸でも北の縄文と交流  遮光器土偶[部分]が出土した神戸篠原遺跡         2011.5.20.        11iron06.pdf 

       縄文後期・晩期 関西にも日本列島をつなぐ広い交流路がつながっていた  

7.  京都の新しいパワースポット  磁石が吸い付く平野神社の「すえひろがね・餅鉄」を訪ねる          11iron07.pdf 

      東北と関係深く東北蝦夷の族長アテルイの顕彰碑がある清水寺にも久しぶりにゆきました    2011.5.22     

8.  南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」                                            11iron08.pdf 

魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄との交易品は何か・・・・ 

9. 鉄のモニュメント 奈良 三輪山 大神神社の大鳥居  久しぶりに巻向・三輪 三輪山山裾を歩く    11iron09.pdf 

 

10.  古墳時代 朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる   2011.8.30.                        11iron10.pdf 

         脇袋古墳群など若狭の王墓からの出土品見学  & 若狭小浜港・遠敷(おにゅう)の里 Walk  

11.  鉄のモニュメント「浮きドック」・神戸兵庫の港 界隈 walk    2011.9.15.                     11iron11.pdf 

12.  淡路・出雲・高千穂 三大神話の郷 神楽の競演 淡路島伊弉諾神宮 三大神話 神楽祭 2011.9.23.  11iron12.pdf 

     

13.  最近の鉄の話題「新しい鉄 高温超電導体」                                                    11iron13.pdf 

   BS フジ 10 月 9 日(日)8:00 放送「ガリレオ X  電気抵抗ゼロがひらく未来」より  

14.  鉄のモニュメント  鉄のアーティスト 榎忠氏(1944-)の鉄の作品群      2011.11.23.          11iron14.pdf 

                  兵庫県立美術館「榎忠展 -美術館を野生化する-」より 

15.  北近江安曇川安曇あずみ会でのプレゼンスライド       2011.12..1.                            11iron15.pdf 

     「和鉄の道 Iron Road 」から見た日本誕生前夜-北近江・若狭が輝いた時代- 

16.  平城京 朱雀門前から大規模な鍛冶工房が出土した  平城第 486 次平城京左京三条一坊一坪の調査  11iron16.pdf   

          奈良時代前半の鍛冶工房跡 平城京建設に鉄製品供給か??           2011.11.25. 

17. 「大和平野は弥生時代のはやくから 大穀倉地帯だった ???」            2011.11.25.          11iron17.pdf 

        国内最大級弥生時代前期の水田跡２千枚が出土?御所市 中西遺跡    

 

                      和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1122】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001122                                                                               

     ｢和鉄の道 Iron Road｣【12】 口絵                   12iron00.pdf  
口絵-1  ヒッタイトの鉄伝播 ナイル川中流域 世界遺産古代スーダンの「鉄の都メロエ遺跡」 

口絵-2  鉄の歴史にも見え隠れする人間の心と絆  NHK 番組｢ヒュ-ウマン｣より 

口絵-3  初期ヤマト王権を支えた物部氏の本拠地「布留遺跡」の鍛冶工房跡 

口絵-4  奥出雲の 斐伊川・たたら製鉄を象徴するという出雲神楽「八岐大蛇」 

口絵-5   古代の製鉄原料???  阿蘇谷に眠る渇鉄鉱「阿蘇黄土」 

 口絵-6  現代の鉄 

1.現代の鉄のモニュメント 高さ 634m 東京スカイツリ- 

2.鉄が海を豊かにする -鉄鋼スラグ 海に栄養 コンブ復活 効果てきめん- 」 



             

1..ナイル川中流域 古代スーダンの製鉄遺跡世界遺産 鉄の都メロエ遺跡          2012.1.5.       12iron01.pdf 

2..神戸の鬼 鬼の舞を追う 2012 年 2 月   神戸長田の森「長田神社の鬼」 と 稲美町野寺「高薗寺の鬼」 12iron02.pdf  

   1. 神戸長田神社 節分・追雛式  神の化身 7 匹の鬼が燃えさかる松明を掲げて舞踊る     2012.2.3.  

   2. 稲美町  高薗寺鬼追式   仏の化身 赤鬼・青鬼 災い払う火の粉舞う伝統の鬼の舞    2012.2.10.  

3.  視聴・購読メモ   「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」                                12iron03.pdf 

           NHK「ヒューマン なぜヒトは人間になれたのか」 NHK 取材班「Human ヒューマン」角川書店 

4.「 鉄が海を豊かにする -鉄鋼スラグ 海に栄養 コンブ復活 効果てきめん- 」                     12iron04.pdf   

            2012.5.21.夕 朝日新聞 朝刊より 

5. 初期ヤマト王権を支えた物部氏の本拠地「布留遺跡」再訪 Walk     2012.5.19.            12iron05.pdf 

     今まで 布留遺跡に抱いていたイメージが随分 変わりました  

     天理参考館「大布留展」関連講演会 関川尚功氏「ヤマト政権の生産体制を探る」聴講  

      1.  物部氏の本拠地「布留遺跡」 概 要  天理参考館 「大布留遺跡展・物部氏の拠点集落を掘る-」図録の再整理 

      2. 随分印象が変った私の「布留遺跡」イメージ    

      3. 物部氏の本拠地 天理市布留遺跡 再訪 Walk  2012.5.19. 

6. 千種川流域に咲くひまわり畑と製鉄神「天目一筒神」を祭る「天一神社」を訪ねる  2012.7.18.     12iron06.pdf 

           ひまわりの夏 2012  古代たたらの郷 佐用  西播磨佐用町（旧南光町）林崎   

7. 日本初の都市の出現 纏向遺跡を歩く    2012.7.24 & 8.23.                             12iron07.pdf 

      1. 纏 向 遺 跡 日本における都市の初現 の 概 要 

      2. 邪馬台国の王都?? と騒がれた大型特殊建物群跡と纏向古墳群を見て歩く      2012.7.24.   

      3. 鉄をキーワードに纏向遺跡の謎を探る 纏向再訪 walk                     2012.8.23.  

          再度 纏向遺跡全体を眺め 人工都市の意味と鉄の役割体現 walk  

8. 出雲神楽「八岐大蛇」を鑑賞 淡路島 伊弉諾神宮 神楽祭 2012.9.23.                    12iron08.pdf 

   奥出雲で盛んだった古代たたらを象徴しているという  

   古事記・日本書紀に記されたスサノオノミコトのヤマタノオロチ退治神話 

9.【情報】 東京スカイツリ-にすごい鋼材が使われた!!                                            12iron09.pdf  

           高さ 634m・鋼材重量約 3 万 6000t これをオール現地溶接組立 3 本の鋼管の足で支える 

10. 旧別子銅山跡の産業遺産が眠る別子山 「別子山銅の道・銅山越」Walk     2012.10.27        12iron10.pdf 

       1. 新居浜から旧別子銅山跡日浦登山口  国領川を溯って大永山トンネルを抜け南側へ 

       2. 旧別子銅山跡をたどって銅山越へ 

       3.  銅山越から東平を経て新居浜へ 

      ◎ 別子山銅の道 walk 全行程アルバム 

11. 私の阿蘇谷「阿蘇黄土」を訪ねる 古代の製鉄原料???   2012.11.1.& 11.2.          12iron11.pdf  

阿蘇谷にベンガラの原料・「阿蘇黄土」を訪ねました また、日本一美しいダム 豊後竹田白水ダムへも  

           ベンガラ原料の「阿蘇黄土・渇鉄鉱」 これが日本での製鉄の開始と関係していないか???   

            1. 私の阿蘇谷 渇鉄鉱阿蘇黄土と古代鉄概説 

            2. 菊池渓谷から阿蘇谷・阿蘇山ドライブ 

3. 阿蘇谷狩尾に「阿蘇黄土」を訪ねる 

           4. 帰りは日本一美しい白水溜池堰堤へ 

           ◎ 「私の阿蘇谷」スライド全写真 「阿蘇黄土」を訪ねる 古代の製鉄原料? 

 

 

 

 

                                                                                                                                                     



                和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1133】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001133                  

      ｢和鉄の道 Iron Road｣【13】 口絵                               13iron00.pdf  

 口絵 1 シルクロードに先立つユーラシア大陸金属器・鉄器文化東伝の道 Metal Road & Iron Road   

口絵 2 鉄砲伝来のたたらの島 種子島  海岸全体に広がる砂鉄の浜 

口絵 3 古代製鉄の神 金屋子神降臨伝承地 西播磨 千種 

口絵 4 9 世紀 古代大和の兵器庫 福島県武井製鉄遺跡群に導入された足踏み鞴  

口絵 5 7 世紀 日本書紀に記述のある京都のたたら 京都山科 御陵大岩町遺跡 

 

1.  西神戸 摂播国境に残る「神や仏の化身の鬼」の追雛式                     13iron01.pdf 

       白川街道「妙法寺」新年招福の追雛式  10 匹の鬼が舞い踊る    2013.1.3.  

       参考 「日本各地鬼伝説」 和鉄の道・Iron Road 掲載リスト 

2. 水田稲作・弥生の始まり・縄文と弥生の融合を示す 

      大阪湾沿岸の弥生集落 田能・口酒井遺跡を訪ねる           2012.12.21.   13iron02.pdf                                  

3. 【資料】 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター第 13 回アジア歴史講演会                          

     新井宏氏 講演「考古学における新年代論の諸問題」聴講整録  2013.1.26       13iron03.pdf 

     参考 1 「世界一精密」年代目盛り＝福井・水月湖、堆積物５万年分?日欧チーム 

      参考 2 朝日新聞掲載記事 「どうする? どうにる? 歴史のズレ」 

4. 【和鉄の道・Iron Road】「卑弥呼の邪馬台国」の候補地を訪ねる【1】               13iron04.pdf 

  東近江 野洲川南の湖岸近く 弥生後期の大集落「伊勢遺跡」を訪ねる 滋賀県守山市         

                                                     2012.11.21.& 2013.2.11.     

    魏志倭人伝の記述《卑弥呼の居処は「宮殿・祭殿」・楼閣・城柵」》 すべてがそろう弥生後期の大集落  

5. 【和鉄の道・Iron Road】「卑弥呼の邪馬台国」の候補地を訪ねる【2】               13iron05.pdf 

日本各地の人が交流した大都市集落 善通寺市「旧練兵場遺跡」を訪ねる     2013.1.27.     

         吉野ヶ里に匹敵する四国讃岐の弥生後期の大集落 善通寺市   

6. 7 世紀初めの古墳 福岡 元岡古墳群 G6 号古墳      2013.3.                    13iron06.pdf                  

     暦使用国内最古例 西暦 570 年を示す「庚寅」入り金象嵌の太刀出土 「十二錬鉄」の文字も     

7. 砂鉄浜・たたらの島「種子島」和鉄の道 探訪    2013.4.16.                     13iron07.pdf  

8. 橿考研特別展  「5 世紀のヤマト展｣              2013.5.25.                      13iron08.pdf                      

5 世紀初期ヤマト王権時代のヤマトと河内・大阪平野と 畝傍山からの展望     

9.  「発掘された日本列島 2013 展 - 新発見考古学速報 -」  

昨年度発掘された製鉄関連遺跡の紹介   2013.6.15. 13              13iron09.pdf    

10. 西播磨 古代からの製鉄の地 「宍粟市千種」                                        13iron10.pdf 

        久しぶりに 千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる  2013.7.19. 

 11. 補追 

    2013 新発見考古学展  福島県武井製鉄遺跡群の近接する沢入 B・大清水 B 製鉄遺跡  13iron11.pdf 

            古代たたら製鉄の革新技術「踏み鞴」の実用展開のさきがけか??    2013.8.15.                  

                    -金沢・武井製鉄遺跡群に出現した踏み鞴付き竪型炉 -  

 12. 京都山科の古代のたたら跡 如意ケ岳南製鉄遺跡群を訪ねる 2013.8.26.             13iron12.pdf 

        「天智天皇 9 年(670 年)「是歳、水碓を造りて冶鉄す-日本書紀巻 29-」  

山科の山麓 古代のたたら跡から谷筋を大文字山へ  

13. 愛媛大学東アジア古代鉄研究所 第６回国際シンポジュウム「鉄と匈奴」聴講記録     13iron13.pdf 

       東西ユーラシア大陸を結ぶ金属器・鉄器文化の道《Metal Road & Iron Road》探求  

       BC3 世紀～AD1 世紀 モンゴルの遊牧の民「匈奴」が独自の製鉄技術を持っていた   

         第 6 回国際シンポジュウム「鉄と匈奴 遊牧国家像のパラダイムシフト」聴講概要抜粋 

  



     参考  11 月 20 日 朝日新聞 朝刊  「匈奴の製鉄炉跡 ホスティング・ボラグ遺跡発見」の記事掲載  

                匈奴、独自に鉄生産か中国から略奪に異説≫愛媛大などモンゴルで炉跡発見  

 

                              和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1144】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001144                           

       ｢和鉄の道 Iron Road｣【14】 口絵                                                      14iron00.pdf 

口絵 1  東北独特の古代竪型炉たたら跡  山田町船越 「焼山遺跡」 

口絵 2  世界産業遺産登録 を目指す近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石」 橋野・大橋 

口絵 3  「鈩」と書いて「たたら」と読む 大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落 

  

1.  2014 年 節分の鬼に「仲間としての鬼」-鬼にされた たたら製鉄集団   2014.2.1.     14iron01.pdf 

       「鬼」伝承やことわざに 縄文からつながる「日本人の奥深い心情」を見る  

        競争社会から成熟社会へ移行する日本に必要なのは 「縄文かえり・心の優しさ」では・・・  

        ◆ 鬼の起源 そして 古代たたら製鉄集団と鬼    参考 1. 関連「和鉄の道」リスト 

        ◆ 鬼から生まれた言葉 ことわざ                参考 2. 日本各地に残る「鬼」関連地探訪リスト 

2.  2014 年節分の「鬼」 壬生狂言・大覚寺身振り狂言  2014.2.2.& 2.3.             14iron02.pdf. 

                  京都壬生寺・尼崎大覚寺節分会  

       笛・鉦・太鼓のお囃子のリズムに合わせて繰り広げられる身振り・手ぶりの無言劇  

       1. 京都壬生寺の節分会  2014.2.2.  

         a. 壬生寺の位置と周辺   b. 壬生寺節分会 境内    c. 壬生狂言「節分」     

      2. 尼崎大覚寺の節分祭  2014.2.3.  

          a.. 大覚寺の位置と周辺    b.大覚寺節分祭境内   

      c.大覚寺狂言「大物之浦」  d.大覚寺狂言「節分厄払い」 

  3.   【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                   14iron03.pdf. 

 鉄道にまつわる鉄 思いつくまま  

 好奇心に駆られて現代の矛と鉄 「レール」と「鉄道車輪」 . 2014.4.5.     

      1. 現代の矛と楯 「レール」と「鉄道車輪」  

      2. ロングレール どのようにして曲げたり、つないだり???  

       3. ロングレールの熱膨張 どのように吸収しているのだろうか?? 

4.  【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                    14iron04.pdf. 

    「コピー」が話題なったこの春 コピーの軽さばかりが目立つ今  2014.5.1.    

     Copy Exactly のむつかしい技術 たたら製鉄 そして Copy exactly が日本の伝統技術文化を育んだ 

5. 【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                      14iron05.pdf. 

心のふるさと「心優しき縄文人」の知恵「利他的精神」について 朝日新聞天声人語より  2014.6.1. 

        安田喜憲著 「一万年前 気候大変動による食糧革命、そして文明誕生へ」を紹介し、  

         現代が直面する環境問題に対する 

生き方として「心優しき縄文人」の知恵を紹介してています。   皆様にはどう映るでしょうか・・・・・ 

6. ＜抜粋版＞震災後初めて三陸沿岸を再訪  

    東北 三陸沿岸の Iron Road を訪ねる 2014.6.7-6.9.                            14iron06.pdf 

      1.世界産業遺産登録 を目指す「釜石」近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石」 橋野・大橋を訪ねる  

       2. 発掘中の古代の製鉄遺跡 山田町船越「焼山遺跡」を訪ねる  古代蝦夷の鉄生産工房地の謎を解くかも?? 

       3.三陸鉄道に乗って   ２０数年前訪れた龍泉洞 そして 砂鉄浜 普代浜 を訪ねる  

      4.車窓より眺める久慈・八戸周辺の砂鉄浜を普代から久慈・八戸へ 砂鉄浜の 有家海岸 & 種差海岸  

     5. 《三陸の街の今 コメントなし Pｈｏｔｏ集》 震災後３年 生活復興を進める三陸沿岸の街の今 2014.6.7.-6.9.   

 

 



        

  7. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる  

     震災後初めて 三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【1】                             14iron07.pdf 

     1. 世界産業遺産登録 を目指す近代製鉄発祥の洋式高炉建設地「釜石」橋野・大橋を訪ねる. 2014.6.7.    

         1.1. 釜石線 別名「銀河鉄道」に乗って遠野・釜石へ 

          1.2. 日本最古の洋式高炉跡が残る橋野高炉跡へ遠野から笛吹峠越で北上山地を越える 

          1.3. 日本最古の洋式高炉跡が残る橋野鉄鉱山(製鉄所)見学 

          1.4. 北上山地分水界 仙人峠を釜石線の長いトンネルとΩループで越えて 「陸中大橋」を経て釜石へ  

          1.5. 釜石 鉄の歴史館 再訪 

          1.6. 土砂降りの中  路線バスで再度 日本初の洋式高炉の操業地 陸中大橋 旧釜石鉄鉱山（製鉄所）へ 

        【参考】 近代製鉄発祥の地 釜石の橋野・大橋鉄鉱山の概略 

8. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる  

     震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【2】                            14iron08.pdf. 

        2. 古代の製鉄遺跡 山田町船越 「焼山遺跡」発掘現場を訪ねる     2014.6.8.  .  

【参考】 概略資料  古代製鐵遺跡が 300 を越える山田町の古代遺跡について  . 

 9. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる  

        震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【3】                            14iron10.pdf 

  3. 三陸鉄道に乗って２０数年前訪れた龍泉洞 & 普代・黒崎を訪ねる  

       宮古から久慈へ大震災・津波の被災地を結ぶ三陸鉄道 北リアス線に乗って北三陸沿岸をめぐる  

        3.1. 三陸鉄道 宮古から龍泉洞の最寄り駅小本へ  震災・大津波の被災地の今を三陸鉄道の車窓から 

        3.2. ２０数年前訪れた岩泉町の龍泉洞  透明なブルーに出会いたくて 

        3.3. 土砂降りの雨の中 北緯４０度の地球村 普代・黒崎へ 

        3.4. 普代から久慈へ   普代川の河口の砂鉄浜の今「普代浜 & 普代の街」 and 三陸鉄道の車窓  

        3.5. 【資料】 南部鉄を支えた久慈の砂鉄と製鉄 & 旧たたら館 

10. ＜詳細版＞東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる 

       震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【4】                            14iron11.pdf 

   4. 久慈から八戸へ  八戸線車窓から眺める砂鉄浜 洋野町有家海岸 & 砂鉄浜 八戸 種差海岸  

       4.1. 砂鉄の宝庫 八戸・久慈周辺の砂鉄 概要   その周辺の沿岸には砂鉄が堆積する砂鉄浜続く 

       4.2. 八戸線 車窓から眺める砂鉄浜 洋野町有家海岸 

       4.3. 砂鉄浜 八戸 種差海岸を歩く 

 11. ＜詳細版＞ 東北 三陸沿岸 Iron Road を訪ねる 

       震災後初めて三陸沿岸を再訪 2014.6.7-6.9 【5】                              14iron12.pdf  

       5. 東北 三陸沿岸の Iron Road 再訪  まとめ 

12.  東北三陸沿岸の Iron Road を訪ねる 総集  2014.6.7.-6.9.                      14iron13.pdf 

      1. 世界産業遺産登録 を目指す「釜石」 

         近代製鉄発祥の洋式高炉建設地 「釜石の橋野・大橋鉄鉱山を訪ねる  2014.6.7. 

      2. 三陸沿岸の砂鉄資源帯で古代の製鉄地帯「山田」  古代蝦夷の鉄生産工房地の謎を解くかも?? 2014.6.8. 

          発掘中の古代の製鉄遺跡 山田町船越「焼山遺跡」を訪ねる 

      3. 三陸鉄道に乗って  ２０数年前訪れた龍泉洞 そして 砂鉄浜 普代浜 を訪ねる  2014.6.8. & 6.9. 

      4. 車窓より眺める久慈・八戸周辺の砂鉄浜  久慈・八戸へ  砂鉄浜の 有家海岸 & 種差海岸   2014.6.9. 

      5.  東北 三陸沿岸の Iron Road 再訪  まとめ   

 13.  「鉄の話あれこれ」 

      金属にも「水」と「油」がある 「銅」と「鉄」の二相分離   2014.8.1           14iron09.pdf 

  

 



14.  新神戸駅すぐ横の谷川で砂鉄の堆積を見つけました    2014.9.11.                14iron14.pdf 

      六甲は花崗岩の山 ないと思っていた砂鉄が見つかりました????  

15. TV の画面で≪鈑戸 (たたらど)≫の地名を見つけて 2014.10.10.             14iron15.pdf 

たたらの郷に違いない インターネット検索   

      「鈩」と書いて「たたら」と読む 大山山麓に見つけた「鈑戸・たたらど」集落   

         鳥取県大山町鈑戸集落 &  大山町赤坂小丸山製鉄遺跡   

     1. 大山町鈑戸の「鈑(たたら)」の読み & 「たたらと」をインターネット検索 

     2. 「大山町鈑戸」をインターネット検索 たたらとのつながりを調べる 

     3. 大山山麓に広がる古代伯耆国の大製鉄地帯のたたら製鉄伝承  孝霊天皇の鬼伝説 

     4. 《再録》【和鉄の道】 伯耆の国 日本誕生に役割を演じた古代山陰の Iron Road 2000.4.11.  

          鉄の伝来をもたらした山陰 鉄の王国の出現 

    5. 大山北山麓の製鉄遺跡について  

    参考 1   google earth による「鈑戸集落」と野墓周辺の景色 

    参考 2   インターネットで調べた大山北山麓の丘陵地 大山町周辺のたたら関連遺跡分布 

16.【Iron Road  鉄の雑記帳】                                                     14iron16.pdf 

   朝日新聞の記事紹介 「鉄さびの街 ロボで輝く 」   2014.12.7. 朝日新聞の記事より 

         US Steel の本拠地 鉄の街 ピッツバーグの再生    

 

                         和和鉄鉄のの道道 IIrroonn  rrooaadd【【1155】】たたたたらら遺遺跡跡探探訪訪  22001155                           

        口絵 1   ２０１５年 クローズアップされた たたら遺跡  

         1.  ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土  アナトリア高原の２０１３年発掘調査で 

         2.  たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化    

             日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8. 

         3.  ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

         4.  ユーラシア大陸を東西に結ぶ 古代鉄 Metal Road で   

                   ●自然通風型のスリランカ古代鉄の製鉄炉 ≪ 風炉 ≫   

                   ●中国成都  漢代の橋脚に使われている巨大インゴット 

        口絵 2   ヒッタイト以前世界最古級の小鉄塊と鉄滓出土   

                アナトリア高原 カマン・カレホユック遺跡の２０１３年発掘調査で  

        口絵 3   たたらの技術が支えた明治日本の産業革命・日本の近代化    

                日本近代製鉄発祥の地 釜石 大橋・橋野鉄鉱山 世界産業遺産に登録 2015.7.8.   . 

        口絵 4   ベールを脱ぎつつあるユーラシア大陸の東西を結ぶメタル ロード・鉄の道 

        口絵 5  ８０００年を超える長きにわたり、平和で豊かな社会を築いた日本の縄文   

                世界が注目する縄文の「他を思いやる 心優しき縄文」 

 

1.  ≪たたら製鉄の謎  たたら製鉄のルーツに迫る≫  2015.1.1.                                  15iron01.pdf 

    【資料】 弥生時代中・後期の壱岐の半島交易拠点集落「カラカミ遺跡」資料まとめ  

    「南北市糴」朝鮮半島との交易で栄えた壱岐で 弥生時代中・後期の製鉄炉が初めて出土  

2. ≪節分の鬼 2015≫  生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる   2015.1.25.          15iron02.pdf 

3. ≪節分の鬼 2015≫  壱岐 鬼伝承・鬼凧の伝承 「百合若大臣の鬼退治 & 鬼凧」                    15iron03.pdf 

4.  第 18 回アジア歴史講演会「鉄の起源の探究」成果報告聴講まとめ                                 15iron04.pdf 

     愛媛大 東アジア古代鉄文化研究センター  2015.2.14 

     青銅器時代の西アジア 鉄の起源と展開「金属器時代の黎明 -価値と技術- 」  

5. お勧めの博物館「竹中大工道具博物館」新神戸駅横    2015.2.13.                                 15iron05.pdf 

   大工道具の歴史を実物展示する大工道具博物館  素晴らしい和風展示館がオープン  



6. 「鉄」と「銅製錬」&「鋳銑鉄くず」の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える           15iron06.pdf 

    3 月大阪九州大学宮本一夫氏「壱岐カラカミ遺跡から出土した製鉄炉」についての講演 

    魏志倭人伝の時代の他に類例のない特徴を持つ壱岐カラカミ遺跡出土の地上炉は  

   「くず銑鉄を第三の製鉄原料として鉄素材を作った製鉄炉?」たたら製鉄の起源にせまるのか  

        1. 鉄の起源を探る 西アジアで出土した世界最古の小鉄塊は銅鉱石の製錬過程の副産物か? 

        2. 魏志倭人伝の時代 1～3 世紀 壱岐からかみ遺跡と出土した地上炉まとめ 

        3. 銅と鉄の出会いとその面白い性質が人工鉄の起源を育んだのか? 

        4. 鉄と銅製錬の出会いから 鉄の起源・たたら製鉄の始まりを考える 

7.≪現代の鉄 鉄の話題≫                                                                         15iron07.pdf 

   鋼管・鋼矢板の無騒音・無振動杭打ち工法の新たな進展・展開にびっくり  2015.3.27. 

   TV 番組「夢の扉＋」3 月 22 日 杭打ち革命 「巨大津波でも、“絶対に壊れない”堤防を作れ！」 

8.雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ                                  15iron08.pdf 

     千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる  2015.5.20.   

9. ≪こんなところにも「鉄」が ≫ 丹波篠山市立杭 兵庫陶芸美術館 「青磁の今」展  2015.5.19.  15iron09.pdf 

   「青磁と鉄」透明な青色の「青磁」も鉄の技  Iron Road の仲間入りに びっくりです   

10. 大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか  ???                         15iron10.pdf 

    「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で 大量の埋納銅鐸出土 2015.5.20.   

       ◆ 関連参考   たたら製鉄関連遺跡を生かした地方創生の成功例 淡路島 五斗長垣内遺跡 

                                         神戸新聞 2015.5.6. 朝刊社説より 転載  

 11.「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】  2015.7.1.                   15iron11.pdf 

    南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸 （弥生時代前期末～中期前半） 

    南淡路 松帆埋納銅鐸 その後の地元紙 神戸新聞報道から 見える弥生時代の淡路島   

    地元紙 神戸新聞に報道されてきた記事転記  . 

      1.６月１９日 神戸新聞１８面 南淡路の松帆銅鐸   森岡秀人 芦屋市教委学芸員に聞く 

      2.６月２７日 神戸新聞 1 面 CT で判明した新事実 「銅鐸すべてに『舌』全国初  使用時のまま埋納か」 

      3.６月２７日 神戸新聞 31 面 松帆銅鐸 全てに「舌」 弥生人 祭器鳴らし豊作祈願?  「聞く銅鐸」浮かぶ実像 

12. 西南諸島 喜界島 崩リ（くずり）製鉄遺跡 ＆ 城久（ぐすく）遺跡群  2015.8.5.        15iron12.pdf 

    日経電子版  「南島史が塗り替わる 12 世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事 より        

    喜界島は 重要な交易品として鉄素材を琉球に供給していた鉄の生産加工基地か?     

    ◆ 日経電子版  「南島史が塗り替わる 12 世紀製鉄炉跡の衝撃」の記事  

       2015/7/30 6:00  ライフ>アート&レビュー・歴史 http://mx.nikkei.com/?4_120617_107844_15 

13.日本誕生にかかわる古墳前期 4 世紀の祭祀区画と居住区画を持つ大集落が大和葛城で出土             15iron13.pdf 

     大和葛城 御所市 秋津・中西遺跡の発掘調査現場を訪ねる    2015.8.23. 

14. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫.風の森峠から南郷へ 金剛山東山麓 葛城の道 walk.   2015.8.23.   15iron14.pdf 

     古代葛城氏の生産工房が眠る美しい棚田が広がる田園 さわやかな夏の風を感じたくて  

15. ≪Iron Road ・和鉄の道で≫京都北山の最北部 三国峠周辺山里の秋を巡る. 2015.9.20.            15iron15.pdf 

      旧鯖街道 根来・針畑越 & 芦生・美山への入口 朽木「生杉 」から 美山茅葺集落へ  

16.  ≪2015 再整理改訂版≫   

     日本人のふるさと「縄文」 縄文の心を映すストーンサークルを訪ねる. 2015.10.10..             15iron16.pdf 

    １万年も続いた世界にも類例のない永続社会日本の縄文  

    平和な永続社会 その原点には何があるのか…  どのように映るでしょうか・・・・  

17.鉄の風景 ・ 鉄のモニュメント  京都 史跡 琵琶湖疎水 蹴上      2015.11.7                 15iron17.pdf 

   「日本最初の発電所 蹴上発電所 水圧鉄管」と「インクライン」  

18.愛媛大東アジア古代鉄文化研究センター国際学術シンポジウム  

     聴講記録 「古代世界の鉄生産 中近東から東アジアまで」 2015.11.7.                         15iron18.pdf                                                                                                          


